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「レベル10：不死皇サーシヤ」

　闇色の魔法砲撃が俺に向けて放たれる。

　咄とつ嗟さに組み立てたレベル７の防御術式を二つ並行で起動させるが、焼け石に水なのは最初から分かっている。

「レベル７：絶対パーフエク堅牢トウオール！」

　両りよう掌てを突き出す。

　右手と左手からそれぞれ展開した防御結界。サーシャの魔力とせめぎ合う。

　が、予想通りに数秒でこちらの防御壁は突破され、黒い波動が直撃コースで俺めがけて迫ってきた。

　稼いだ数秒の時間で、もう一つ防御術式を展開させる。

　しかし、やはり焼け石に水であることは変わらない。

　瞬く間に最後の防御術式は突破され、最も早はやこれまでと覚悟を決めたその時──

「外し……た？」

　サーシャのレベル10は軌道を変え、俺の右手首から先を巻き込んで後方へとすっぽぬけていった。

　直後に背後で起きる、遺跡内での爆発。

　建物全体──天井にもダメージがいったようで、大小の大岩が落ちてくる。

「不意打ちで終わらせても、まあ……つまらんからの」

　手加減してるってことか？

　いや、遊ばれているのか……えらく舐なめられたものだな。

　と、思うが、初手で右腕が持っていかれるような劣勢であることも、また事実だ。

　回復を試みるも、完全回復魔法パーフエクトヒールも対策を打たれているようだ。

　まあ、回復無効化の状態異常は俺の対策として必須だろうから、これは当たり前だ。

　さあ、どうするか……。状況を確認すればするほど、詰んでいるとしか思えない。

　歯ぎしりする俺を横目に、炎神皇クリフがサーシャに声をかけた。

「予定通りに四肢を完全破壊の方向で……殺してはいけないからね」

「うむ、ならば我は左手を狙おう」

「じゃあ、僕は左足を貰もらった」

　炎神皇クリフとサーシャが同時にレベル９の魔法を放ってきた。

　炎神皇クリフは炎撃で、サーシャは風の刃やいばだ。それぞれが、宣言通りに左足と左手。

　こちらも術式を組んでいるが、レベル９一つが精一杯ってところだ。

　一対一なら術式構築速度では負ける気はしない。が、相手は二人……単純な手数で二倍の速度だ。

　間に合わない……いや、間に合う訳がない。

　相手は素人ではなく、技術も俺と同じレベルにあるエキスパートなんだからな。

「これは不味まずいな」

　こちらも風刃ウインドエツジを発生させることで、サーシャの風刃ウインドエツジをギリギリで相殺することができた。

　と、同時に炎神皇クリフの炎撃に対抗すべく回避行動を取るが、避けきれずに左足を炎神皇クリフの炎撃が掠かすめた。

「ぐっ……」

　傷は浅く、身体欠損は伴っていない。まだ、ギリギリ足は動く。

　が、これで素早い動きは完全に封じられたことになる。

「お前等ら……何な故ぜ、急所を狙ってこない？」

　サーシャの初撃もそうだ。胴体や頭部を狙えば……やろうと思えば、すぐに殺せるはずだ。

　手加減をしているらしいことは分かるが、その理由が解せない。

「別に命を奪っても構わないんだけどね。ただ、内臓器官は代替がきかない訳だエフタル」

　と、そこでサーシャと炎神皇クリフは互いに顔を見合わせた。

「しかし小こ童わつぱよ、エフタル相手に加減とは……中々に難しい仕事を押し付けてくれるものじゃのう？」

「だから、僕と君の二人掛かりなんだろう？」

「おい、待てよ炎神皇。さっき、お前は俺に向かって『コレはもう要らない』って言ったように聞こえたんだがな？　どうして命を取らない？」

「ああ、そのことかい」

「つまりだ……君の脳と内臓が必要だ。なるべく傷つかない形でね」

「脳と内臓……だと？」

「アンデッド化させて、僕の私兵にする。戦力は数割落ちるが……元は君だからね。レベルの落ちた今の世界だと、それだけで戦術兵器だ」

　コイツ……完全にぶっ飛んでやがる。

　昔の仲間を相手になんてことを考えてやがるんだ。

「しかし、とことんまで舐めてくれたもんだよな？」

「実際、舐めているからね。四百年前の当時でも、僕と君の差は歴然だったろう？」

　何を当然のことを……という風に炎神皇クリフは淡々と言葉を続ける。

「僕はレベル11の領域まで上り詰め、君は以前よりも弱体化している。オマケにこちらには当時から世界最強の一人に数えられていたサーシャまでがいるんだよ？」

　と、炎神皇クリフはクスクスと楽しげに笑い始めた。

「ところでどうしたんだいエフタル？　口だけは元気なようだけど、さっきから顔色が悪いみたいだ」

「ああ、人の好いい師匠に恵まれて、この上ない幸せを噛かみしめている最中だよ」

　俺の皮肉が通じたようで、サーシャは何とも言えない表情を作った。

「いや、我もお主には悪いと思っておる。が、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの幻魔を奪われたのじゃ。あれは我が生涯をかけて集めた宝石ぞ？　ならば、仕方ないではないか。エフタルよ、大人しくしておれば苦しまんように処置してやるつもりもある……どうするのじゃ？」

「そんなもん決まってんだろ……」

　と、そこで開幕当初から連中に悟られないように、慎重に裏で練りあげていたレベル10を起動させた。

「レベル10：雷神皇エフタルっ！」

　一面を白く染める雷光。

　炎神皇クリフに向けて電撃が一直線に伸びていく。

「経過時間を考えればこれは想定内。レベル11：無効ゼロ。これはレベル10以下の魔法を無効化する術式でね……便利だろう？」

　サラっと、無む茶ちや苦く茶ちやなことをやりやがった。

　が、構わず炎神皇クリフに向けてレベル７を三発ほど連打する。

　そのまま俺はサーシャに向けて──片足で跳んだ。

「相変わらず桁違いの連打速度だねエフタル。まあ、所詮は高レベル領域の処理速度が遅いが故の悪あがき、適性のない弱者のごまかしだけれど」

　現状、一対二でやりあっては勝ち目は百パーセントないと断言できる。

　だから、まだ相手をしやすそうなサーシャに専念する時間が欲しい。

　そういう事情でレベル７のおかわりを投げた訳だが、こんなものは速攻で炎神皇クリフなら処理してしまうだろう。

　そんなことは俺も分かっていて、当然ながらこの連撃自体には意味はない。

　つまり、目くらましとしての魔法の連射の直後、俺は炎神皇クリフに向けてアーティファクトを投げていたということだ。

「……なんだいこれは？」

　パキパキパキと音を立てて、炎神皇クリフの足下が氷に覆われる。

　そして、足下からその全身に向けて急速に氷が広がっていった。

「氷呪縛のアーティファクト、氷神皇アイザツクの形見だよ」

　これはシェリルの義理の兄から譲り受けたもので、以前に俺たちが部屋に閉じ込められそうになった時の術式とほぼ同じだ。

　炎神皇クリフならすぐに解けるとは思うが、腐っても氷神皇アイザツクの特別製だ。

　僅かな時間なら稼げるだろう。

「……なるほど。ここはお見事と言っておこう」

　すぐに炎神皇クリフの全身は氷に包まれ、氷塊の中に封じ込めることに成功した。

「レベル８：不可視インビジブル、レベル６：気配消失アサシンズプライド、レベル５：空気壁エアーウオール」

　同時に三つの並列起動だ。

　光学迷彩、気配消し、そして、空気の壁を利用した三次元の立体機動が実現する。

　片足だけで壁を蹴り、加速しながらサーシャとの距離をグングン詰めていく。

「はは、これは凄すごいのじゃ。やはり……その怒ど涛とうの術式構築速度だけは我でもかなわぬな」

　掌てのひらをサーシャに突き出し、炎魔法を出現させる。




　──レベル６：極炎陣フレアバースト！




「レベル７：四精霊エクストラ極大防御陣マジツクガード」

　レベル６がレベル７で相殺される。

　文字通りの完封で、熱風すらサーシャに届いてはいないだろう。

　っていうか、このクソ爺じじい……どこから撃ってくるかも分からないはずなのに、正確に魔法の初動を掴つかみやがった。

　更に空気の壁を何度か蹴って、サーシャの背後に回る。そして──




　──もうひとつオマケだ。もってけ泥棒！　レベル６：極炎陣フレアバースト！




「今度は後ろか。しかし、想定の範囲のことしかしてこんの……やる気はあるのか、エフタルよ？　レベル７：四精霊エクストラ極大防御陣マジツクガード」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくという声色で、サーシャは振り向きもせずに背後に防御陣を張る。

　と、同時、俺は左手一本で刀を抜いた。

「ガードしようがしまいが関係ねえっ！　魔法は全部囮デコイだからなっ！」

　ヒュオンと刀──雷切の一いつ閃せん。

　そうして刀はサーシャの背中に命中し、確かな手ごたえを手元に感じた。

「さすがのサーシャでもこれは防げ………………クソっ、化け物めっ！」

「レベル９：体表セルフマテ鋼鉄化リアルガード。膂りよ力りよくによる剣撃だけで、我を切れるもんではありゃあせぬ」

　前方に飛び、サーシャは俺から距離を取った。

「ふふ、エフタルよ。お主が身に付けた新しい力──剣術じゃったか？　お主に何ができて、何ができないかなぞ……リサーチ済みじゃ」

　鼻で笑うサーシャに向けて、空気の壁を駆使して再度の突撃。

「何度やっても無駄じゃ。魔法では勝てぬと踏んでの近接じゃろうが、付け焼刃では我には通じぬ」

　言葉に構わず、俺は刀を構えてそのままの勢いで突進していく。

　続けざま、サーシャに向けて切りつけた。

　鋼鉄を切りつける形だ。左手一本ではその衝撃に耐えられず、刀を地面に取り落としてしまう。

　カランカランと刀の転がる音が鳴り、サーシャは呆あきれたように肩をすくめた。

「で、頼みの綱の刀すらも落としたか。ま、これで終わりじゃな。まずはその光学迷彩から解除してやろうか──レベル７：真実ミラーリングの鏡・ウオツシユ」

　そして、俺の姿を直じかに視認したサーシャの表情が……驚きよう愕がくに包まれた。

「なっ!?」

　気づいた時にはもう遅い。

　俺は刀を落とすと同時に、サーシャに別口での肉弾戦を既に仕掛けていた。つまりは──




　──飛びつき腕ひしぎ逆十字。




　片足を相手の腋わきの下したに入れ、もう片方の足を首を刈るように振り上げる。

　そしてぶら下がる勢いを利用して、そのまま相手を引き込んで床に転がす。

　続けざま、地面に倒すと同時、逆十字に腕の関節を極きめる。




　──ゴキイっ！




　極めると同時に、ためらわずに折る。

　折った個か所しよに回復不可の呪いを付与し、寝技へ移行する。

　そのまま俺は馬乗りになって、サーシャの襟首を掴んだ。

「体表を強化しようが、関節や血管までは強化できない。さあ、蟻地獄グラウンドに引きずり込んだぜ」

「投げは警戒しておった……が……何じゃ……これ……は……」

　以前に俺はサーシャに投げ技を披露している。

　が、飛びつき逆十字も含め、関節技と寝技は未いまだに見せたことはないんだよな。

　襟を利用して、サーシャの頸けい動どう脈みやくを絞め上げる。

　右手首から先が吹き飛んでいるものだから、やりにくいったらありゃしねえが……まあ、一応形にはなっている。

「カ……ハ……っ！」

　見る間にサーシャの顔色は青色に染まり、そして土気色へ。

　これは血流を瞬時に止められ、脳に酸素が届かない状況から起きる酸素欠乏症チアノーゼの症状だ。

　そして、脳に酸素が取り込めない、あるいは脳が動かせないということは、いかなる魔術式の構築もできないことを同時に意味する。

「魔術師同士の決着としては、お粗末と言わざるを得ないが……ま、油断したテメエが悪いな」

　さあ、とっととサーシャを絞め落として、次は炎神皇クリフの相手をしなきゃならん。

　襟を更に絞め上げて、サーシャが白目を剥むいてカクンと意識が落ちかけたところで──

「そこまでだエフタル。絞め技を解くんだ」

　背中から感じるのは、まごうことなき死の予感だ。




　──レベル10：炎神皇クリフ。




　それは、限定空間における小規模核爆発を指す魔法名だ。

　例えるなら、俺は今……背中に銃口を突き付けられているのと変わらない。

　トリガーを引かれれば、そこでおしまい。

　仕方なく絞める力を弱めると、おどけたような炎神皇クリフの声が聞こえてきた。

「はは、世話がないね不死皇。可愛かわいらしい顔も真っ青で台無しだよ？」

「……やかましい……小こ童わつぱが……」

　さて、速攻作戦はどうやら失敗だ。

　こちらのダメージは左足と、右手首の都合二か所。

　戦闘の継続は可能だ。が、状況は振り出しよりも遥はるかに不味まずい。

　最低でも一対一の状況を作らなければ話にならないというのに……それも到底望めなそうだ。

「ま、こうなったらもう仕方ねえな」

　サーシャの襟首から手を離す。

　そのまま脳天を左手で掴み、そして右手首の付け根をサーシャのアゴにあてがう。

「悪いな師匠……往生してくれ」

　サーシャの頭をグルリと回転させるべく、渾こん身しんの力を両腕にこめる。

　まあ、要は頭を一回転させて頸けい椎ついをねじ切ろうって話だな。

　炎神皇クリフの魔法発動が早いか、サーシャを即時に殺やって俺が態勢を整えるのが早いか……。

　分の悪すぎる賭け、いや不可能にも思えるレベルだが、やるしかない。

　と、そこでサーシャはニヤリと笑って──

「舐なめるなエフタル……上じゃ」

　頭上から感じる、突如として現れた圧倒的な魔力圧。

　恐る恐るという風に顔を上げる。

「マジかよ……オイ」

　そこには、漆黒の棺ひつぎが浮かんでいた。

　これはサーシャが闇の力を扱う際に好んで使う棺で、曰いわく……冥府へと通じているという話だ。

「さあ、食らえいっ！」

　棺の扉が開き、俺に向かって落下してくる。




　──棺の中に俺を引きずり込む気か？




　扉の中から感じるのは濃厚な死と闇の香り。

[image: ]

　見上げた先の、棺の中に見えるのは、ただただ広がる漆黒の闇だった。

　そして、棺の中で引力が発生したかのように──俺は浮かび上がり、中へと吸い込まれていく。

「おおおおおおっ!?」

　ともかく、回避は……不可っ！

　次の瞬間には俺は棺の中に取り込まれ、暗闇の空間に投げ出された。

　続けざま、パタリと闇の棺の扉が閉ざされる音が、漆黒の空間に鳴り響く。

　そうして、最後に……どこからともなく微かすかにサーシャと炎神皇クリフの声が聞こえた。

「サーシャ？　君は何をしたんだい？」

「殺すなというオーダーじゃったからな……ま、我の胎内に取り込んだというところじゃ」
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サイド：エフタル




　森の中。

　陽光きらめく、湖のほとり。

　樹上から小鳥のさえずりが聞こえ、昼下がりの風が心地良い。

　さっき捕獲した蛇の首を切り落とし、炎魔法で焼いた肉にそのまま僕はかぶりついた。

　血を流しすぎたせいか、頭がフワフワとしていて……状態はあまり良くないね。

　傷自体は時間経過による呪いの解除もあって、回復魔法で完治している。

　が、とにかく根本的に血が足りていない感じがする。本調子までは数日かかりそうだ。

「しかし、ここはどこなんだろう？」

　背面は森で、前方は湖。

　そして湖の先の二百メートルほど向こう、正面の空間には雲海が広がっていた。

　そこには空に浮かぶ島がポツリポツリと見えて……そこまで考えて頭が痛くなってきた。

　少なくとも、島が浮かぶ話なんて僕は聞いたことはない。

　しかも、さっき確認してみたんだけど……どうやら僕がいる場所も、浮かんでいる島の一つらしいんだよね。

　食事を終えて、引き続きこの場所の調査をしようと立ち上がろうとする。

　その時、森の中から甲高く能天気な声が聞こえてきた。

「ですよですよー♪」

　はたして、そこには掌てのひらに乗るサイズの羽妖精の女の子がいた。

　これはピクシーという種族だね。

　そのあまりの弱さから絶滅が危惧されている、数の少ない珍しい妖精だ。

　その実力たるや、昆虫のカマキリにすら後れをとることもあるという壮絶なシロモノとなっている。

　ちなみに、彼女はこちらには気づいていないらしい。

「ハチミツ舐めるですよー♪」

　咲いている花に顔を突っ込んで「美味おいしいのですー♪」と、ピクシーは喜びの声をあげる。

　と、その時、森の奥から腐ったような生臭い臭いが漂ってきた。

「変な臭いがするのです？」

　キョロキョロと周囲を窺うかがい、かなりの警戒をしているみたいだね。

　けど……その臭いの主が、あそこでカメレオンのように景色と同化している半魚人とは気づいていないらしい。

　察するに、半魚人は狩猟の最中で、獲物はピクシーということだろう。仕方ないので彼女の所に向かおうとしたその時──




「は、は、はうわーーーー！　な、な、なんじゃこりゃー！」




　およそ妖精っぽくない、低い声色でのドスの利いた悲鳴だった。

　あまりにも酷ひどい悲鳴だったので思わず笑ってしまったけれど、これは良くないね。

　ピクシーに気づかれたせいで、焦った半魚人は獲物を得るべく一気に距離を詰めてきている。

　僕は水平に跳躍して、刀を抜いた。

　そして、一いつ閃せん。

　キラリと刀身が光り煌きらめき、ドサリと半魚人が崩れ落ちる。

　そのままの勢いで、地面を何度か蹴ってピクシーの眼前まで一気に詰め寄った。

「もう少し周囲には気をつけたほうがいいね……さもなければ、あんなことになる」

「あんなこと？」

　僕が指さす先。

　そこでは一刀両断され真っ二つになった半魚人が、湖から頭を出した巨大カエルに捕食される光景が広がっていた。

　長く伸びてきた舌が、半魚人の体を巻き取り、カエルの口内に飲み込まれていく。

　と、そこで空から……これまた巨大な怪鳥が現れた。

「グ、グエエエエエ！」

　怪鳥はカエルの頭を掴つかんで、バサリと飛ひ翔しようして浮き上がる。

　そして彼方かなたへと飛び去ろうとしたところで、森から人間のサイズくらいの大岩が飛んできた。

「グギョッ！」

　岩の直撃を受け、奇声を上げながら怪鳥はボトンと湖に落下した。

「次から次に……何なんだここはっ！」

　岩が飛んできた方を見ると、森の中から五メートルほどのサイズのゴーレムが現れた。

　左手に大岩を持っているので、怪鳥を殺したのはこいつで間違いないだろう。

「安心してくださいなんです！　アレは大丈夫なんです！　アレはスプリガンさんなのですー♪」

　ロードス島の宝を守ると言われる妖精……か。

　妖精つながりってことで、ピクシーの仲間なんだろうか？

「つまり、あれは君を守りに来たと？」

「そうなんです♪　アレは私たちみたいな益妖精の守護者なんですよ♪　つまりは害魔の天敵、天下無敵の頼れるお巡りさんなんですー♪」

　とりあえず安心しても良さそうなので、刀を鞘さやに納める。

　と、その時──僕は慌てて身をかがませた。

　次の瞬間には、スプリガンの投げた大岩が、ヒュオンと僕の頭のスレスレのところを通過した。

　そして、ザッパーンっと後方の湖で水柱があがる。

　まあ、避けてなかったら直撃コースだったね。と、僕はピクシーにジト目を向けた。

「全くもって安心できない感じみたいだけど？」

「え？　え？　おかしいんですよー！　あ、そうだ！　貴方あなたには妖精に対する害意がないってことを示してみるんです！」

　こう言われてしまえば、仕方がない。

　敵意がないことを示すために、スプリガンに向けて両手を挙げた。

「僕は敵じゃない、攻撃を止やめてほしい」

「そういうことなんですよー♪　スプリガンさんも勘違いはもうやめるのですー♪　このお兄さんは良い人なんですよー」

　スプリガンは体の動作を止め、その瞳の光だけが動き出した。

　どうやら、こちらを観察して様子を窺っているらしい。

「これでもう本当に大丈夫なんですよー♪」

　ニコニコ笑顔でピクシーが言うと、スプリガンは拳を大きく振りかぶった。

　案の定、そのまま僕に向けて拳が振り落とされてくる。

「ああ、もうダメなんです！　敵として認識されちゃってるみたいなんですっ！　今すぐ逃げるんです！　逃げ切れれば何とかなるんですよー！」

　ごめんね、という風に両手を合わせてピクシーは何度も何度も頭を下げてきた。

「コレって純粋な妖精じゃなくて、生命のないタイプの使い魔だよね？　壊しちゃっても大丈夫な奴やつなのかい？」

「え、壊す？　これはサーシャ様が作った上位守護者なんですよ？　悪い人間さんを捕まえたり、迷い込んだ魔物を退治したり……普通の人間さんじゃ壊すなんて……無理なんですって……えっ!?」

　相手は石の塊だ。

　魔法を載せていない刀では、効果が薄い。

　そう判断し、右みぎ掌てをスプリガンに向けて突き出した。

　とはいっても、ゴーレム系は基本的には魔法耐性が強いから……さて、どうしようか。

「ダメです！　戦っちゃダメです！　無理無理無理無理カタツムリですよーーー！」

　カタツムリ？

　気にはなったけど、戦闘の最中なので今は捨て置こう。

「レベル９：水龍リヴアイア斬鉄撃カツテイング」

　掌てのひらから放たれたのは、超高圧の水圧だ。

　現代の地球において、水圧でダイアモンドなんかも切断できるのは有名な話だね。

　しかし、スプリガンまで十メートルほどの距離がある。もちろん、切れ味は減衰するわけだ。

　けど、まあ、石程度ならどうにかなるだろう。

「……いや、ダメか」

　どうやら体表が魔法付与で強化されているみたいだ。

　近距離ならまだしも、遠距離の水圧攻撃になっているからな……水の圧力が弱まりすぎている。

　さて、ここで取りうる選択肢は二つ。近づいてから水刃を放つか、あるいは──

「これならどうだ！」

　水を放つと同時にピクシーの歓声が響き渡った。

「ば、ば、バラバラ事件発生なんですー!!　凄すごいのですよー！」

　言葉の通りに、ゴーレムは四肢を切断されてその場でバラバラになっている。

　まあ、僕がやったことは単純な話だ。体の節々、つまりは関節部分を狙ったってことだね。

「いやー、これは凄いのですよー。びっくりんごなのですー♪」

　びっくりんご……？

　ピクシーっていうのが、陽気でお気楽な種族ってのは知っている。

　けど、これは噂うわさよりも酷い感じなのかもしれないね。

　顔が美形で、ちっちゃい子供みたいな見た目だからギリギリ耐えられるけど、いくらなんでもオヤジギャグって……。

「さて、話を聞かせてもらおうかな。ここはどこ……いや、何なんだい？」

　僕の問いかけにピクシーは可愛かわいらしく「はてな？」と、小首を傾かしげた。

「ここですか？　ここは古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアなのですよー♪」

　この世界全体に漂う強いサーシャの気。

　そして、そこかしこから感じる幻魔の気配は……確実にあのデタラメ召喚魔法と関連するものだとは思っていた。

　でも、更に踏み込んで、この世界そのものが古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアときましたか。

　流石さすがにこれは想定外だ。と、僕は思わず息を呑のんでしまったのだった。




　　　　☆★☆★☆★




「サーシャ様の一番弟子のエフタル様とは知らなかったんですー♪　失礼な言葉遣いごめんなさいなんですー♪」

　いや、言葉遣いは一切変わってないけどね。

　まあ、それを指摘したら困らせてしまうだろうから、止めておこう。

「一つ聞きたいんだけど、君たちはここで生み出されたの？　それとも外の世界から来たの？」

「お外の世界のお花畑で歌って踊って回っていたら、サーシャ様に虫取り網で捕まえられたのですよー♪」

「なるほど、大体の事情は察したよ」

　しかし、気になるのは何な故ぜにピクシーは僕に「様」をつけるんだろうかということだね。

　あるいは、サーシャが僕と袂たもとを分けたことについては伝わっていないのか？

　それはさておき、さっき聞いたピクシーの話を総合してみよう。

　まず、この世界は冥府と現世の中間に位置しているらしい。

　つまり、ここはあの世でもこの世でもない中間地点、狭間はざまの世界ということになる。

　事実、浮遊島から下に落ちていけば、冥府へとつながっているらしい。

　そして、この空間はサーシャの精神世界を、魔術で実体化させたような場所らしい。

　と、いうのも境界の世界は、現世の理ことわりが届かぬことが多いんだ。

　そもそも、魔法の力とは思いの力を現実の自然現象に干渉させる術だしね。

　まあ、精神の力がここでは物質に作用しやすくなるという理屈だ。

　つまり、この場所にサーシャは持てる魔術の粋を集めて、自分の精神世界のようなものを投影したということになる。

　と、そんな感じで僕は納得することにしたんだけど、当然ながら思うことはいくらでもある。

　まず、精神世界を投影して実体を持たせるということ。その難易度の高さだ。

　現世ではさすがのサーシャも無理だと判断したとのことだけど、こんなのどんな状況でも普通はできない。

　更に、この中に現世の生物までをも飼っている。しかも、食物連鎖も含めて循環可能な生態系までもたせているんだ。

「しかし、まさか術式を成立させるためだけに……こんな箱庭を作るなんてね」

　けれど、これはある種、僕の中でずっと謎だった古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの術式を解き明かすのには都合が良い。

　常々疑問だったのが、幻魔という規格外の精神生命体を、どのようにして保存しているかということ。

　そして、どのようにして幻魔にエネルギーを供給していたかということだよね。

　幻魔といえば、上位精霊やら英霊、あるいは神の類の超常の存在のことである。

　恐らくは現代の地球が属する世界を含めての、集合的無意識による集合認知によって存在が形成されているシロモノだ。

　ハヌマーンやらセイテンタイセイ、あるいはナタやタイコウボウなんかの仙人、四聖獣なんかもそうだね。

　要は、人間が「かくあるべし」と空想した、思いの力が精神生命として具現化したものということになる。

　故に、どこにでもいてどこにもいない存在ともいえるわけだ。

　だけど、核と呼べるようなものも確かにあって、サーシャはそれをこの場所で保管しているということなんだね。

　そうして、管理・保管しているそれらを、いつでも現世に呼び出しその力を行使可能とした訳なんだ。

　それが、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアという稀き代たいの召喚術式となる。

「推論なんだけど、幻魔は人が信じる力を糧とする。つまりは、この世界にはかなりの人数の人間が住んでいるはずだよね？」

　古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアが扱う幻魔の数は膨大だ。

　例えば、僕がその存在維持のために魔力を食わせるのであれば、数時間で干からびるんじゃないかな。

　無論、サーシャでも絶対に養い切れないはずだ。

　なので、普通に考えれば別のところから存在維持の力を供給しているのは間違いない。

　幻魔が生まれた原因は人の空想の力なので、人間の生活の営みそのものが糧となるわけだ。

　それを、この世界で供給しているということだろう……恐らくね。

「人間の街は色んな浮遊島にありますですよー♪　みんな農業をやっていて、毎日お酒を飲んで楽しく暮らしているんですー♪　私たちは人間さんたちの日々の生活を助けているんですよー♪」

「人間の生活を助ける？」

「大地に祝福を施して豊作にしたり、お酒の妖精はお酒を美味おいしくしたり、食べ物の妖精は食べ物を腐りにくくしたりなんです♪」

　食べ物のことばっかりじゃないか。

　けど、まあ幸福に生きる上で食べ物は大事だよね。

「そんな感じで私たち下っ端の妖精は、サーシャ様の推奨する『産めや増やせや計画』のお手伝いをしている訳なのですよー」

「みんなが幸福に暮らしているならそれは良いことだね」

「でもでもー！　悪いことする人は監獄でお仕置きなんです！」

「監獄？」

「天空の監獄島というのがありますですよー♪　さっきのスプリガンさんみたいなのが大活躍なのですよー♪」

　話を聞く限り……どうにもここは何だか牧歌的な雰囲気のする世界のようだ。

　光景ものんびりとしているし、ピクシーも「のほほん」としているしね。

　と、なると、お仕置きって言っても、ゆるーい感じなんだろうと推測が立つ。

「ちなみにお仕置きというと？」

「鞭むち打うち、塩漬け、焼き印、水車、色々あるんですよー♪」

　意外にハードだった。

　サーシャが作った世界だから、それはさもありなん……といったところかな。

　あの人は厳しい時はとことんまで厳しいからね。

「それでそれでー、一番効くのは水滴の拷問刑らしいんですよー♪　動けないようにして何日も何週間も、同じ間隔で額に延々と水滴を垂らすのですよー♪」

「水滴が拷問になるのかい？」

「ゆっくりゆっくりと延々に水滴だけを垂らすとですねー♪　やがて人間さんは正気を失ってしまうらしいのですよー♪」

　少し想像してみると、確かにそれは、精神的に相当に恐ろしいであろうことは瞬時に分かった。

　っていうか、確か地球の近世の諜ちよう報ほう機関とかの拷問で、そのものズバリでそんなのがあったんじゃなかったっけかな。

　ともかく、やはりサーシャだ。容赦がない。

「目的はあくまでも矯正なのですよー♪　多少ハードでも死ななければそれは仕方のないことなのですよー♪　元々は現実世界の死刑囚を捕まえてきて、それを矯正するための施設という話ですしー♪」

「ともかく、君たち妖精が色々と人間に奉仕しているのは分かったよ」

　話を聞く限り、サーシャは割と真面目に統治制度を構築しているようだ。




　──精神の力。




　人の営みから発生するエネルギーを、幻魔に供給させる。

　そういう狙いがこの世界にはある訳だ。

　ある程度は人間が精神的に安定していないと、不都合が生じるのは想像に難くない。

　ま、元は死刑囚ということだから、完全な WIN-WIN の関係を構築しているという風にも見えるね。

「でも、さっきの魔物たちは？　術式の性質上、人間や君たちを害する存在をサーシャが許すとは思えない」

「そうなんです。ここ最近、この世界はおかしなことになってるですよ。あの日──赤い死神が空に舞った日……幻魔たちがいなくなって、代わりに冥府から入り込んでくる魔物が急増したのですー♪」

　そういえばサーシャは炎神皇クリフに幻魔が食われて、それを取り返すみたいなことを言っていたな。

　と、その時……僕の右手に淡い痺しびれが走った。

「痛っ！」

　次の瞬間、手の甲に数字が浮かび上がってきた。

　１６８：00：00と表記されたソレは次の瞬間には──




　──１６７：59：59




　──１６７：59：58




「これは……カウントダウン？」

　うーん……。これは一体どういうことなんだろうか。

　いや、これが何なのかは分かる。なんせ、僕はあの人の弟子だからね。

　だけど、何故にこの状況で……？　仕方がないので、僕はピクシーにこう尋ねてみた。

「妖精王オベロンの居場所は知っているかい？　僕の知る限りここでは一番サーシャに近い存在なんだけど……」

「知ってますけど、突然何を言い出すんですー？」

「ワケが分からないなら、分かる人と話をしないといけないだろうってことさ」

　そこで、僕は背後に強者の気配を感じた。

　抜刀し、ピクシーを掴つかんで前方に跳躍し、距離を取ったところで振り返る。

「呼ぶ必要はないよ」

「そう、呼ぶ必要はないのですわ」

　現れたのは双子のような顔の、派手な貴族服を来た二十代の男女だった。

　彫刻のように美しく、そしてどこか妖艶さも伴い……いや、それもそのはずだ。

　妖しい精と書いて、妖精。妖しい精の王と書いて、妖精王なのだからね。

「我が名はオベロン、妖精王……原初の幻魔」

「我が名はティターニア、妖精の女王……始まりの幻魔ですわ」

　久しぶりにその姿を見た。

　やっぱりサーシャはとんでもないのを飼っているね……と、僕は苦笑いをする。

　なんせこの二人は僕に気配を感づかれることなく、ここまで接近してきた。

　それも手を伸ばせば触れるような距離まで……ね。




　──二人を同時に相手して、勝てるだろうか？




　相手はフェンリルや青せい龍りゆうより、１ランクは高位の霊的存在なのは間違いない。

　伊達だてにサーシャ秘蔵の幻魔筆頭を名乗ってはおらず、その実力は折り紙付きであることを僕は知っている。

　身構える僕に、妖精王の夫妻はニコニコと笑いかけてきた。

　何らかの攻撃の術式構築の気配もない。少なくともすぐに攻撃したりする気はないようだ。

「僕たちの子供を助けてくれてありがとうエフタル。歓迎するよ」

「私たちの子供を助けてくれてありがとうエフタル。歓迎いたしますわ」

　礼だって？

　そのままの意味で、サーシャの下僕である二人が僕に礼？

　ピクシーも僕に様をつけて呼んできたし、やっぱり色々とおかしいな。

「で、どうして君たちは僕の出迎えを？　いや……何な故ぜ、君たちは炎神皇に何もされていないんだい？」

「原初に、妖精王ありき」

「原初に、妖精女王ありき」

「僕たちはこの世界の根幹、妖精王は豊ほう穣じようを司つかさどり」

「私たちはこの世界の根幹、妖精女王は水を司りますわ」

「この世界の維持システムそのものが僕たちであり」

「そして私たちそのものが維持システムなのでございますわ。私たちが消え去れば、この世界は自壊し成り立たない。それを炎神皇クリフは良く理解しています」

「炎神皇がサーシャを取り込んだのは、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアというシステムが欲しいからだ」

「あるいは、サーシャを介さずして独自に古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアというシステムを自己のものにしたいからでございますわ」

　そうして二人は口を揃そろえてこう断言した。

「故に、僕たちは害されることがない」

「然しかるに、私たちは不可侵なのです」

　アゴに手をやって、言わんとするところをしばし考える。

　そこで、僕はその事実に思い至り、クソっと舌打ちした。




　──この二人が不意に現れた瞬間に逃げの一手を取るべきだった。




　攻性の術式はいつでも使えるように既に組み上げている。

　けど……この数を相手にして足りるだろうか？

　少し前に、この世界の幻魔が炎神皇クリフによって壊滅的な被害を受けたのは間違いない。

　けれど、妖精王の二人はこうして難を逃れている。

　サーシャの言葉を借りるならば、炎神皇クリフに食われるものがいれば──食われないものもいた。

　そう、つまりは今、僕を完全包囲している十程度の幻魔は少なくとも生き残っていたってことだ。

「歓迎すると聞いたけど？　この数に包囲させるとは穏やかじゃないね」

　しかし、十以上に囲まれるまで僕が気づかない……だと？

　と、そこで僕は森の中のクラマテングの姿を確認して、再度の舌打ちをした。

　天てん狗ぐの隠かくれ蓑みのとは良く言ったものだ。間違いなく、アレは伝承通りに隠おん密みつの術に長たけているようだね。

「緊急事態だからね」

「はい、緊急事態ですわ」

　相手の正確な数と配置を確認しながら、僕は二人に尋ねかけた。

「単刀直入に聞きたい。何故、サーシャは僕をこの世界に取り込んだ？　いや……僕にここで何をさせようとしている？」

　本当に意図が分からない。

　向こうがその気になれば、僕は一斉砲撃で袋ふくろ叩だたきにされるだろう。が、今のところその様子はないし……。

　それに、さっき現れた手の甲のカウントダウン。

　これがあるから、僕はかなり油断してしまったというのもある。

　けど、はたして、僕を油断させるためだけにカウントダウンを示すなんてことをサーシャはするのだろうか？

　いや、それはない。アレの性格上、そういう回りくどいことはしないはずだ。

　と、そこで僕の問いかけに、笑顔を崩さずにオベロン夫妻は言った。

「監獄送りだね、エフタル」

「はい、監獄行きを考えていますわ」

　そう言うと、妖精の夫婦はやはりニコニコと笑っていたのだった。







サイド：マーリン




　王都議会場を吹き飛ばした事件の後、私は公爵屋敷に戻った。

　公爵家の面々も特に大事なく全員が無事だったし、アナスタシアたちにも特にさわりはない。

　国内のゴタゴタも終了し、そのまま推移すればこれにて一件落着となるはずだった。

　だが、そうはならなかった。

　異民族王の元に向かったエフタル様が、三日経たった今も戻らないのだ。

　あの方が異民族ごときに後れをとることは考えにくく、炎神皇クリフが関与している可能性が極めて高い。

　そう判断した私は、記憶と公爵家の資料室を頼りに、彼に関する今までの資料をまとめる作業に没頭したわけだ。




・帝国暦五百八十二年：二十八歳にして魔王討伐、四皇の称号を授かる。

・帝国暦六百十五年：マギアバースト勃発。氷神皇アイザツク没。

・帝国暦六百七十二年：ミレーン高原の悪夢。高原が大火に包まれ十万人の死者が出る。

・帝国暦六百七十二年：火傷やけどの重傷者を瞬く間に癒いやして回る聖者が現れる。

・帝国暦七百十二年：都市国家マタリトが一夜にして滅亡。皆殺しにされていたため詳細は不明。

・帝国暦七百十三年：都市国家マタリトの復興支援に、匿名の富豪から多額の資金援助が行われる。

・以降、五十年周期で大破壊と復興支援が繰り返される。




　破壊と救済に関して共通する目撃情報は、赤髪の少年となる。

　間違いなく炎神皇クリフの仕業なのだが、自らが滅ぼそうとした相手に対して……何故に救済を行うのだろうか？

　初代氷神皇アイザツクを殺害した理由も、現在の魔法弱体化の原因であるマギアバーストを発生させた理由も、その目的が何から何まで分からない。

　行動に一貫性がないというか、行き当たりばったりにすら見えるというか……。




　──悪鬼羅刹か、救いの神み子こか。




　本当に一体全体……炎神皇クリフは、何を考えているのだろうか。

　と、頭を抱えていたところで、スヴェトラーナがやってきたと屋敷の使用人が知らせてくれた。

　スヴェトラーナについては、あの後に王都から一旦、龍りゆうの宝物庫に戻る予定になっていた。

　が、公爵屋敷にエフタル様が戻らないことから、私が急きゆう遽きよ呼び寄せた次第だ。

「で、どういうことなのマーリンちゃん？」

「どうもこうもあるか、早馬に持たせた書状の通り、エフタル様が戻らないのだ」

「戻らないって……どういうことなのよ!?　あの方に限って異民族程度に後れを取るはずがないわ！」

「少し落ち着けスヴェトラーナ。叫びたいのは私も同じだ」

　テーブルを挟んで、ソファーに座ってスヴェトラーナと向かい合う形となる。

　しばしの沈黙の後、応接用にとメイドが用意してくれた紅茶にどちらともなく口をつける。

「良い茶葉ね、マーリンちゃん」

「ああ、茶器も華美ではないが……品がある。オルコット公爵は良い趣味をしているようだな」

　茶器を眺めていると、質実剛健という言葉が頭の中に浮かぶ。

　そういえば屋敷の中の調度品も、見た目よりも実用性に重きを置かれていた。

　現オルコット公爵とはウマが合いそうだな……と口元が少し緩んだ。

　と、紅茶の香りで多少は落ち着いたのか、スヴェトラーナは神妙な面持ちでこう尋ねてきた。

「それで戻らないって……状況は？」

「モーリア元騎士団長が自ら早馬を飛ばし、異民族の本拠地の様子を窺うかがってきたのだ。が……、イージスの戦乙女の亡なき骸がらと壊滅状態となっていた異民族王のアジトが発見されただけだった」

「うん。それで？」

「アジトはアリの巣のように複雑に広がった山中の洞穴だったらしい。未いまだ異民族の残党が潜んでいる可能性もあることから、深入りはせずに帰還した。まあ、深入りはするなと口を酸っぱくして私が言ったのもあるだろうがな」

「つまり、あの近辺でエフタルちゃんが想定外の何かに巻き込まれたってことよね？」

「エフタル様を『ちゃん付け』するなと、何度言わせる気だ貴様は」

「そういえばエフタルちゃんもそんなこと言ってたわね。じゃあ、やっぱり後輩クンで手を打ってあげるわ」

　やはり、こいつと話をしていると頭が痛くなってくる。

　私の場合、エフタル様に対する感情は主に敬愛の方向なのだが、スヴェトラーナは違う。

　子供の時の約束を真に受けて、本当に嫁気取りでいるものだから……あくまで対等な夫婦として考えているフシがある。

　しかし、マリアもそうだが、エフタル様は少し弟子たちに甘すぎるのではないか。

　そう思わないでもない。

　いや、良く考えれば奥方様──ブリジット様には普段は尻に敷かれていたか。

　そう考えると、昔からあの方は女に弱いのかもしれない。

「で、どうして貴女あなたはこんなところでのんびりとしているのかしら？　後輩クンが何かしらトラブってるのは間違いないのよ？」

「確率を高めるために待っていた。私が不用意に動けば、ミイラ取りになるだけの可能性が極めて高いからな」

　と、私とスヴェトラーナは同時に立ち上がり、互いにコキコキと拳を鳴らした。

「マーリンちゃんには珍しく……お姉さんを待っていたのは英断よ。後輩クンが対処できてない以上、絶対に貴女一人では対処できない。お姉さんの力は必須だろうと思うから」

「あるいは、サーシャ様の力といったところだろうな」

　コクリと互いに頷うなずきあう。

　部屋の隅に用意していた携帯食と水の詰まった背はい嚢のうを、スヴェトラーナに投げてやった。

「ともかく、現地調査だ」

「ええ、それしかないでしょうね」

　そのまま私たちは屋敷の玄関に向かうべく、一直線に歩き始める。

「正確な距離は分かっているの？」

「早馬なら片道四時間。飛ひ翔しよう魔法なら一時間というところだろう」

「何が起きるか分からないわ。事前に魔力消耗は避けたほうが良いわね」

「と、なると手段はやはり馬か……」

　そして中庭に出て、馬小屋の方向に歩き始めたところでスヴェトラーナはクスクスと笑った。

「ねえマーリンちゃん？　本当に馬で行く気だったの？」

　との言葉と同時、スヴェトラーナは龍化した。

　公爵家の広大な庭が小さく見えるほどの、翠すい銀ぎん色に煌きらめく巨大な体たい躯くだ。

　知っている私が見ても美しいと、感嘆の溜ため息いきが出る。

　その雄大にして悠然とした佇たたずまいは壮観たるものだ。

　エメラルドドラゴンとは良く言ったもので、宝石と形容されるその姿は見る者全てに、有無を言わせずに畏怖と戦慄と感動を与える。

「普段であれば、そうしていたかもしれんな」

「本当に、私にお願い事するのが嫌いなのね貴女は」

「だが、時は危急だ。貴様が自主的にそうしなかったら、頭を下げる覚悟もあったさ」

「あら、馬小屋に歩き始めようとしていたのに？」

「すぐに貴様から折れてくることは分かっていたからな……何年の付き合いだと思っている」

　その言葉でお互いにクスっと笑い、吹き出してしまった。

「マーリンちゃん。でも、今回ばかりは互いにいがみあって、足を引っ張るそういうノリは良くないと思うの」

「ああ、私と貴様……普段の因縁は今回に限ってはおいておこう」

「敵は炎神皇クリフで、サーシャ様も行方不明って話でしょう？」

「そうだ。他に何があってもエフタル様に限って万一のことはありえん。が……今回の相手は炎神皇クリフだからな」

「私は初代の四皇やサーシャ様に対抗できる力を持っていると自負しているけれど、貴女は違う。陣営としての質が劣っている可能性がある以上、互いに協力しないとね。それがちゃんと分かってるなら……急ぎましょうか」

「龍族の魔法に頼らぬ力を、今ほど羨ましいと思ったことはない。私もマギアバーストにさえ巻き込まれなければ初代四皇の……天上の領域の世界にも、どうにか食らいついていくことができたのかもしれんのだから」

　と、その時、屋敷の玄関から声が聞こえた。

　見ると、オルコット公爵が青い顔でこちらに向けて走ってきているところだった。

「お、お待ちください御お二ふた方かた！」

「あら、どうしたのフレイザーちゃん？」

「王都から……御二方に対する出頭命令が出ています」

　言葉を受けて、私とスヴェトラーナは「出頭命令？」と互いに目を見合わせる。

　そして、すぐに二人して鼻で笑ってしまった。

「お姉さんたちに出頭命令？　ねえ、フレイザーちゃん？　出頭命令を出した人間がたとえ王族でも、もう全部牢ろう屋や行きで良いわ。あそこまでこっぴどくやっても分からないのなら、もう酷ひどい目にあってもらうくらいしか処置がないもの」

　同感だ。

　しかし、スヴェトラーナの言葉を聞いても、オルコット公爵の表情は硬いままだ。

「それがですね……状況がおかしいのです。出頭の理由についても前回の貴族議会への強襲の件ではありません」

「ふむ？」と小首を傾かしげると、オルコット公爵は私たちの出頭命令書……正確に言うとその文末の署名を見せてきた。

　そして、そこに書かれている名前を見て私たちは絶句した。

「嘘うそでしょっ!?」

「馬鹿な……いや、それはありえんっ！」

　スヴェトラーナと私が狼ろう狽ばいするのも無理はない。

　そう、出頭命令書には連名で二人の名前が書かれていたのだ。それはつまりは──




　──炎神皇クリフと、不死皇サーシャ……と。




　　　　☆★☆★☆★




　初しよっ端ぱなからド肝を抜かれた。

　王宮の周囲の堀に架けられた橋。

　そこでは、私たちを出迎えるべく橋の両サイドに数十人の騎士たちが整列していた。

　と、まあそこまでは普通のことで、特に驚く内容ではない。

　私個人に対しても、スヴェトラーナ個人に対しても、あるいはオルコット公爵の爵位に対しても。

　それぞれがそれぞれで重い立場だし、そういう大おお袈げ裟さな出迎えの待遇は珍しいことではないからな。

　しかし、整列している騎士たちが、よくよく見るとアンデッド──屍しかばね騎き士しだったのだ。

　そこで、いよいよただ事ではないという空気になった。

　具体的には、私とスヴェトラーナは目を見開き、オルコット公爵の顔が引きつったという次第になるわけだ。

　それから、王宮に招き入れられることになった。

　そして、目を覆う光景の連続を目の当たりにすることになる。

　玄関を潜くぐり、玉座の間へと続く赤絨じゆう毯たんを一直線に歩いて進むことになったのだが──

　そこかしこで警備にあたっているのは、アンデッドの重武装歩兵だった。

　ご丁寧なことに、城で働くメイドまでもが屍し鬼き──ナイトメア種というような有様だった。

「これは……どういうことだスヴェトラーナ？」

「そんなの私に聞かないでよ」

　王宮内を、アンデッドが我が物顔で闊かつ歩ぽする異様な状態だ。無論、王族や関係者はただでは済んでいまい。

　そうして、ヘルナイトや……あるいはコープスナイトのすえた臭いにえずきそうになりながら、赤絨毯の上をただただ進んでいく。

　と、しばらく歩いて、ようやく私たちは長い長い廊下を抜けることになった。

　すると、玉座の間へと続く金銀で彩られた扉が、私たちの前に立ちはだかった。




　──はたして、鬼が出るか蛇が出るか。




　そんなことを思い扉を開く。

　すると、一直線に延びる赤絨毯は変わらず続き、その先に階段状に五つの段が見えた。

　当然のことながら、その上にあるのは玉座だ。

　ただし、玉座に鎮座すべき主あるじはやはり不在のようだ。

　玉座の傍らには胡坐あぐらをかいて座っている──赤髪の少年の姿があった。

　そして、少年の横には、銀色の髪のゴスロリ風の服装の少女……いや、老人の姿もある。

　と、サーシャ様の姿を確認したところで、私とスヴェトラーナは、何故にエフタル様が消えたのか、その理由の一端を察して唇を噛かみしめる。

「王宮のこの有様……これは一体何のご冗談でしょうかサーシャ様？　それに出頭命令書にあった初代炎神皇……偽名を騙かたるとは趣味が悪い」

「うぬ？　マーリンよ、お主は初代の炎神皇とは面識はなかったのか？」

　事情を察していない風を装い、皮肉を利かせて言ったつもりだった。

　が、悪びれることもなく真顔で返されてしまった……これはいよいよ不味まずいな。

「貴方あなたがイタズラ好きなのは存じていますが、今回は少しばかり度が過ぎているかと。武装アンデッドによる王宮の占拠とは……」

「まあ、仕方ないのじゃよ」

「仕方ない？」

「我としても人死には好かんからの……これでも我は止めておるのじゃぞ？　可能な限りは……な」

　困ったものだとばかりにサーシャ様は肩をすくめる。

　そして、傍らでつまらなそうに欠伸あくびをしている少年に視線を送った。

「えーっと、君はエフタルの弟子のマーリンとスヴェトラーナで良いのかな？　まあ、龍りゆうのお姫様のほうは弟子と言って良いかは疑問が残るところだけれどもさ」

　と、そこで、私とスヴェトラーナは危険を察知し、オルコット公爵を抱えて同時に後方へ飛んだ。

「うん、勘が良い。師としてのエフタルは優秀だったようだね」

「奴やつは魔術よりもケンカのやり方ばかり教えておるからの。こういうのは得意じゃろ」

　満足げに二人は笑うが、たまったものではないと私とスヴェトラーナは涙目になった。

「何が……起きているのだ？」

　気が付けば──。

　さっきまで私たちが立っていた場所のすぐ先に、一人の男が立っていたのだ。

　その姿は、私もスヴェトラーナも知っている。共に幼少期に世話になり、見知った顔だった。

　つまりは、そこに音もなく突然に現れたのは、私たちの敬愛する──




　──初代氷神皇だ。




「まあ、こういう風にだ。冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスに関わる一連のお話は、とどのつまりはここに行きつく訳だね」

「この方は本物なのか？　何が……何が起きているのだ？」

「簡単な話だよ。僕は氷神皇アイザツクの遺体は氷漬けにして保管していたからね。まあ、文字通りに氷神皇だけに……ってことさ」

　何がおかしいのか、炎神皇クリフはクスクスと笑い始めた。

「すまんのマーリン。我は止めたのじゃが、どうしても必要じゃと小こ童わつぱが……宝珠を使い、屍し霊れい術じゆつで氷神皇アイザツクをアンデッドとして復活させてしまったのじゃよ」

「と、いうことで氷神皇アイザツク。お願いするよ」

　私とスヴェトラーナに向けて、氷神皇アイザツクからレベル９相当の水魔法が飛んできた。

　これは……水圧による刃の魔法だな。

　まともに食らえば、重じゆう鎧がいを着こんでいても一撃で胴体を真っ二つにされてしまうだろう。

「レベル７：絶対パーフエク堅牢トウオール！」

　私の防御魔法は、瞬く間に氷神皇アイザツクの水刃に貫かれた。

　が、若干だけ水圧は弱まった風に感じられる。

　と、更に私は同時に組んでいた次弾の防御術式を作動させる。

「もう一つ──レベル７：絶対パーフエク堅牢トウオール！」

　先ほどより少しは防御壁は保もった。

　が、それでもバターに熱したナイフを入れるがごとくにヌルリと突破されそうになる。

「龍帝銀闘気ドラグズフイールド」

　スヴェトラーナが構築した防御壁。

　龍独自の闘気で私の防御壁が補強される。

　そこでようやく水の刃は攻撃機能を失い、四方に飛散した。

　と、そこで私は──いつの間にか嫌な汗で、背中がグッショリとしていることに気が付いた。

「間違いなく氷神皇アイザツク様だ。アンデッド化で魔力は劣化しているが、この術式の完成度……他の誰かが真似まねできるものではない」

「そりゃあ本物だからね」

「しかし炎神皇クリフ、何故に私たちに攻撃を仕掛けた？」

「怪け我がをさせるつもりはなかったよ。今の時代の魔術師──最高峰に座する君たちがどれほどできるか、少しだけ興味があってね」

「興味があった……だと？」

「怪我でもしていたらお引き取りを願っていたよ。ともかく……合格だ。でも、それが君たちにとって幸か不幸かは知らないがね」

　合格……？

　と、私は怪け訝げんに眉をひそめる。

「王宮の占拠、アンデッドの兵士、そしてエフタル様の失踪。炎神皇クリフ……貴様は何を狙っているのだ？」

　言葉に頷うなずき、真まっ直すぐな視線で炎神皇クリフはこちらの瞳を射抜いてきた。

「単刀直入に言おう──僕の軍門に降くだってくれないかい？」

「軍門に降れ……だと？　貴様に降ったとして、私の利はどこにある？」

「まず、エフタルはこちらの手の内にある。サーシャの作り上げたオトギの世界に幽閉していて……いずれ屍しかばねとなり、エフタルもまた僕の傀かい儡らいになる予定ということだね」

「なん……だ……と？」

「言うことを聞いてくれたら、彼が自然死するまでは身柄と命は保障しよう。さしずめ、君は彼を守る騎士というところかな。場合によってはエフタルに会わせる程度のことならしてあげても良い」

　エフタル様が、どこに囚とらわれているかは分からない。

　が、この口ぶりからすると生殺与奪の権利は炎神皇クリフにあるようだ。

「まあ、僕としては少し使える手駒を増やす程度の話だ。さあ、どうするね……今世における稀き代たいの魔術師さんたち？」

「貴様は初代氷神皇を操るほどの術者だろう。使える者が欲しければ、世界中の実力者の墓を暴いて手駒にでもすれば良いのではないか？　それに転生者スキルなるものを扱う集団も手駒として持っているはずだ」

「ああ、そのことね。実は僕は一杯一杯なんだよ」

「一杯一杯？」

「僕が洗脳を得意としていることは知っての通りだ。だけど、常時複数展開で、色んな場所にいる人間の頭の中身を監視して操るってのは、さすがの僕でも骨が折れる」

　まあ、それはそうだな。

　ある程度の規模でそれが達成できているであろうこと自体が、常識外れの事態ではある。

「それに君たちのレベルの魔術師を洗脳できるとも思わないし、仮にできてもリソースが食われすぎる。本当に色んなことに手を出しているからね……こんな具合にさ」

　炎神皇クリフはパチンと指を鳴らした。

　すると、先ほどと同じく、私たちの眼前に突然に四人の人間──否いや、アンデッドが現れた。

　こちらについては氷神皇アイザツクとは違い、肉を失った骸骨の状態だが……明らかに強者の気配を感じる。

　黒のローブを身にまとった骸骨。

　上位アンデッド──リッチという言葉が頭をよぎるが、漂う雰囲気はそんな生易しいものではない。

「二代目の四皇だよ。ぶっちゃけたところ、この四人と氷神皇アイザツクを制御するだけで僕は手一杯なんだ」

　思わず、私の肺はい腑ふから乾いた笑いが漏れた。

　初代氷神皇に続いて二代目の四皇……だと？

　スヴェトラーナと私は顔を見合わせ、同時にお手上げだとばかりに肩をすくめた。

　エフタル様がいない状態で……これをどうこうできるとは思えない。

「何が目的かは分からんが、エフタル様を害した貴様に、私が何かしらの協力をするとでも本気で思っているのか？」

「可能性は、五分五分といったところかな」

「五分五分？　そのようなことは断じてありえん」

「オルコット公爵領。エフタルの今生での家族、それに済なし崩くずし的に弟子が増え、所帯も大きくなっているね。昔、直接僕と面識の無かった君は知らないかもしれないが──」

　ゾクリ、と背筋まで凍るような表情で炎神皇クリフは言葉を続けた。




「──僕は手段を選ばない」




「初代炎神皇ともあろうものが、婦女子を人質にとって恫どう喝かつとは……落ちたものだな」

「何とでも言うが良い。ただ、僕は良くも悪くも言葉に責任はもつよ。やると言ったら必ずやるし、やらないと言ったらやらないさ」

　と、そこで今まで黙っていたスヴェトラーナが口を開いた。

「ちょっと貴方？　初代炎神皇だか何だか知らないけど──誰に断ってマーリンちゃんに舐なめた口をきいているのよ？」

「ん？　どういうことだい？」

「知らないようだから教えてあげる。私の家族に舐めた口をきいて良いのは……エフタルちゃんと私だけなのよ」

　深い溜ため息いきが出てしまった。

　だから……私はスヴェトラーナが苦手なのだ。

　この女は嫌いや味みなく、本心でそう思い、そしてこういうことを口に出してしまうのだ。

「スヴェトラーナ、止やめておけ」

「玉砕は上等よ。代わりに腕の一本でも持っていければ問題ないわ」

　育ての親が親なら、子も子だなと思う。

　そして、私の育ての親もこいつと一緒なのだ。

　昔からそうなのだが、スヴェトラーナと一緒にいると、私は最後には必ず乗せられてしまう。

　多少は私の方が冷静なのは間違いない。が、幼少期の性格形成における、根っこのところは……実のところ全く同じだからな。

　と、まあ一触即発の状況なのは向こうも重々承知のようだ。

　炎神皇クリフ、氷神皇アイザツク、そして二代目の四皇が魔力錬成と術式の構築を始めた。

　無論、私も同様に戦闘準備を整えているが、やはり勝てる気がしない。

　だが、スヴェトラーナと共に散るならば……それも潔しと思う自分も、確かにここにいる。

　そうして両陣営が睨にらみあっているその時、サーシャ様が大声で叫んだ。

「双方止めんか！　痴しれ者ものどもがっ！」

　あちらとこちらの中間地点に、サーシャ様が作ったと思おぼしき防御結界が出現する。

　すると、少し驚いた表情を作った炎神皇クリフはサーシャ様に語り掛けた。

「何故止めるんだ？　君はこういうドンパチは大好物じゃないのかい？」

「一体全体、我のことを何じゃと思うておる……無駄な人死には好かんよ。それにマーリン、スヴェトラーナ……お主らも少し頭を冷やせ。一応は孫弟子じゃ、最大限にお主らの事情は考慮してやろう」

　何を言っているのだこの裏切者がと、サーシャ様を睨みつける。

　が、そんな私の視線を受け、サーシャ様はほんの一瞬だけ片目を閉じた。

　ん？　これは……ウインクをしたのか？　この状況で？

「ともかく、話だけでもきちんと聞け。まだ、ろくすっぽ何も聞いてなかろう？」

　言うと同時に左手の指で、サーシャ様は自身の右手の甲をトンと一回叩たたいた。

　これは……何かを伝えようとしているのか？

　炎神皇クリフに気取られないように、私はそれとなく自分の手の甲を見て……緩みそうになる口元を手で隠した。




　──カウントダウンが始まっている。なるほど……そういうことか。




　これは、サーシャ一門に伝わる狼煙のろしだ。

　必然、エフタル一門である私にも、この合図の意味は良く分かっている。

　つまるところ、これが意味するところは──カウントゼロと同時、一門全員で敵本拠地に殴り込みをかけるという狼煙の合図だ。

　エフタル様が弟子としてサーシャ様と過ごしていた時、毎月のようにカウントダウンが行われていたと……そういう風に聞いている。

「分かった炎神皇クリフ。話だけならきちんと聞いてやろう」

「良かったよマーリン。君がエフタルなら、サーシャの言葉なんか聞かずに今頃はドンパチが始まっている。やはり君とは話し合いの余地がありそうだね」

「勘違いするな、あくまでも話を聞くだけだ。その前に一つ問いたい」

「何でも聞いて良いよ。君を口説くためなら、ある程度の時間を消費しても構わないと考えているから」

「そうまでして戦力を求めてどうするつもりだ？　貴様の望みは何だ？　世界制覇でもするつもりなのか？」

「世界制覇？　そんな小さなことには興味がないよ。ただ、あの子を守るためには、この程度の抑止力は最低限必要というだけなんだ」

「あの子？」

「本来であれば、僕とエフタルは志を同じくして、道を共に歩めるはずなんだ。けれど、目指すゴールは一緒でも……事情を話したとして、エフタルは僕の手段に間違いなく同意しない」

「何を言っている、炎神皇クリフ」

「僕は妹を守り、エフタルは……妻を守る。志は間違いなく同じなのに……因果なものだね」

「妻？　妹？　まさか……」

　炎神皇クリフは憂鬱な表情で天井を見上げ、そして溜ため息いき混じりにこう言った。

「そう、僕の妹であり、エフタルの妻である──ブリジットだ」
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「監獄行き……だって？」

「エフタル、カウントダウンの意味するところを考えてみようか」

「はい、そのカウントダウンの意味するところを考えてくださいませ」

　手の甲に視線を送ると、今も変わらず数字は減算されていっている。

　と、いうか、既に大体の察しはついているんだけどね。

「このカウントダウンは、サーシャ一門にしか見えない術式だよね」

「そうだエフタル。サーシャの操る幻魔も含め、それは僕たちにしか見えないものだよね」

「はい、エフタル。私たちにしか見えない狼煙なのです」

　このカウントダウンは、サーシャの一門では組織的な戦闘をする時に使われるものだ。

　一番多いのは、敵対する勢力の本拠地に殴り込みをかける時かな。

　要は、示し合わせて、同じタイミングで同時多発的に一斉に攻撃をするための合図ってことだね。

　昔、サーシャが今よりもヤンチャだった頃に、良く使われていた術式だ。

　つまりは、この場合は……炎神皇クリフを袋叩きにするから各自準備を整えろということを意味する。

「で、サーシャは何をやるつもりなんだい？」

「そうだねエフタル。それは話せば長くなるよ」

「はい、エフタル。話せば……それはそれは長くなるのですわ」

「多少長くなっても良い、詳しく聞かせてもらえないかな？」

　オベロンはパチリと指を鳴らした。

　すると森の奥から現れたのは、周囲を飛び交う淡い光の筋だった。

　それは、手に手に花の蜜や木き苺いちごなどを抱えているピクシーだ。

　次に、どこから現れたのか、使い魔と思わしきゴーレムが出てきた。

　そうしてやはりどこから持ってきたのか、テーブルやクロスで彼らは何かの準備を始めた。

　はてさて、何事かと思っていると、ピクシーがお湯を沸かして、すぐに茶葉の開く香りが周囲に漂い始める。

「お茶会だ。エフタル」

「ええ、お茶会をしましょうエフタル」




　　　　☆★☆★☆★




　お茶を飲みながら、聞かされた話を要約するとこんな感じだった。




・元々いた幻魔の総数は百二十一。

・炎神皇クリフとの戦いで倒された幻魔の数は総数八十八。

・残りの幻魔三十三はこの地に残った。

・ただし、今も普通に動ける者は二十二。

・残りの十一の幻魔は炎神皇クリフに弱体化の封印を施され、天空の監獄島に収容されている。




　ちなみに、彼らは僕がここに取り込まれた顛てん末まつを知らなかった。

　炎神皇クリフとの先日の直接対決を伝えると、相当に驚いた様子だったんだよね……。と、まあ、それはさておき。

「……結局のところ、戦力は最盛期の六分の一ってところだね」

「そうだねエフタル。それが今、自由に動ける最大の数となる」

「そうなのですエフタル。生き残った同胞の三分の一が監獄島に捕らえられているのですわ」

「僕に監獄に行って仲間の解放をしてほしいっていう、そういう理解で良いのかな？」

「そういうことだエフタル。全て解放したとして、数の上では四分の一だけど、生き残った同胞は全てが猛者中の猛者となるわけだ」

「ええ、つまりはそういうことなのですエフタル。数の上での減少ほどには実際の戦力は下がっておらず、最盛期の半分というところでしょうか」

　ハーブティーを一口飲む。

　花が咲き乱れる湖畔のほとりで、こんなに美味おいしいお茶を飲むっていうのは中々にオツなものだ。

　状況がこうじゃなければ、本当に心安らぐ感じだったんだろうけど……。

「それでは急ごうかエフタル。時は金なりという言葉もあるしね」

「ええ、急ぎましょうエフタル。監獄に送るのに裁判は必要ありませんわ。治安維持──刑罰は統治者の専任事項ですので、今すぐにでも出発は可能なのです」

「ん？　ここの支配者は炎神皇なんだろう？　人間を養うため……いや、この世界の維持のために豊ほう穣じようやらで協力させる話は分かるけど、そんなことまで君たちに一任されているのかい？」

「そうだよエフタル。さっきも言ったけど炎神皇クリフは極力こちらに自治を任せようとしているんだ」

「そうなのですエフタル。炎神皇クリフの脳内魔術回路は他にリソースを割いているのです。つまり、ここにはあまり手を回せないようなのですわ。幻魔の幽閉には直接自身の使い魔などを使っているようですけれどね」

　まあ、そりゃそうか。

　僕が知っているだけでも、炎神皇クリフは手を広げ過ぎている風に思える。

　例えば彼は、女神からの転生スキルを所持する超越者たちの洗脳と監視・管理をしている。

　それは考えるだけでも途方もない魔術行使だ。

　当然、常に何らかの術がいくつもいくつも発動している訳だ。

　脳内魔術回路はオーバーヒート寸前で、一時も心が休まることはないだろう。

「でも、監獄に行くとしても僕が行ったら大変なことになるんじゃないの？　炎神皇は僕を相当に警戒しているだろうしね」

「それは大丈夫だエフタル。君はまだマークされていないのだから」

「はい、エフタル。貴方あなたが来たことはまだ認識すらされていないのですわ」

　ん？　と、僕は小首を傾かしげる。

「……それは一体どういうこと？」

「それはねエフタル。僕たちは現在、炎神皇クリフの作った結界で外界から遮断されているということだよ」

「そうなのですエフタル。私たちは隔離されているのです。中の状況は外からは分かりませんし、外の状況を知る術すべもありませんわ」

「つまるところ、この世界はクローズドなんだよ」

「つまりは、閉ざされし世界の完成。外へ出ることを結界で封じられている関係上、サーシャは古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアを使えない状況に陥っているのですわ」

「炎神皇クリフの作製した次元結界は一方通行なんだよ。外からは中に入れるけど、中から外には出られないってことだね」

「そして新月になる都度、結界が緩まり外界との接触が行われるのです。その時に炎神皇クリフがこの地を訪れ情報の交換が行われ、必要があれば使い魔を新たに送り込んできたりするのですわ」

　さて、話がややこしくなってきたな。

　この二人は特徴的な喋しやべり方かたをするので分かりづらいのもあるんだろうけど……少し整理しよう。

　まず炎神皇クリフは古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアという術式を手に入れたい。

　それは直接的に自分のものにする、あるいはサーシャを通じて間接的に手に入れたい訳だね。

　だけど炎神皇クリフは今、他のことで手一杯となっている。

　その関係上、サーシャを配下に置くことで、間接的にその力を行使するほうが炎神皇クリフにとってはベターだろう。

　将来的に自分で直接術式を……つまりはこの世界を奪い取るという風に舵かじを切るにしても、極力自分の負担にはしたくないはずだ。

　だから、基本的にはサーシャの作り上げた術式の自律維持システムに任せるがままにすることにしている。

　まあ、とにもかくにも無駄なリソースは割かない方針ってことだね。

　でも、幻魔を外に召喚させるための通路を結界で防いでいる。

　だから、外と連絡が取れないって話なんだけど、ここがちょっとおかしいね。

　まあ分からないことは、素直に聞いてみるのが一番良いだろう。

「えーっと……どうしてサーシャが古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアを使用不可な状況になっているんだい？　炎神皇は召喚術を利用したいわけなのに、使えない状況にするなんてさ」

「考えれば分かるだろうエフタル」

「ええ、すぐに分かりますよエフタル。サーシャはまだ信用されていないのです」

　なるほど。

　保有する幻魔の数が減ったとはいえ、それでもレベル11は伊達だてじゃない。

　確かに、軍門に降くだって日が浅いサーシャを、そんな物騒なシロモノを自由に使える状態にさせておくのは問題だよね。

　それと、情報交換とか、炎神皇クリフの使い魔や結界の話もちょっとややこしいかな。

　要はＷＥＢサイトの更新メンテナンスみたいなものと考えると、理解が早いんだろう。

　他にリソースを割かないといけないから、定期更新の際に炎神皇クリフが問題を一回でまとめてフィードバックして、アップデートを行う……と。

「ちなみに、僕が監獄島で何かをやらかした場合、ご本人からの介入は？」

「そうだねエフタル。大おお袈げ裟さな事態になれば炎神皇クリフには伝わると思うよ。我々には方法はないが、向こうには何かしらあるとは思う」

「そうですねエフタル。基本的にはリソースの節約のために相互のやり取りを省いている訳です。しかし、リソースを割かざるを得なくなれば、注力してくるでしょう」

　不具合が見つかれば緊急メンテナンスが入る……と、そういうことか。

　と、なると、幻魔解放と脱出決行のギリギリまでは、隠おん密みつ作戦でというオーダーってことだよね。

　良し、ようやくサーシャが僕に何をさせたいかが分かってきた。

　恐らく、手はずとしてはこんな感じのはずだ。




・まず、僕が幻魔を解放する。

・同時に、外の世界への幻魔の召喚を阻害している炎神皇クリフの結界を破壊する。

・カウントゼロになった瞬間に、外でサーシャが一斉攻撃の殴り込みのために召喚術式を発動させる。

・そこで幻魔を引き連れた僕も一緒に外に出ることになる。そして、それが炎神皇クリフに対する初撃になる。

・全員で雪崩を打って突撃して、そのままの勢いで決着をつける。




　ま、サーシャのプランとしてはこんな感じってとこだろう。

「急いだほうが良いエフタル。今……天空の監獄島は不味まずいことになっているからね」

「はい、そうですエフタル。原初の幻魔……元監獄長のバステトからの報告によると、日に日に監獄内の警備は厳重になっていると聞きますわ」

　その言葉で、僕は思わずティターニアに向けて身を乗り出してしまった。

「今……何て言った？　元監獄長は誰だって？」

　ティターニアに尋ねると、小首を傾げて彼女はこう言った。

「元監獄長：神猫バステト。猫族は周囲の警戒察知能力に長たけておりますので適任ですわ」




　──バステト。




　それは、元々前世の僕の屋敷で、使い魔兼メイドとして家族同然に暮らしていた幻魔だ。

　僕が不治の病に侵されると同時、サーシャに託すことになったんだけど……。

　だけど……今はそういうことになっていたのか。

「しかし、《元》監獄長というのはどういうことなんだい？」

「そのことだけどねエフタル。他の幻魔たちが幽閉されているのは……バステトが彼らを率いて反乱を企てたということが一番の理由になるんだよ」

「……なんだって？」

「はいエフタル。首謀者のバステトは反乱に失敗し、公開処刑の日時が迫っているのです。その期日は一週間後となります」

　一週間……。

　そして僕は立ち上がり、腰の刀をポンと叩たたいた。

「ああ、君たちの言う通りに急ごう。懐かしい顔に会えなくなるのは……気分の良いものじゃないからね」

「快諾に感謝するよエフタル。中に行けば協力者が接触してくるはずだ」

「はい。快諾に感謝しますよエフタル。幻魔の解放をお願いしますわ」

　と、そこでオベロンが掌てのひらを叩くと、ピクシーが三人がかりで小袋を運んできた。

　そのまま袋が渡されたので、中を確認してみる。

「これは……？」

　金属製の筒だった。

　魔導具のようで、組まれている魔術式を分析してみる……で、すぐにその使用用途を察したんだけど、ゾクリと肌が粟あわ立った。

「いざという時に使用を検討すると良いよエフタル」

「お使いなさいエフタル。サーシャの弟子の貴方なら使えるはず……いや、サーシャに憧れていた時期が確かにあった貴方なら必ず使えるはずですわ」

　まあ、実際に使えないことはないだろう。

　今回の相手は炎神皇クリフだ。今までのように余よ裕ゆう綽しやく々しやくという訳にはいかないと思っていたので、正直これは非常にありがたい。

「それではエフタル、出発は三時間の後だよ」

「はい、エフタル。監獄ということなので罪人という扱いにしますが、気を悪くしないように」

「三時間？　準備にそれだけかかるってこと？」

　そう尋ねると、オベロンは天を指さした。

　そこには骨だけになり、アンデッド化したポーンワイバーンの群れの姿が見えたんだ。

「エフタル。炎神皇クリフの介入でこの世界のバランスが崩れたんだよ」

「はいエフタル。冥府の気が強くなり、不死の系統の魔物が爆発的に増えているのですわ」

「……話が読めないね」

「あの魔物はいつもこの時間はこの島の空を狩場にしている。そして、僕たちは一定以上での力の行使を禁じられている訳なんだよ、エフタル」

「一定以上の力を行使すれば、すぐに緊急事態として炎神皇クリフに伝わって何らかの対処が行われますわ、エフタル」

「要は、あのポーンワイバーンが邪魔で移動できないってこと？」

「そうだよエフタル。天馬のカボチャ馬車の手配自体はすぐにでもできるがね」

「はい、エフタル。監獄送りの書類も数分あれば用意できますけれど」

　天馬のカボチャ馬車……か。

　恐らくはサーシャの趣味なんだろう。

　だけど、あのロリ爺じいさん……本当にファンシーというかなんというか。

「心配しなくて良いエフタル。あの群れは放っておけば去っていくのだから」

「はいエフタル。それまでは一緒にお茶を楽しみましょう」

　と、そこで僕は立ち上がって首を左右に振った。

「いや、すぐに用意して欲しい」

「はてな？」とばかりに、二人は僕に向けて小首を傾かしげた。

「あの程度なら二分もあれば片付けられる。その間に、諸もろ々もろの準備をしてもらえればありがたいってことだね」

　サーシャがカウントダウンをしているということは、そのままの意味で「急げ」という意味合いもあるはずだ。

　期限は七日、つまりは百六十八時間。

　だったら、無む為いに三時間も待機をしているというのはあまりにも芸がないよね。

　バステトについてもタイムリミットがあるようだし、ボヤボヤしている時間はない。

　と、そこで何な故ぜかポカンとして反応がない二人に向け、僕は尋ねかけた。

「ん？　どうしたんだい？」

「そういうことかエフタル。いや、そもそもエフタルに助力を願っているのだから、そりゃあそうなるか。はは……僕たちはいつでも誰かに力を貸すばかりだったから、こういうのは慣れなくてね」

「ええ、エフタル。まず私たちが戦闘で切り込んでいき、人間はいつも後方支援でしたわ。そんなことばかりをしていましたので、先陣に立たれて力を貸されるということがなかったのです。そもそもが私たちは幻魔であり、何かしらの伝説なのですもの」

　そうして二人は互いに顔を見合わせて、優しげに微笑を浮かべた。

「心強いものだね、ティターニア」

「はい。オベロン……彼もまた伝説の存在──始まりの四皇なのですね」

　と、そこで開幕用に練り上げた魔術式の準備を終えたので、僕は空をキっと睨にらみつける。

「レベル５：飛翔フライ」

　猛烈な加速、急速な上昇。

　飛ひ翔しよう魔法で空を飛び、迫りくるポーンワイバーンの群れの真ん中に陣取る。

　右みぎ掌てを頭上に掲げ、そして──。

　僕は彼らにとっての死神の宣告と同義の言葉を発した。




「レベル10：雷神皇エフタル」




　一撃でポーンワイバーンを薙なぎ払はらう。

　焼け焦げた彼らは、バサバサと音を立てて落下していく。

　そうして、全て終えたとばかりに下方を見ると、オベロンとティターニアはこちらに向けて、うんと大きく頷うなずいたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




　天馬の馬車に乗って、大空を翔かけること二十分程度。

　僕たちは要塞のような見た目の島に到着したわけだ。

　さっき上空から全容を確認したんだけど、見た目は長崎の軍艦島とでもいう感じの雰囲気だろうか。

　島全体が巨大で無骨な建物で覆われていて、軍事施設や、あるいはそのままの意味で刑務所なんかを思わせる。

　島に着くと、建物入口に看守服の男たちが立っていた。

　それで待合室のようなところに連れていかれ、手錠と腰縄をつけられることになった。

　そのまま連れられるがままに、建物の奥へと進んでいく。

　通路には逃走防止用なのか、いくつかの鍵付きの鉄格子の扉が設けられていたのが印象的だ。

　で、それらを抜けて、取調室のような部屋に入り、椅子に座るという形になったんだけど──

「引き継ぎご苦労だな」

　中で書類に目を通していたヒゲの男が、こちらに顔を上げてそう言った。

　ちなみに、ここまで出会った看守は全て人間だ。今のところは炎神皇クリフの使い魔などの姿は見ていない。

「お疲れ様です！　看守長殿！」

　大きな声でハキハキと返事をしたのは、僕を引き連れてきた看守の二人だ。

　彼らは用が済んだとばかりに出入口のドアの脇に向かい、そのまま並び立つ形となった。

「お前……オベロン王への暗殺未遂だと？　こんな馬鹿をやる奴やつが未いまだに存在したんだな」

　罪状は適当にでっち上げるとは聞いていた。

　けど、ティターニアも中々に強烈な具合に仕立て上げてくれたようだね。

「……まあ、色々と事情がありましてね」

「しかし、幻魔を殺したところで、連中は数十年もすれば復活してしまうんだぞ？　そもそも奴らの力は強大だ。万が一すら、普通の人間に殺されることはありえん」

　幻魔というのは空想上の生き物が具現化した存在だ。

　精神生命体とかいう意味の分からない存在なので、まあ何でもアリに近い。

　とはいえ、一度殺すと再度の実体化に恐ろしく時間がかかる。

　なので、災禍を振りまく悪神の類の場合は、討伐自体には意味はあるんだけどね。

　と、そこで看守長は僕の顔をジっと見据えて溜ため息いきを一つついた。

「お前も殺害なんてできるわけがないとは分かっていただろう？　理由は恨みか？」

「……」

「奇跡でも何でも良いからオベロン王の核を手に入れたかった……そんなところだろう」

「……」

「確かに核を手に入れれば色々とできる。再度の殺害……あるいは拘束して拷問か？　連中にエンドレスに嫌がらせを仕掛けることも可能だな」

「……」

「だんまりか……。ともかくここは監獄だ。お前はこの世界のシステムを維持する幻魔に手を出したんだ。今の内から覚悟しておいた方が良い」

　いや、だんまりと言われてもね。

　勝手にティターニアがでっち上げたことだし、動機とか聞かれても僕にも分からない。

「覚悟とおっしゃいますと？」

　と、そこで出入口のドアが開いた。

　続けて、ガラガラと荷台を押す音と共に、荷物が運び込まれてくる。

　見ると、荷台に置かれた鉄の容器には、赤く燃え滾たぎる焼き石が敷き詰められていたんだ。

　そして、焼き石の中には鉄の棒が突き刺さっていて──まあ、今から何が起きるかは想像に難くない。

「ここに入る人間には、まず最初に焼き印の洗礼を受けてもらうことが通例でな」

　看守長は口元をゆるませ、サディスティックに笑った。

「罪人に一生消えない烙らく印いんを押すということですか？」

「痛みという形で恐怖を与えるのが一番の目的だな。まあ、犬のしつけと一緒だ。俺たちには絶対に逆らっちゃいけないってことを、ます最初に体で分からせる」

「……なるほどね」

「しかし、お前はコレを見ても顔色も変えなきゃ、表情に強こわ張ばりもでないのだな。ま、大した強がりだとは褒めてやる」

「いや、もちろん良い気分ではありませんよ」

「すぐに化けの皮が剥はがれるさ」と、看守長は焼き石の中から、先が赤色化した鉄棒を引き出した。

　続けて、ドアで控えていた看守がやってきて、僕に上半身の服を脱ぐように促した。

　非常に気は進まないけれど、言われるがままに服を脱ぐ。

　すると看守は僕の肩を掴つかんで、机の上に力任せに上半身を押し付けたんだ。

　次の瞬間、看守長が持っている鉄棒の先端が、僕の首筋の辺りに近づいてきた。

　まず最初に、ジュっという音。

　少し遅れて、肉の焼け焦げる匂いが部屋全体に充満する。

「さあ、泣け！　叫べっ！　これはお前らが自省し矯正するための最初の一歩だ！　まずは痛みで罪を理解しろ！　罪を犯せばこういう目にあうんだとな！」

「……」

「ん？　こいつ……これでも顔色一つ変えない……だと？」

　まあ、痛くもないし熱くもないからね。

　痛みっていうのは、とどのつまりは電気信号のことだ。

　で、雷気を操る僕であれば、そんな操作はおちゃのこさいさいってことだね。

「おい、お前？」

「何でしょうか？」

　看守長は鉄の棒を元の場所に戻して、僕の頭を乱暴に掴んできた。

　そのまま、机に向けて、掴んだ頭を力任せにガンガンと打ちつけ始めたんだ。

「良いか、ここでは俺たちがルールだ！」

　ガンガン、ガンガン。

　何度も何度も頭を机に打ちつけられ続ける。

　痛くもないけれど、さすがにこれは良い気分ではない。

「何故か？　この世界の治安を守れと、悪人を矯正せよとサーシャ様がこの施設を作ったからだ！」

　そこで打ち付けることを止やめて、看守長は僕の頭から手を放した。

「おい、こっちを見ろ」

　言われた通りに見上げると、看守長が警棒を持って不敵に笑っていた。

「魔法が付与された警棒でな」

　看守長は警棒で僕の背中を打ち据えてきた。

　と、衝撃と同時に体全体を突き抜けるのは……電流だ。

「どうだ、電気ショックは応えるだろう？　まあ、これに懲りて今後は俺たちに従順に……」

「……」

「これでも……声一つ……あげない…………か」

　そうして看守長は「ククク」と声をあげて笑い始めた。

「しかし、本当に馬鹿な奴だ。ここで可愛かわいげのある反応をしていればまだマシだったのにな」

「どういうことでしょうか？」

「ここは地獄だが、地獄の中にも程度があるんだよ。今、この瞬間にお前の行先は最悪の場所と決定した。後になって、今回の態度を後悔しても遅いからな」

　まあ、狙い通りなんだけどさ。

　幻魔の収容されている区画と、人間の収容されている区画は別の場所だ。

　けれど、幻魔の区画と一番近い区画は、特に凶悪な人間が入れられる場所らしいからね。

「今は顔色一つ変えんが、すぐにお前も変わる。助けてください許してくださいと……泣き叫んで懇願するようになる」

　そうして看守長の「連れていけ」という言葉と共に、僕の監獄生活が始まったのだった。




　　　　☆★☆★☆★




　連れられてきたのは雑居房だった。

　鉄格子を除いて、四方八方を石造りの壁で囲まれたカビ臭い部屋。

　石造りでゴツゴツとしていて、隅にトイレが一つあるだけでベッドはない。

　雑に石を敷き詰めているものだから、とにかく凸凹が酷ひどい。

　見る限り、寝る時は毛布一枚での雑魚寝のようだから、これは夜には石の痛みで中々に難儀しそうだ。

　ちなみに監獄では就労の義務があるらしい。

　朝七時～夜の七時までが就業の時間で、夜の七時からはこの雑居房で暮らすことになる訳だ。

　今日は週に一度の免業日ということで、部屋の中には囚人服の男が五人いた。

　それぞれが思い思いに読書に耽ふけったりトランプに興じたりしている。

　とりあえず勝手が分からないので部屋の隅で様子を窺うかがっていると、その内の一人と目が合った。

「新人さん、少し話をさせてもらえんか？」

　笑顔で話しかけてきたのは、五十代の白髪混じり──人懐っこい感じの男の人だった。

「ええ、構いませんけど……」

「ここで安全に生きていくのに必要なことを最初に教えてあげよう。それは徹頭徹尾頭を下げ続けることだ……分かるね？」

「まあ、そうでしょうね」

「この施設は基本的には矯正施設なんだ。私たちを苛いじめるということが趣旨じゃない。で、五年か十年か……はたまた二十年か。矯正を終えれば私たちは労働農園に移送される。そこで真面目にしていれば街に住むことも許されて、酒だって楽しむことができるようになるんだ」

「一つ聞いて良いですか？」

「ああ、こちらばかり喋しやべっていて悪かったね、何だろうか？」

　と、白髪の男がそう言ったところで──いつの間にか僕たちを取り囲んでいた、他の連中が声をかけてきた。

「何か用ですか？」

　そう言うと、リーダー格と思わしき大男がニヤリと笑った。

「挨拶も無しの礼儀知らずに、少しお灸きゆうを据えようってな」

　ゴキゴキと拳を鳴らして、男たちはこちらに下卑た視線を送ってくる。

「ま、待ってください旦那、この子はまだ中の事情が分かってないだけ……今回は見逃してやってください」

　白髪の男のその言葉で、男たちは笑いを堪こらえながら「まあ、分かったよ」と引き下がっていった。

　意外に素直だな。

　そう思ったが、トラブルにならなくて済んだならそれが一番だ。

「ありがとうございます。僕を助けてくれたんですよね」

「ああ、君もワケが分からないままに酷い目にあうのも嫌だろう？　私も奴らには散々にやられたもんさ」

　と、男は囚人服の上着をまくり、そこかしこにあるアザを見せてくれた。

「これは酷いですね」

「血の気の多い奴らでね、連中は怒らせないほうが良い。で、聞きたいことってのは何だい？」

「あの……どうして僕にそんなに優しいんですか？」

　そこで白髪の男は一点の曇りもない、屈託のない底抜けの笑顔を作る。

「いや、悪いからね。これから先は君が私の身代わりになる訳だし」

「え……？」

「新人が入ってきた以上は君が一番下になる訳だ。すると必然的に、イジメの対象が私じゃなくなるんだよ。さっきも言ったけどワケも分からない内に酷い目にあうのは君も嫌だろう？」

　そうして男は立ち上がり「まあ、そういう訳だから」と、他の連中のところに歩いて合流する。

　と、同時に向こう側で爆笑が起きた。

「いや、遂ついにお前も被害者から加害者にランクアップか」

「そういうことですね旦那」

　なるほど。白髪の男からすると、これは待ちに待った新人の歓迎会ってところか。

「ああ、怯おびえなくても良いよ。ちょっと毛布にくるんで身動き取れないようにして、ボコボコにするだけだから」

　五人中、二人が部屋の隅の毛布を手に取ってニヤついている。

　そこで、リーダー格と思わしき大男がこちらに歩いてきた。

「しかし、どうして僕が暴力を受けなくちゃいけないんです？」

「使いパシリやら仕事の押し付け、他には飯の搾取……まあ色々とお前の役割はある訳だ。だから、最初に分からせる必要がある訳な」

　しかし、いきなり面倒なことになったな……。

　僕としてはあまり騒ぎを起こしたくはない。

　だけど、身にかかる火の粉を振り払わない訳にもいかない。

「えーっと……僕がこの場で叫べば、看守が飛んでくるんじゃないでしょうか？」

　そう言うと、男たちは腹を抱えて再度の爆笑を始めてしまった。

「ああ、そうか新人はここのルールは分からんよな。この区画は特に凶悪な連中が集まっててな。囚人同士の力による秩序……そういう方式が採用されている」

「力による秩序？」

「こんなところに二度と入りたくないっていう情操教育にも良いってなもんでね。看守たちからしても、あまり俺たちの事情に首を突っ込み過ぎても管理が面倒なだけだ。なら、監獄としての方針と違たがわないなら、ある程度は自治でやらせた方が良いってなもんよ」

　と、その時、巡回の看守が鉄格子の外を歩いているのが見えた。

　看守は一度立ち止まり、中の状況を把握した上で向こうに歩き始めようとして──

「看守さん、どうして素通りするんですか？」

「これはあくまでも独り言なのだが……私は見てもないし、君たちのイザコザの会話が廊下まで聞こえていた訳でもないのでな」

　それだけ言うと看守は向こうに歩いていき、リーダー格の男が大きく頷うなずいた。

「と、まあそういう訳だ。やりすぎない限りは黙認ってことな。看守にチクリを入れても意味がないから、逃げ場なしって奴やつだ」

「確認しますが、やりすぎない限りは看守は黙認……それで良いんですね？」

「ああ、それで良い。殺しになるとさすがに黙認って訳にもいかねーがな。それが許される囚人はただ一人だ」

「ただ一人……？」

「それは後で嫌でも分かる。ってことで話は終わりだ。頑張れよ新入り──これも洗礼だ」

　そのままリーダー格の男は僕に向けて大きく拳を振りかぶる。

　ハエが止まりそうな拳撃だったので避けることはできる。

　けど、敢あえてそれはしない。




　──ゴチン。




　音が鳴って、男の拳が僕の頬ほおに突き刺さった。

「痛いてえええええ！」

　叫んだのは僕でなく、男だった。

　防御魔法を使わずとも、身体能力強化で僕の肉体強化は上がっている訳だ。

　満足に強化もできない人間が、力任せに僕を殴ることは大岩を素手で殴るのと大して変わらない。

「テメエ！　何しやがった！」

　いや、何もしてないんだけどね。

　逆上した他の四人が、一気に僕に向けて飛びかかってきた。

　まとめて一蹴する方法はいくらでもあるけど、それはしない。

　とりあえず、リーダー格の鼻っ柱に拳を叩たたき込こんで、戦意を喪失させておく。

　とはいえ、これも深くは拳を突き刺さず、骨も粉砕せずに軽く鼻血程度にとどめる。

　そして向かってくる四人をやりすごし、人の波を抜けて向こう側にすり抜ける。

　すれ違いざま、もう一人の鼻っ柱に裏拳を放った。

「ぎゃああああっ！」

　これもさっきのと同じ具合にだ。

　軽く優しく、鼻血が出て……痛みで戦意喪失させる程度にね。

「テメエ……細い体に見合わず、腕っぷしに自信ありってところじゃねえか」

　少しだけ本気を出して、向かい合う先頭の男に向けて一気に間合いを詰める。

　で、そのまま──背負い投げで派手に投げ飛ばす。

　これも頭からは落とさずに、背中から。

　つまりは、ケガはしないけど悶もん絶ぜつはしてもらう程度に地面に叩きつけた。

「ぐはァ……っ！」

「お、おい……な、なんだその技？」

「人が飛んだぞ……魔法みたいだ……」

　しかし、本当にこの世界では組技は一切発展してないんだね。

　まあ、剣と魔法の世界なんだから、そもそもそういう発想がなかったってことなんだろう。

「で……まだ、やります？」

　残るは二人。

　三人が悶絶する様子を見て、すぐにその表情が恐怖に染まっていく。

　そして二人は互いに顔を見合わせて、引きつった笑いを浮かべた。

「へ、へへ……冗談がきつい奴だな」

「俺らも本気でお前をボコボコにしようなんて思ってねえよ。ただ、ちょっと……驚かせようとしただけさ」

　まあ、見え透いた嘘うそなんだけど、ここは乗っておこう。

「そうだったんですか。僕も何かの冗談だと思って手加減してたんですよ。ああ、そうそう、今度、もしも冗談じゃないことが起きたら、次は遠慮せずに思い切りやらせてもらいますので」

「これで手加減……」と、一同の目が大きく見開いたところで、僕はどっこいしょとばかりに部屋の隅に座り込んだのだった。
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　一夜明けて翌日──

　監獄内に響き渡る『起床っ！』との言葉と共に、それぞれの檻おりが開かれる。

　一斉に囚人たちは外に飛び出し、通路に並ぶことになった。そして──

『一、二、三、四、五、六、七、八、九、十』

　と、囚人たちが右から左に、自身に割り振られた番号を読み上げていく。

『十一、十二、十三、十四、十五、十六、十七、十八、十九、二十──以上、Ｄ区画、本日も欠員なしっ！』

　そうして点呼が終わると同時、看守は頷き「各自、中に戻って良し」との許可が出た。

　許可を受け、一糸乱れぬ歩調で続々と囚人たちが中に戻っていく。

　ちなみに食事は一日三食ちゃんと出るらしい。

　点呼が終わってしばらくすると、このまま団体で食堂への移動が始まる段取りになっているという話だ。

　で、その後は労働の時間となって、本格的に僕の監獄生活がスタートするわけだね。

　ともかく、移動までは時間があるということだ。

　手持無沙汰だったので、何となく鉄格子ごしの通路に視線を送ったところで──僕は絶句した。

　と、言うのも看守たちを引き連れるように、一人の囚人が先頭に立って歩いていたんだよね。

「あれは……？」

　同室の一人に尋ねると、欠伸あくび混じりに言葉を返された。

「食堂に行くんだろ？　看守たちは先にメシを食うんだよ。俺たちみたいな残飯のようなやつじゃなくて特別メニューのまともなやつな」

「いや、そうじゃなくて……どうしてさっき最後に『欠員なし！』って言っていた男が一緒に……いや、むしろ看守たちを先導して？」

「アレは触れちゃいけない存在だからな。メシは看守よりも上等で監獄長と同じメニューが出てるらしいし」

「……どういうこと？」

「あれはゴーストって呼ばれている存在でな。噂うわさによると三百年前から刑務所の中で囚人やってるらしいんだ」

「三百年前……ゴースト……？」

「何な故ぜだかは知らんが看守たちも見てみぬ振りをしている。奴は平気で檻の外に出るし、咎とがめられもしない。規則違反をしているときは存在しないものとして看守たちに扱われるんだ。だから、ゴーストと呼ばれている」

　見た感じ、四十歳くらいか。

　どこにでもいる冴さえない男という感じで、彼が特別扱いされる理由が本当に分からない。

　しかし、よくよく見るとどこかで見たことがあるような……。

　と、そこで同室の男はクスリと笑った。

「お前は顔が綺き麗れいだからな、気をつけろよ」

「ん？　気をつけろって？」

「信じられないと思うが、アレの部屋は個室なんだ。独房を三つぶち抜いて改造して、個人の部屋にしていてな。鉄格子じゃなくてドアだし、プライバシーも考慮されている」

「何というか……無む茶ちや苦く茶ちやな権力があるんだね」

「それで、綺麗な顔の若い男は、奴の部屋に呼ばれるのが通例となっている。ゴーストのやることだから、もちろん看守も見てみぬ振りだ」

「えーっと……その理由は？」

「決まってんだろ」とばかりに、男は自分のお尻をパンと叩いた。

「ここに女はいない。だが、男は知っての通りにわんさかといる訳だ」

　ゾクリと嫌な汗が背中に流れる。

　いや、まあ、こういう場所でそういう系統の恋愛がハッテンしてしまう……。

　それは良くある話だとは思う。そのこと自体は僕は否定しないけど……。

「ってことで、気をつけた方が良い。間違いなくお前はヤツの好みのタイプだ」

　お尻の辺りがぞわぞわしてきて、僕は思わず苦笑いをしてしまった。

「……忠告ありがとう」

　素直な感謝の気持ちからの言葉だった。

　まあ、それは良しとして、現状は中々に良くないね。

　オベロンたちは中に入れば協力者が現れると言っていたけど、その気配がない。

　そして個別に幻魔と接触をとろうにも、文字通りにここは監獄だ。

　無論、同室の人間の目もあって好きには動けない。

　今のところ、隠おん密みつ行動で監獄内を動くという最初のハードルを越えられる気がしないんだよね。




　──さて、どうするか？　悠長に構えている時間もないぞ？




　と、そんなことを考えていると、そこで僕は「あっ」と思わず絶句した。

　それもそのはず、僕たちの雑居房の鉄格子の扉が開いて……囚人が一人中に入ってきたのだ。

「ゴースト……」

　男は鍵の束を懐にしまい、僕のところに一直線に歩いてきた。

　っていうか鍵の束を持っている囚人って、もう本当に滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

「キミ、新入り？　可愛かわいい顔しているね」

「え……？」

　そうして僕の肩をポンと叩いて、ニコリと笑った。

「朝食の後、私の部屋においでよ。ああ、そうだね、水浴び場にも話を通しておこう。体も洗ってから来ると良い」

　それだけ言うと、男は扉を開けて外に出ていった。

　同室の連中は「ご愁傷様」とばかりに両りよう掌てを合わせてニヤニヤと笑っているし……。




　──さて、困った。




　いや、本当に困った。この段階では極力目立つ訳にもいかず、そのために昨日の騒ぎも最小限に抑えた訳だ。

　今のところ、上手うまくいっていたはずだった。しかし、僕は恐らくは監獄内で一番有名であろう男に目をつけられてしまったらしい。
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　男の居室には、寝室が二つとトイレがあった。

　調度品も、どこの貴族かと思うような豪勢なものばかりだ。

　床も僕たちのような石造りそのままではなく、板張りに上等な絨じゆう毯たんまで敷かれている。

「ようこそ。待ちかねたよ」

　招き入れられるがままに部屋に入り、寝室へ足を踏み入れる。

　僕を先導するままに、男はベッドの上に腰かける。

　そして、こちらを向き直ってニコリと笑ってこう言ったんだ。

「こちらにおいで。なあに、少し痛いかもしれないが命を取るつもりはない」

　さあ、不味まずい。これは不味いぞと思いながら、とりあえずベッドに向けて一歩足を進める。

　と、同時に──上方から飛んできたのは光の矢だ。

「なっ!?」

　これは、侵入者撃退用の魔術トラップか？

　僕に対して気取らせないように、消音と気配消しの術式までも載せられている。

　しかも、直撃を受けると不味い程度には威力があるようだ。

　体を捻ひねって初撃をかわす。

　が、光の矢は部屋の至るところから、次から次に飛んでくる。

　体捌さばきだけでは避けきれなくなったところで、僕は周囲に防御壁を張り巡らせた。

「レベル７：絶対パーフエク堅牢トウオール」

　三百六十度。

　床までを含めて全方位に展開し、これで光の矢では僕を傷つけることはできなくなった。

「これは一体どういうことですかね？」

　この男、間違いなく魔術師だ。

　それも、事前に仕込んだ罠わなだけで僕にレベル７を使わせるほどの凄すご腕うでの……ね。

「なるほど、確かに本当にエフタル君だ」

　ベッドから男は立ち上がり、棚から酒瓶を取ると部屋のソファーに腰かけた。

　そうしてテーブルの対面の席を指さしたんだ。

　座れということらしいが、酒盛りでもするつもりなのか？　意味が分からない。

「今、僕のことをエフタル君って呼びましたか？　いや……ああ、今、分かりましたよ。どうりで見覚えがあると思ったら……貴方あなたはハーフヴァンパイアのクラークさんですか？」

　いかにもとばかりに、クラークさんは大きく頷うなずいた。

　そして、懐かしい顔を目の当たりにしたことで、僕の頬ほおも自然と緩んでしまう。

「君とはサーシャ様のところで一緒に学んだこともあったね。まあ、君は数年で逃げ出してしまったが」

「はは、あの時のことはあまり言わないでください。しかし、こんなところで兄弟子に出会えるとは……本当に驚きましたよ」

「しかし、エフタル君。どうやら外では散々な目にあったそうじゃないか」

「……」

「ん？　どうかしたのかい？」

「あ、いえ、突然の再会に面食らっただけですよ。でも、どうしてクラークさんがこんなところに？」

　ソファーに座ると酒を注がれたので、一口だけ口をつける。

　上等の酒で、甘みと渋みが丁度良い塩あん梅ばいだ。

「この監獄はこの世界の治安を司つかさどる重要な場所だ。だから、私は中から色々とコントロールするために、囚人という立場からこの施設を見守っているのだよ。看守たちがやりすぎたりしないように……それが主目的かな」

「それを……三百年もですか？」

「交代でやっても良いとは言われているのだがね。規則正しい起床と就寝時間で、魔術の研究も捗はかどるし……この生活が気に入ってね。ところで君が来たということは、いよいよ幻魔の解放をやることになったのかい？」

「ええ、それは勿もち論ろん。しかし、本当に人が悪いですねクラークさんは」

「と、言うと？」

「その……お尻がどうのこうのとか。美少年を漁あさっているという風な噂が飛び交ってますよ？」

　はははと笑うとクラークさんはすぐに真顔になって、こう返してきた。

「いや、私はお尻は好きだよ？」

「…………それは女性のということではなく？」

「うん、私は師匠に影響を受けてしまってね。気が付けばそういう趣味になっていたんだ」

　説得力が、ありすぎる。

　だから……僕はサーシャのところにいるのが嫌だったんだ。

　あそこに長くいるとこういう風になる人間が多くて多くて……そもそも僕の貞操も危なかったし。

「ただ、勘違いしてもらいたくはないのだが、私は一度たりとも無理やりではやってないよ？　全部同意の上さ」

「いや、聞いてませんから」

「私の名誉のために勘違いされても困る。ここはちゃんと言わせてもらいたい」

「ともかく……協力してくれるということで良いんですよね？」

「ああ、とりあえずは対外的に、君は私の愛人になったという設定でいこうか。四六時中私と一緒に部屋にいるということにすれば、不審がられることもなく自由に動ける時間が作れるだろう」

「色々と思うところがある設定ですが、背に腹は代えられません。無論、構いませんよ」

　ともかく、これで動きやすくなった。

　いよいよ本格的に幻魔の解放に乗り出せそうだな……と、僕はギュっと拳を握りしめたのだった。
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　深夜──。

　クラークさんとは別の部屋で、僕は目を覚ました。

『一緒の部屋で寝る？』と、聞かれたんだけど、それは冗談ということにして流しておいた──と、まあ、それはさておき。

　僕は自身に、隠密系統の魔法の重ね掛けを始めた。

　──光学迷彩。

　──気配消去。

　──空気遮断による消臭と消音。

　うん。

　これだけ重ねていれば、パっと見では普通の人間には気づかれることはないはずだ。

　ちなみに協力者のクラークさんは、逆に有名人過ぎて動くことができない。

　と、いうのも幻魔の幽閉されている区画は、炎神皇クリフの手の者が取り仕切っているんだよね。

　そして、向こうはクラークさんがサーシャの弟子だと知っているわけだ。

　必然的に、もしも、そこに近づこうものなら、極大の警戒をされてしまうということだね。

　だから、その区画に限っては、逆に彼は動けない。

　そのあたりはオベロン王たちが動けないのと同じ理由で、結局はやはりノーマークに近い僕頼み……ということになるらしい。

　でも、僕が監獄内を動き回るには、たとえ姿を消したとしても中々に難しいものがある。

　まず、通路の至るところに脱獄防止用の鉄格子の扉がある。

　それで幻魔の区画には、空間移動魔法の対策もなされているんだ。

　網をかいくぐる方法も……ないことはない。けど、時間と手間がかかりすぎるという次第だね。

「幻魔の区画まで自由に動き回れる、隠し通路みたいなのがあれば良いんだけど……」

「隠し通路じゃと？　それならそこの隅にあるぞエフタル。魔力の流れに注意して良く目を凝らして見てみるのじゃ」

「そうですね師匠。確かにここに抜け道があります。しかし、これは高度ですね。次元を歪ゆがめて魔術操作して隠蔽されている通路ですか？」

「流石さすがじゃなエフタル。初見でそこまで見抜くことはそうはできまい。ま、我の教え方が良かったというところじゃろう。いやー、流石は我じゃな！」

　と、そこで思わず僕は叫んでしまった。




「って、何で師匠がここにっ!?」




　サーシャは不思議そうに小首を傾かしげた。

「協力者がいるとオベロンから聞いてなかったのかえ？」

「いや、それってクラークさんのことじゃなかったんですか？」

「ほう、クラークも……。確かに奴やつにはこの施設の管理を陰から任せていたの。ここを表向きに任せているバステトが……少し優しすぎて頼りなかったからのう……」

　確かに頼りなかったよねあの子は。

　使い魔としてもメイドとしても優秀だった。

　見た目的にも猫の獣人みたいな感じでキリっとしていたんだけど……それらに反して、少し優しすぎるキライは当時から確かにあった。

　と、まあ、それはさておき──。

「いや、だから、何で師匠がここにいるんですか？」

「厳密に言うと我はサーシャ本体ではない。システムに危機が迫った時に現れる分体じゃ」

「うーん……本体から切り離された自律個体みたいなものでしょうか？」

「そういうことじゃな。無論、前に炎神皇クリフが結界を解いて外とつながった以降のことは全く分からんし、外のサーシャが何をやっているかも分からん」

「炎神皇の側が新月のメンテナンスの時に交流しないと相互の状況が分からないように、師匠も同じってことですか？　まあ、ともかく二人も協力者がいるってのは本当に心強いですけど」

「うむ、我もエフタルが来てくれて心強いぞ、これで百人力じゃ」

「師匠にしては殊勝なセリフですね。いつもなら『小僧』とか『ヒヨコ』とか言いたい放題なのに……」

「それはいつもは我が無敵じゃからじゃろ？　今は古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアが使えん状態……幻魔が無くては、我など、ただのか弱い絶世の美少女じゃ。そりゃあ心細くなることもあるじゃろう」

「少……女……？」

「うむ、美少女じゃ！」

　満面の笑みで断言されてしまった。

「あ……うん……そうかも……しれない……ですね」

　実際、見た目だけで言うと……物もの凄すごく可愛かわいいのが無性に腹が立つ。

　と、そこで突然にサーシャの体が発光し、その大きさが掌てのひらに乗るサイズになった。あと、背中に羽が生えてるね。

「体の大きさを変えることができることについて、もうツッコミも入れませんが……何な故ぜにその姿に？」

「ピクシー仕様じゃよ。せっかくの精神体を最大限に活用しようと思っての。流石に生身の我ではおっきくなったりちっちゃくなったりできんから」
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「……質問を変えましょう。何故に姿をピクシー仕様に？」

「こう見えてもアレじゃぞ？　我は北国の妖精と呼ばれたこともあってじゃな……」

「そういえば師匠は北方出身でしたっけ」

「そうじゃ、我にスキーなどをさせてみい。それはもう凄いのじゃぞ？」

「まあ、師匠なら何でもできてしまいそうですが。肉弾の近接戦闘も高いレベルで習得していますしね」

「いや、ところがどっこい全然滑すべれんのじゃ」

「……どういうことですか？」

「こう……やっぱりギャップって大事じゃろ？　我とかこう……運動神経抜群じゃから、スイスイ滑れそうじゃろ？」

「それはまあ、そうですね」

「それでじゃ、涼しい顔でクールに雪上を妖精のごとくに滑りそうな我がじゃぞ？　コケちゃったりして『痛い、痛いのじゃ！』とか言って子供みたいに涙目になって尻もちついてたら、何て言うかこう……ギャップ的な可愛さが発生するじゃろ？」

　めんどくせえ……。本当にこの人めんどくせえ……。

　しかもそのシチュエーション……別に可愛くないし。っていうか、何でこの話題を出したんだこの人は。

「それで、話を戻しますが隠し通路というか、抜け道って何のためなんでしょうか？」

「そもそもじゃな、ここを作ったのは誰ぞ？」

「まあ、師匠ですね」

「必然的に設計図は我の頭の中に入っておる訳じゃ。今は改造されていて監獄などになっておるが、実は元々は我の別荘じゃったのじゃ。昔は色んな奴を招待したものじゃの」

「ん？　ちょっと……話が読めませんが？」

「まあ、だから作っておったのじゃよ……隠し通路を無数にな。つまりは、招いた美少年なぞに、夜よ這ばいをかける用にな」

　何というか、本当に酷ひどいなこいつ。

　と、僕はジト目をサーシャに向ける。

「な、なんじゃその眼めは！　我は無理やりでやったことなど一度もないわ！」

　クラークさんと言い訳もそっくりだ。

　ひょっとすると僕もサーシャに長く師事していたら、何かに目覚めていたのかもしれない。

　そういう意味ではやはり早めに逃げ出しておいて正解だったか。

「師匠、そういうの……もう良いですから……」

「まあ、安心せい。夜這いの関係は二割程度は冗談で言っておる。真に受けるな」

「ってことは、八割は本当なんですね……」

「ともかく、我は超絶美少女ではあるのじゃが、知っての通りに何だかんだで敵が多いのじゃ」

「超絶美少女はあまり関係ない話ですけど、まあ師匠は無む茶ちや苦く茶ちややってましたからね」

「うむ。最終的には現実世界で大ピンチになった時に、この世界に引きこもるという荒業も想定しておったのじゃ。で、ここまで攻められた時のことも想定し、逃走経路も兼ねてここには無数に抜け穴がある訳じゃな」

「ちなみに、この抜け穴は幻魔の区画にもつながっているのでしょうか？」

「つながっておるもお主──」

　と、サーシャはニヤリと笑って言葉を続けた。




「──全部屋につながっておる訳じゃ」




「全……部屋？」

「うむ。無論、幻魔が捕らえられておる部屋にもつながっておるぞ。次元を歪める形での通路じゃから、出入口はお主か我のレベルでないと、気づくことすらできん」

「いや、僕でも『そこにある』と教えてもらわなければ、次元の歪みには気づくことができませんでしたよ」

「その通り。お主ですらそうじゃから、今までずっと誰にも気づかれんかったということじゃがな」

「しかし、いくら師匠でもそんな次元の抜け穴を作って保ち続けるなんて……本当にデタラメが過ぎますね」

「流石に現実世界でかような無む茶ちやはできんよ。そして、それは炎神皇クリフも同じじゃ」

「炎神皇も？　どういうことです？」

「うむ、今この世界は正に奴に干渉されておるからの。既に知っておるとは思うが、ここは元々のシステムが流用されておるが、奴の実行部隊は、奴自身が用意した使い魔なんかじゃの。厄介なのはその使い魔……いや、呪いの結晶というべきか──」

「呪いの結晶？」

「炎呪蟲じゃよ。精神世界だからこそ通用するデタラメ……我が自在に妖精仕様になったりするソレが、敵側に回った時の脅威は、嫌でもすぐに分かるのじゃ」

　と、そこでサーシャはパチリと指を鳴らした。

　すると、部屋の隅に黒い穴が開いて──抜け道が出現した。

「さあ、始めるぞエフタル。夜の散歩じゃ」
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　岩肌の洞穴という風な造りの通路だった。

　ここは転移魔法の応用で、次元に干渉して作られた通路だという。

　だから、通路の大きさや規模は自由自在で、実際の建物の大きさすらも無視した……そういう無茶なことになっているみたいだ。

　事実、内部はほとんど迷宮化していると言っても良いレベルで広大だった。

　至るところに分かれ道があり枝分かれ、文字通りにアリの巣のように通路が張り巡らされているって感じだね。

　サーシャ曰いわく、何もないところから通路全体を単独探索すると、マッピングだけで半年程度かかるようなシロモノらしい。

　元々は逃走経路として作られたので、敢あえてそういう風に作っているということだ。

　で、特筆すべきところが一点ある。

　この通路は、監獄島の全ての部屋につながっているっていう話だよね。

　それだけで驚きなんだけど、通路のそれぞれの端──出口のところはマジックミラー状態になっているんだ。

　つまりは、部屋の中がこちら側から一方的に見えるようになっているってことだね。

　抜け道が作られた経緯を考えればさもありなんというところだけど、ここはありがたくこの機能を使わせてもらおう。

「しかし、こりゃ凄いですね。部屋の状況が筒抜けに分かるって……」

「まあ、美少年の覗のぞき見みも視野に入れていたからの──って、痛いのじゃっ！」

　無言の裏拳でツッコミを入れておいた。

　昔からそうなんだけど、この人は軽いノリの性癖ネタの時はツッコミを入れても怒らない。

　それどころか、ちょっと嬉うれしそうなんだよね。実はドＭの疑惑もあるんだけど、ロリジジイな上に美少年好きで……なおかつドＭ。

　うん、ややこしくなるから深くは考えないでおこう。

「ところで抜け穴っていうのは、部屋ごとに設置されている場所が違うものなのでしょうか？」

「うぬ？　何故にそんなことを聞くのじゃ？」

「出入口の場所によって、幻魔との接触の方法なんかを考えた方が良いでしょうからね。例えば天井だったら降りる際に音も出ます。音声遮断の魔法を使うっていっても限界がありますし」

「なるほど、そこは安心せい。ほとんどの部屋は……個々の牢ろう獄ごくと牢獄の間に、仕切りの薄い壁があるじゃろ？　全てそこに設置されておる」

「どうして、わざわざそんなところに？　出入口の鉄格子の向かいの壁とかで良かったんじゃないですか？」

「人間が入れるはずのないような、薄い壁の中から出てきたらビックリするじゃろ？　まあ、美少年の夜這いも視野に入れていたからの、やはり驚かれるのが醍だい醐ご味み──って、痛いのじゃっ！」

「ともかく、抜け道はありがたいです。これなら幽閉されている全ての幻魔に接触できるでしょう」

「まあ、通路は広大故、我のナビゲーションがなければすぐに迷子じゃがな」

　そうして先導されながら歩くこと二十分程度。

　サーシャはとある部屋へと続く出口の前で立ち止まった。

「時にエフタル、あれを見てどう思う？」

「……卵？」

　言葉通り、その部屋の床にはびっしりと等間隔で卵が並んでいた。

　大きさはラグビーボール程度かな？　その数は優に数百、あるいは千に達していて、壮観だ。

　そして、所々に食虫植物の花弁のようなおどろおどろしい残骸が残されていたのだ。これはその卵が孵ふ化か済みということを示しているんだろう。

「そう、あれが蟲むしの卵じゃ。そして次に──」

　サーシャに促され、通路を歩いていく。

　すると、次に案内された出口の先の部屋で、おぞましい光景が広がっていた。

　最初に目についたのは、イノシシをも抱え込めてしまうような、巨大なムカデが一匹だ。

　それに、相対するように八匹の赤色の蜘く蛛も──これも人間と同じくらいのサイズで、とにかく大きい。

　それで睨にらみあうムカデと蜘蛛の様子をしばらく見ていると、ムカデに蜘蛛が飛びかかっていったんだ。

　絡みつき、しがみつき、蜘蛛はムカデに次々と牙を食い込ませる。

　しかし、ムカデも一方的にやられてはいない。

　負けじと体を振って蜘蛛を引きはがし、壁に床にと叩たたきつけ、あるいは牙で応戦する。

　双方の体液が飛び散り、部屋は見る間に紫に染め上げられていった。

　そして──

　恐らくは、双方が毒蟲なのだろう。

　ムカデはそれほどには傷ついているようには見えないけれど、その動きは徐々に緩慢になり、今は息も絶え絶えの状況。

　ムカデに噛かまれた蜘蛛についても、その動きを同じく緩めている。

　と、そこで部屋の天井が開いて、今度はバスケットボール程度のサイズのアリが数十匹放り込まれてきた。

　突如のアリの投入で、ムカデも蜘蛛もパニックとなった。

　無論、アリもまた突然の状況に大パニックに陥っている。

　部屋の中が、正に蜘蛛の子が散ったような状態になった。三種の蟲がそこかしこに走り回り、暴れ回り、そして争いあう。

　しばらくの間、無秩序に動き回る三陣営が、思い思いに攻撃し合う状況が続いた。

　が、やがて……面白いことが起きた。

　蜘蛛とアリは途中で互いに争うことを止やめて、一番弱っているムカデを協力して攻撃し始めたのだ。

　これは人間同士のバトルロイヤル形式の試合なんかでも良く起きる現象だ。

　弱った者を集中的に攻撃し蹴落として、自身の生存の確率を上げるという手法だね。

　そうして、双方から総攻撃を受けた巨大ムカデが完全に沈黙したところで、今度は蜘蛛とアリの勝負が始まった。

「これは……？」

「蠱こ毒どくじゃよ。中におるのは冥府のアリ、偽龍ムカデ、そして朱呪蜘蛛じゃ」

「コドクって言うと……呪術の蠱毒ですか？」

「うむ。毒蟲同士を狭い場所に閉じ込め争わせる。すると殺し合いの果てに最後に蟲が一匹残る訳じゃ。そうして残った蟲の毒を使い、殺傷用の毒を作る。それは神毒と呼ばれ、呪術的に強化されて効果が数倍にもなるという寸法じゃの」

　そうこうしている内に、アリと蜘蛛は互いにどんどん数を減らしていく。

　と、そこで僕は異変に気づいた。

「蜘蛛……数も減っているし傷ついているけど、最初に比べて動きが良くなっていますね」

「他のはただの毒蟲系の魔物じゃからな。朱呪蜘蛛は炎神皇クリフの使い魔で呪いを司つかさどる。故に、蠱毒の術式の呪術的恩恵を一番受けることができるという理屈じゃな」

「つまりは蠱毒の術が進行するにつれて、呪術の力で戦いの最中に強化されていくと？」

「うむ、まさにそういうことじゃ」

　数分が経過し、終始優勢な状態になった蜘蛛の手によって、遂ついにアリが全滅した。

　そして、次に起きた光景を見て、僕は信じられないとばかりに目を覆いたい気持ちになった。

「蜘蛛同士で……共食い……？」

「うむ」とサーシャは頷うなずいて言葉を続けた。

「そうして、最終的に同族争いの勝者が炎呪蟲となる訳じゃ」

　蜘蛛同士の争いが終わり、最後にその場に立っていたのは一匹の赤色の蜘蛛だった。

　するとドス黒い何かが体表に纏まつわり、揺らめくオーラはまるで赤黒い炎のようにも見える。

　この通路にまで漂ってくる、醜悪かつ暴力的な香り。僕は身震いと共に戦慄を覚えた。

「炎呪蟲とは一体何なんです？」

「炎神皇クリフは洗脳を得意とする。奴やつは目をつけた者の記憶を改かい竄ざんし、簒さん奪だつし、あるいは洗脳して手駒にしておる訳じゃな。で、そのための手段の一つが呪いな訳じゃ、そしてその際に魔術的媒体として使われるのが──あの蟲じゃ」

「でも、呪蟲の類があんな力を持つなんて……常識ではありえませんよ？」

「現実の世界ではアレは実体も持たぬし、ただの高純度の呪術的エネルギーの塊に過ぎぬ。が──元々は人の心の中で悪さするシロモノじゃからな。精神世界の側面を持つこの世界では爆発的な力を発揮するという理屈じゃ。それでな……ええと、誰じゃったかな、確かおったじゃろ、あの小僧……初代氷神皇の子孫の義理の兄じゃ」

「シェリルの兄のブラッドのことですか？」

「うむ、大体アレで五体を相手にできる程度じゃ。で、お主ならアレの対処はどこまでできるかのう、エフタル？」

　向こう側に見える炎呪蟲を見て、僕はじっくりと考え込み始める。

「……まあ、一度に相手をするなら二十体が限度ってところですかね」

「ま、そんなところかの。では……それが百ならどうかの？」

「まさか……？」

　そこで、先ほどの無数の卵が僕の脳裏によぎった。

　その数を思い出し、背中に冷や汗を感じながらゴクリと息を呑のむ。

「アレの生存可能時間は七日といったところで、幻魔の幽閉区画の警備用に常時使用しておるのは数体程度じゃ」

「でも、さっきの卵……数百以上はありましたよね？」

「赤蜘蛛五匹から炎呪蟲は一匹。作ろうと思えば……なりふり構わずの最大戦力なら一度に百程度は可能じゃろうな。というか、蠱毒終了後に氷結の術法で百体程度が常に保存されておる」

「なるほど……これは本当に一筋縄ではいかないようだ」

「つまり、今までのようにお主単独の力業だけではどうにもならんということじゃ。肝に銘じておくことじゃな」

　そう言うとサーシャは踵きびすを返して、通路を奥に進み始めた。

「今度はどこに？」

「もう一か所、お主に見てもらいたい。そこで幻魔の解放と双璧をなす……今回の目的の具体策を伝える」

「と、おっしゃいますと？」

「外に戻る方法の確保じゃよ。力を封印されている幻魔を解放したとして、お主と共に現実世界に呼び出す術すべがなくては宝の持ち腐れじゃ」
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　引き続きサーシャに連れられて幻魔の幽閉区画を行く。

　その途中、僕の耳に聞きなれた声が届いた。

「ちょっと待ってください」

　そちらの方向に向かおうとして、サーシャは「止やめておけ」と言いかけたが、途中で諦めたように肩をすくめた。

　何を言おうが僕を止められないのはサーシャも分かっているんだろう。

　何しろ、それはかつての僕の使い魔であり、家族同然に暮らしてきたバステトの声だったんだから。

「ここは……？」

「幻魔の幽閉されている区画の中でも最深部じゃな」

「閉じ込められているのはやっぱり……？」

「うむ、血の気の多い幻魔を束ね、炎神皇クリフに対して反抗を試みた──バステトじゃよ」

　サーシャの言葉の通り、石畳の牢獄にはバステトが捕まっていた。

　人間の見た目で言えば二十代前半、そして猫耳に猫の尻尾。

　当時とは違ってメイド服は着ていないけど、肩までの茶髪は変わらない。

　手錠と鎖でつながれた囚人服に身を包んでいても、その鋭い眼光は昔と同じだ。

「ここは道を踏み外した者たちの矯正の場。監獄であって、処刑場ではありませんよ。何か勘違いをされているのでは？　監獄長」

　彼女が睨みつけているのは、壮年の男だった。

　仁王立ちしている彼は、看守服の上から魔術師のローブを羽織るという一風変わった服装をしている。

　部屋には他にも人がいて、囚人服の男が四人という状況だ。

　彼らについては拘束椅子に乗せられて、頭には目隠しと猿轡ボールギヤグという……中々に刺激的な出いで立たちとなっている。

「そうだな、確かにサーシャはここは矯正施設だと位置づけている。だが、今はここの全てを決めるのは炎神皇クリフの弟子であり、ここを任された私だ」

　監獄長はニヤリと笑う。

　続けざま、傍らに座っている囚人服の男に手刀を繰り出した。

　ボトリと首の落下音。

　その切り口はブスブスと黒焦げになっていて、炎魔法を手に纏まとわせたというところだろう。

「ええ、無期懲役はあっても死刑はありません。矯正すれば無罪放免、それが創造主の定めた法理です」

「幻魔を養うために、かつて人間がここに連れてこられた。最初は外での死刑囚から始まったという話だったかな」

「そうですね。しかし、荒くれどもによる無秩序は、サーシャ様の求めるこの世界のありようではなかった。最初はここの矯正施設は最大限に有意義に働いたと聞いています」

「そうして牙を抜かれた連中が農作物を育て、街を作り、子を作り人口を増やした。そういえばサーシャは、現実の世界で餓死間際の孤児などもここに連れてきたのだったか？」

「サーシャ様は……子供には優しいのでね。あの方はここを行き場のなくした者の楽園にしようとしていたのです」

「妖精飛び交う天空の小島で、現世を追われた者たちが平和に過ごす……はは、正に妖精郷といったところか」

　驚いた僕が視線を送ると、サーシャは慌ててまつ毛を伏せた。

　意外な一面を知られたことが恥ずかしいのか、顔を真っ赤にして頬ほおを膨らませている。

「何じゃエフタル？　我に何か文句でもあるというのか？」

「いや、何でもないですよ」

「むう……」

　と、サーシャは「要らんことを言いよって……」と一人ごちながら、親指の爪を噛み始めた。

「だが、人間の性さがは悪だ。人間の街ができれば、結局は凶行に走る者もでてくる。例えば……だ」

　先ほど首を飛ばされた男。

　他に、椅子に縛り付けられている男は三名となる。

　彼らの一人一人に視線を移しながら、監獄長は言葉を続けた。

「一人は金を奪う目的で親を殺し、もう一人はやはり金を奪う目的で金持ちを何人も殺した。そして最後の一人は自分の欲望を満たすために子供たちを監禁した」

「けれど……十年以上に亘わたる矯正生活の結果、彼らは改心しました。彼らは人の痛みを知ることができたのです」

「だが、改心したと決めるのは誰だ？　口や態度ではどのようにでも取り繕えるし、裏の取りようもないことだろう？」

「だから──」と、監獄長は両手のそれぞれを刀に変えて、囚人に向けて繰り出した。

「コレは要らない。廃棄処分だ」

　焼け焦げた匂いが、こちらまで伝わってくる。

　そして、同時にボトボトと音を立てて二つの首が飛んで落ちた。

　そこでバステトはキュっと唇を噛かみしめて引き結んだ。

「もう、そんなことは止めなさい。私にそれを見せて何になるというのです」

「正直なところ、君たちのやり方は手ぬるい。殺されて当然のことをしたクズを外に解き放ち、それが原因でこの世界の秩序が乱れることになったらどうする？　ひいてはそれが幻魔の質の低下にもつながりかねん」

「これが昔からのやり方です。度が過ぎた恐怖で人心を押さえつければ健全な精神活動、ひいては幻魔の糧にもならないのですから」

「そのあたりの検証は今後炎神皇クリフがやってくださる。ともかく、今は私がこの世界の秩序であり法理ルールだ」

　と、そこで看守が入ってきた。

　幻魔の区画は炎神皇クリフが取り仕切っているという話は聞いていた。が、この区画は看守からして違うらしい。

　と、いうのも監獄長の合図を受けて入ってきたのは、看守服に身を包んだ異形だった。

　つまりは、炎の上位使い魔であるイフリートということだ。

　ちなみにイフリートは戦闘中は炎を身にまとうけど、普段は赤黒い肌の鬼のような姿をしている。

「私は炎と蟲むしの扱いには慣れていてね……」

　入ってきたイフリートから壺つぼを受け取った監獄長はニタリと笑った。

　そして、壺の中からムカデを取り出した看守長はバステトと、最後に残った囚人の顔を交互に見やる。

「これは魔物でもなんでもなく、ただの毒を持ったムカデ。非力で、人間が踏んでしまえばそれだけで押しつぶされてしまうようなか弱い存在だ」

「だが──」と、楽しげに囚人に向けて監獄長は笑った。

「さて、これを鼻の穴、耳の穴、あるいは肛こう門もんに入れられるとどうなるか……非力な存在から、身の毛もよだつ悪魔に早変わりだ」

「ヒィっ！」

　目隠しはされているが、言葉は聞こえていたのだろう。

　瞬時に血の気が引いた囚人に対して、監獄長は再度の手刀を放った。

「冗談だよ。意味もないのに人を痛めつける趣味はない。本気にしないでくれたまえ」

　ボトリと首が落ち、監獄長はバステトに視線を向ける。

「だが、意味があるならやらざるを得ない。いかんせん、幻魔を苦しめるにはこの手の方法が最も有効だからね」

　バステトは眉一つ動かさない。

　が、それでもその瞳に、若干の負の感情が宿ったことはここからでも分かる。

「しかし、死ねない体というのも大変だね。死んでも死んでも数十年の後には復活し、消え去ることはない。だが、核さえ捕まえておけば、無限の再生……その都度拷問という憂き目にもあう訳だ」

「……好きにすれば、よろしいでしょう」

「公開処刑の後、君の核は蟲の蠢うごめくプールに入れておく。未み来らい永えい劫ごう、世界が続く限り、君は力を封じられたままに復活し続け、蟲に食われて死に続けるのだ」

　そして「すまんね」と言って、監獄長はペコリとバステトに頭を下げた。

「そういう苦しめ方しかないのだから──仕方がないんだ。いやあ、本当にすまないね」

　そのまま監獄長はバステトに向けて数歩足を進め、その顔面に蹴りを放った。

　バステトは変わらず眉一つ動かさない。

　が、僕については……そろそろ我慢の限界に達しかけている。

「何な故ぜ、私を公開処刑に？　それに何の意味があるというのですか？」

「この監獄内の全員に見せつけなければならんのだよ。何が上で、何が下か。絶望を見させなくちゃならんのだよ、我々に逆らうとどうなるかをね」

「貴方あなたが思うほどに古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアは簡単な術ではない。幻魔を従わせるという意味を……分かっていない。炎神皇クリフでは絶対に御しきれず……いえ、少なくとも私は屈しません」

「ふふ、威勢が良いのは最初だけだ。幸い、炎神皇クリフには悠久の時間がある。話し合いと相互理解の時間はたっぷりとね……まあ、百年ももたずに君もこちらに転ぶと思うよ。泣いて謝ってくれば、許してやらんこともない。心変わりしたらいつでも言ってきてくれれば良いさ」

「……」

「サーシャを殺して奪うのか、あるいは仮死状態にするのか、はたまたサーシャが完全に炎神皇クリフに屈するのかは知らん。ともかく、この世界は有意義な形で残す。それが炎神皇クリフの決定だ」

「はたしてそう思い通りに上手うまくいきますかね？」

「仮にサーシャが手駒たりえなくなったとしても、炎神皇クリフが奪って扱えば良いことだ。だから、差し当たって先の反乱の主犯格である君の躾しつけだ。学習というものは繰り返しが大事でね……全員が服従するまで、何度でも何度でも恐怖を刷り込ませてもらおう」

「そんなことをして、私が貴方たちに忠誠を誓うとでも？」

「忠誠は誓わんだろうね。だが、従う。命令は聞くようになる」

「……もう、好きにすれば良い。けれど、これだけは言っておきましょう──私が屈することは絶対にありませんので」

　と、そこで不思議そうにサーシャが僕に問いかけてきた。

「助けんでも……良いのか？」

「助けない訳がないでしょう。でも、それは今じゃないですよね？」

　僕はパチリと指を鳴らした。

「何をやったエフタル？」

「カウントダウンの共有ですよ、アレは師匠の一門にしか見えませんし」

　かつては僕の使い魔だったバステトだ。彼女なら僕と同じくこの意味が分かる。

　それはつまり、必ず助けに来るという意思伝達だ。

「さあ、本題に入りましょう。僕は何をすれば……いや、どうすれば連中を殴り倒すことができるんですか？」

　言葉を受けて、ニイっとサーシャは微笑を浮かべた。

「ようやく気合いが乗ってきたというところじゃな」
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「ここならば人の目もない。外に出ても良いじゃろう」

　次元の歪ゆがみを調節し、抜け穴から出た場所はゴミ置き場だった。

　室内には箱が無造作に積まれていて、それぞれの箱にゴミが山盛りといった状況だ。

　部屋の造り的には雑居房と変わらない。カビの生えた石畳の床と壁、漂う生ゴミのすえた臭いが鼻につく。

「この場所は監獄島の最下層じゃ。こっちに来い」

　導かれるままにゴミ置き場の隅へと向かう。すると、そこには横穴が開いていた。

　風がこちらに吹き込んでいるので、まさかと思い覗のぞき込むと、外の景色が見えた。

「ゴミをこの穴から外に捨てているってことですかね？」

「まあ、そういうことじゃな。エフタル、いくつか外にゴミを捨ててみい」

　促されるままに箱の中からゴミを取り出し、穴の中に放り込んでみた。

「と、まあ見ての通りにこんな具合じゃ」

　サーシャの指さす先──

　ゴミが落ちていった遥はるか下方の彼方かなたで、赤い光が発生した。良く見てみると、炎の壁がその一帯に出現している。

「ともかく、これで大体の状況は分かったろう？」

「ええ、ゴミが消滅しましたね。しかし、それにしても分厚い結界ですね。あれを突破するのは無理なんじゃないでしょうか」

「炎神皇クリフの作り出した結界じゃからの。球状にこの世界を包み込むアレがある故に、精神世界と現実世界の行き来ができんようになった」

　さっきの炎の壁の威力は中々のものだった。

　どれほどの厚さがあるかは分からない。けれど、無理にアレを突破しようとしたら、外に出る前に燃え尽きる公算が高いだろうね。

「と……まあ、これが現在のこの島の現状じゃ」

「疑問なんですが、この下は一体何なんです？」

　と、いうのも、炎の壁が消えると同時に遠視の魔法で確認したんだけど、ちょっと凄すごいものが見えたんだ。

「アレが冥府と呼ばれるものじゃろ」

「ん？　師匠でも分からないんですか？」

「行ったこともないし、行ったやつは知り合いにはおるが皆……戻らんかった。興味はあるが、途中で色々とヤバいのに襲われるしの」

「でも、あれが冥府なんですか？　本当に？」

「そうじゃ、不思議じゃろ？　何故にあそこに高度文明のビル群があるか。古代魔法文明の様式に似ておるが……」

「僕が元々いた世界の建築様式にも見えますね」

　上空からおぼろげに見る限り、地球のどこかの都市が近未来化したものと言われても違和感がない感じの風景だった。

　一体アレは何なんだ……。

　と、そう思うけれど、サーシャが分からないんじゃ、僕に分かる訳もない。

「元々、我が天空島群を作ったのはこの領域から冥府を観察するためでもあったのじゃ。古代魔法文明の十賢人がそうしていたようにの」

「御お伽とぎ噺ばなしの話ですね。どこかから来て古代魔法文明を作り──そしてどこかへと消えた十賢人。一説によると数千年も年を取らず、統治機構の頂上に君臨し続けたとか」

　ただの御伽噺なんだけど、有名な話だ。

　当時、縄文時代のような暮らしをしていた人間だったが、突如現れた十賢人によって瞬く間に高度な科学文明と魔法文明が作り上げられた。

　その後、文明は長きに亘わたる繁栄を極めた。

　けれど、ある日突然に十賢人がどこか他の次元へと去っていった……そういう話だ。

「別に数千年程度の年を取らんのは問題ではない。我もその点については似たようなもんじゃしな」

「その後、戦争が起きたんでしたっけ？」

「うむ、自力で作ったものではなく、ただ与えられただけのテクノロジーじゃ。過ぎたる力を持った人間同士が争い、そして破壊の力を御しきれずに文明諸もろ共ともに戦争で自滅。魔法の技術だけが一部残って、現在に至る訳じゃな」

　と、そこまで喋しやべってサーシャは物憂げに唇を噛かんだ。

「故に、炎神皇クリフ……あの小僧にこの術式を渡す訳にはいかん。ありゃあ分別がついておらんガキと一緒じゃ。目的のためなら世界を滅ぼすことも顔色一つ変えずにやる……とどのつまりが究極のクソガキじゃからの」

「で、具体的には何をどうするつもりなんですか？」

　何もない空間にサーシャは手をやり、そしてその手が消えた。

　続けて、サーシャは「どこじゃったかな？」と、難しい顔をして、何かをまさぐるような仕草を見せた。

　そうして手を引っ込めると、小袋を持った手が現れた。

　いや、四次元ポケット的な魔法ということは分かる。けど、当たり前にこういうとんでもないことをされるのは心臓によろしくない。

「この中には指輪が入っておってな、我は解神具と名付けているがこれを使う。炎神皇クリフが幻魔の弱体化で仕掛けたのは、霊的存在を封印する術じゃからの。それが故に今は奴やつらは檻おりすら破れんようになった。ただし、こちらもその道のエキスパートじゃ、事実、解除だけなら簡単にできるじゃろう」

「解神具を幻魔に行き届かせる方法は？　連中は厳重に閉じ込められているって話ですし……いや、そうか、簡単にできますね」

「そう、そのための抜け道じゃ。決行の日までに秘密裏に幻魔の全てに接触し、それと並行して外に出る次元の道もこじ開けるのじゃ」

「こじ開けると言っても……どうするつもりなんですか？　今のところ、炎神皇は僕がここにいることについて何も対処していない。それはつまり、あの結界に絶対の自信があるからでしょう？　本当にどうにかできるんですか？」

「うむ。どうにもならんぞ？　ぶっちゃけお手上げじゃ」

「でしょうね。どうにかできるなら僕が放置されている訳がないでしょうし」

「故に」とサーシャは断言した。

「結界ではなく、この世界そのものを崩壊させる」

「……？」

「ここに拳サイズの氷の球があるとしよう……それがこの世界じゃ。そしてそれを両りよう掌てでガッツリと包み込む。これが炎神皇クリフの結界じゃな」

「はい、それで？」

「掌が邪魔で氷は外には動かせぬよな？　じゃが、氷を溶かせばどうじゃろう？」

　言葉の意味するところに思い至り、僕は思わず絶句した。

「正気……ですか？」

「そうじゃ、水滴となり、掌からすりぬけ落ちるという寸法じゃな。壊すのは、球を覆う掌てのひらではなく、氷の球そのものじゃ」

「この世界そのものを破壊すれば、必然的に中の異物は外に出る……そういう筋書きですか？　でも、それだと問題が起きますよね？」

「崩壊はゆるやかに行う。中におる連中は適宜外に出せば良い。そういう調整にするだけじゃ。初しよっ端ぱなにお主と幻魔だけを出して、あとはゆっくり時間をかけて外に出せばよろしい」

「いや、僕が言っているのはそうじゃなくて、それをしてしまうと……」

「うむ。古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアという術式自体が永遠に失われるの。じゃが安心せい、忠誠を誓っている者もおれば誓っておらん者もおる。色んな幻魔がおるが、最後の命令くらいはみな聞いてくれるはずじゃ。雌雄を決する時に支障はない」

「でも、師匠は……幻魔を失いたくないから炎神皇に付き従っていたのでは？」

　僕の問いかけにサーシャは胸を張って「カッカ」と笑った。

「ま、要は我は負けず嫌いということじゃよ。奴に従うくらいならば……宝石箱の破棄を選ぶ程度にはな」

　誇り高いその眼まな差ざしを見て、僕は「らしいな……」と思わず笑ってしまった。

　うん、これでこそサーシャだ。




　──空を舞う、誰も届かぬ孤高の鷹たか。




　僕がかつて、その背中を追おうと決めた男の姿は、確かに今も変わらずここにある。

　そのことが、何な故ぜだか妙に嬉うれしい。

「それに、それくらいのことをせんことには……あの小僧の裏はかけんしの。ということで、お主にやってもらいたいことは二つじゃ」

「一つは幻魔の解放ですね。そしてもう一つは……」

「うむ、我と共にこの世界を崩壊させる術式を組んで欲しいのじゃ。大本の設計図はココにあるから難しいことではない」

　サーシャは、トントンと自らの頭に指先を二回触れさせる。

　と、そこで、僕が抱いている懸念が脳裏を掠かすめた。そうして僕は首を左右に振ってサーシャにこう進言したんだ。

「サーシャ、残念だけど君の計画は破綻している可能性が高い」

「どういうことじゃ？」

「それは──」

　そして、僕の語る疑念を聞いて、サーシャは驚きよう愕がくに顔を歪ませたのだった。
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　と、まあそんなこんなで。

　クラークさんの部屋……正確に言えば客間に戻ることになった。

　で、その後、僕はベッドの上で胡坐あぐらをかき、瞑めい想そうに耽ふけっていた。

　さっき、僕がサーシャに提案したのは二つだ。

　一つは古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジア内からの幻魔を引き連れての脱出案。そして、もう一つはこれだ。




　──天魔の破行。




　まあ、要は特殊なトレーニングの一種だ。

　特殊っていうくらいだから、当然のことだけど普通のトレーニングとは違う。

　まずは精神を魔力に返還して体から分離……まあ、ややこしいので、簡単に言うと幽体離脱をさせるわけだ。

　そして次に、サーシャの居所である世界樹へと魂を飛ばすというわけだね。

　今、僕が向かおうとしている場所は、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの世界から強くリンクされているサーシャの居所である。

　つまりは、世界樹だ。

　更に言うと、世界樹の根を辿たどった更にその先だね。

　サーシャの住んでいる世界樹は、その名前に負けずに霊的な意味で特別な存在となっている。

　その根につながる地脈を通じ、霊的な世界──星の中核へと至る霊脈への道を持っているんだ。

　ちなみに世界樹と古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアは霊的に密接にリンクしていて、精神世界という意味では同一の場所となる。

　だからこそ、炎神皇クリフの張った結界の範囲外なので移動はできるわけだ。

　まあ、肉体を伴っての境界移動はできないし、一歩も世界樹の外には出られないけどね。

　それで、さっきサーシャが話をしていた、古いにしえの十賢人は自身の研究のために、世界を魔力で満たしたと言う。

　その話を聞いた時、実のところ僕は非常に理にかなっていると納得した。

　と、言うのも、僕たちの脳内には魔法を扱うための魔力回路が形成されているんだよね。

　例えば、筋肉の増強であればトレーニング負荷によって、筋繊維の破壊が行われるわけだ。

　そして、以前よりも強い筋肉となって再生する。これが超回復と呼ばれる現象だね。

　脳内の魔力回路については、魔法の反復使用によって摩耗・破損する。

　その後、筋肉と同じく超回復──つまりは大気中に溶け込んだ魔力であるマナの供給を受け、より強く太くなる。

　まあ、魔力回路の強化によって新しい魔法を覚えたり開発したりするのにも、都合が良くなるってことだね。

　で、精神体となった僕が辿たどり着いた場所は、世界樹から地下深く張り巡らされた霊脈の分岐を辿った場所となる。

　つまりは霊的な意味での星の中核だ。

　この中は一面が薄暗い灰色の世界で、地面と空の境目すら知覚できないような、ただただ広大な空間となる。

　ほとんどマナの塊の中にいるようなもので、トレーニングの効率はおおよそ通常の二十倍というデタラメなものになる。

　ただし、幽体離脱を前提とするものなのであまりここに長くいると、本体とのリンクが切れて戻れなくなるというデメリット付きだ。

　具体的に言うと、一日に十二時間、そして連続使用は一週間までがタイムリミットとなる。

　要は、睡眠時間中は精神体となって鍛錬を積むという形になるわけだね。

　で、この制限を過ぎた場合は次の使用まで五十年～百年程度のインターバルを置かなければならない。

　まあ、人間という種族で言うなら一生に一回限りの劇的な魔法技能向上の機会となる。

　サーシャ派閥の秘伝的な修行法なので、当然、四百五十年ほど前に僕も経験している。

　だけど、まあ、生まれ変わっているので制限も消えているという現状だ。

　で、何で今になって僕がここに来たかと言うと、答えは簡単だ。

　炎神皇クリフに対抗するには、今の僕ではあまりにも力が足りないからだ。なんせ、四百年前の僕ですら炎神皇クリフには敵かなわなかったんだからね。

　それに以前よりも炎神皇クリフが力を高めているのは、この前に対たい峙じした時に良く分かった。

　この一週間でどこまでできるかは分からないけれど、せめて炎神皇クリフを一瞬でも出し抜くために……牙を磨かなければならない。

　良し……と拳をギュっと握る。

　そして、僕は以前からの課題であったアレを一定の形に持っていくべく、気合いと共に両掌で頬ほおを叩たたいた。

　しかし、どうして霊体なのに実体をそのまま模したような体なんだろうと……。もっと言えば何故に普通に五感もあるんだろうかと、昔と同じ疑問に首を捻ひねらせる。

　と、その時──

「あれ……エフタル？」

「え……マリア？」

　気が付けば、そこにはマリアの姿があった。

　え？　これは一体どういうことなんだ……と、僕は困惑のあまりに固まってしまう。

「ああ、夢か……エフタルは今、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアとかいうわけ分かんない世界にいるんだもんね」

　そう言って何やら納得した表情のマリアなんだけど、はたして……これは一体どういう状況なんだろうか。

「どうしてマリアがここに？」

「え？　ああ、そのことね。私たちを放置しておくと、炎神皇クリフが人質に取ってくる可能性があるからって。エフタルの関係者も屋敷に缶詰めの状況だしね。それで、私たちは公爵屋敷からサーシャ様の家……世界樹に連れていかれて……」

「うん、それで？」

「最低限、自分の身は自分で守れるようになれって。まあ、焼け石に水だろうけどとは言ってたけど……こんな感じでやれば多少はマシになるってメモを渡されたのよ。で、気が付いたらこの状態ってこと」

　なるほど、状況は大体理解できた。

　で、僕はマリアが懐から取り出したメモを受け取った。

　恐らくトレーニングメニューが書かれているんだろうと思って見てみたんだけど──

「サーシャ……それはこの子には無理だよ……」

　はたして、そこに書かれていた内容と言えば、それは酷ひどいものだった。

　死ぬ気で鍛えてレベル７くらいは使えるようになれ。

　メモには、それだけしか書かれていなかった。そう……本当にただ、それしか書かれてなかったんだ。

　いや、何て言うか、師としてのサーシャって無む茶ちや苦く茶ちやだからね。

　技は見て盗めが基本だし、あと、天才肌なので純粋に人に教えることも苦手だ。

　ズガガガーっと魔力を練ってズバババーっと術式を形成してドカーンとレベル10を放つのじゃ……とか、終始そんなノリだ。

　僕も魔法大学院を卒業して、冒険者稼業もかじってから弟子入りしたし、基礎ができている状態でなければ１００％理解不能だと断言できる。

　しかし……と、僕は思う。

　実際問題、ここを使えるのは一生に一回なのだ。

　おおよそ半年間の鍛錬に匹敵する、劇的な効果のある貴重な一週間を……ドブに捨てさせるのもいただけない。

「えーっと、マリア……ちなみにマーリンは？」

「スヴェトラーナ様と一緒に公爵屋敷に詰めてるわね。フレイザー様……オルコット公爵やセシリア様、他にもエフタルのお母様の警護って感じだと思う」

　ああ……スヴェトラーナもか……。こりゃダメだね。

　これで明日以降、そっちにトレーニングメニューを組んでもらうセンも消えてしまった。

「仕方ないな……分かったよ。僕が面倒みてあげるから」

　と、そこでマリアは喜色を浮かべ、合点がいったように頷うなずいた。

「ああ、なるほど、そういうことか。いやー、実はおかしいと思ってたのよね」

「ん？　おかしい？」

「いや、このメモ……ぶっちゃけワケ分かんないでしょ？　説明もほとんどなしだったし。でも、ちゃんとサーシャ様は用意してくれてたんだね」

「用意っていうと？」

「アンタよアンタ。エフタルの幻影だか複製だか分かんないけど、ここでの私のトレーナーがアンタって感じで用意されてたわけなんでしょ？」

　いや、それは違う……と言いかけたところで、みなまで言うなとばかりにマリアは右手で言葉を制してきた。

「でも、ホント良かったわー。やっぱ、私を教えてくれる人はエフタルが良いしね。いや、ぶっちゃけエフタル以外は無理だし」

「ん？　僕以外は無理？」

「魔法学院の教師とかにも、なんか言われたら私ってイラっときちゃうタチなんだよね。マーリン様みたいな本当の実力者が相手でも、注意されるとイラっときちゃう」

「まあ、君は素直じゃないからね」

「でも……アンタに言われたら素直に従っちゃおうって思うのよ。そんな気持ちになるのはアンタだけなんだよ？」

「……」

　いや、そう言われてもどう反応すれば良いんだろうか。

　しかし、本当にこの子は色んな意味で扱いに困る子だね……と僕は溜ため息いきをついた。

「でさ、そういう意味では、やっぱり一番アンタの言うこと聞いて真面目に魔法の練習してるのは私なのよ。アナスタシアとかも真面目なんだけどさ、洗濯とか掃除とかそっち系メインに頑張ってる感じでさ」

「ちなみにシェリルは？」

「シェリルは……まあ天才ね、死ぬほど努力してるの見たことないけど一番強いし……ま、子供だし不思議ちゃんだし、頑張りすぎないって意味でもそれでいいけどさ。でも、私はアンタが指示したことの何倍も……一日も欠かさずにやってるからね」

「君が良くやっているのは否定しないよ」

「だから……」と、マリアは少しだけ紅色に頬を染めて言葉を続けた。

「ご褒美が欲しいのよ」

「ご褒美……？」

「だから、褒めて欲しいって言ってんの。マリアは頑張ってるね、凄すごいね、偉いねって言って欲しいって言ってんの。そしたら私──もっともっと一いち途ずに魔法の道に打ち込める。アンタの役にも……いつかは立てる。意外かもしんないけど、私ってそういう単純な子なんだからね」

「……君の目的は僕に褒められることじゃなくて、エルフの里の連中を見返すことだろう？」

「そりゃあ、最初はエルフの里の連中を見返したかった。それは認める。でも、いつの間にかアンタの役に立ちたいって。お荷物なままじゃいたくないって……アンタに褒められたいって、一目置かれたいって──」

　そうして、マリアは照れ臭そうに笑って言葉を続ける。

「──誰かを見返すなんて、そのついでで良いんだ。今はそんなことを思ってる」

「まあ、色んな理由があって良いんじゃないかな」

「しかし、本物じゃないってだけで……素直になれるもんだね。不思議だよね……好きって気持ちを伝えるよりも、こういうことを言う方がよっぽど抵抗あるなんてさ。でも、それでもちょっと……面と向かってこういうことを言うのは、やっぱりちょっと恥ずかしいかも」

「素直な方が可愛かわいげがあって良いと思うよ」

　そう言うとマリアは「えへへ」と、やはり照れ臭そうに笑った。と、その時──

「そうなんですよ。マリアさんは素直にしてると可愛いと思うんです」

「……私も嫌いではない。どんどんそういうマリアを前面に出していくべき」

　まあ、アナスタシアとシェリルが現れたわけだ。

　考えるべくもなく、そりゃあそうだろうなというところなんだけど、マリアはその瞬間に挙動不審になって狼ろう狽ばいした様子になった。

「あ、あ、あんたたち……ど、ど、ど、どこのあたりから聞いてたの？」

　質問を受けて、アナスタシアはポンと掌てのひらを叩いてニコニコ笑顔でこう言った。

「……私を教えてくれる人はエフタルが良いのあたりですね」

　それを聞き、マリアは瞬間湯沸かし器のように、顔を真っ赤にしてその場で叫んだ。

「それって全部じゃないの！」

　と、そこで僕も今まで言いそびれていたことを言ってしまおうと思い立った。

「えーっとマリア、君は勘違いをしているようだけど僕は……幻影でも複製でもなんでもなく……本人だ」

「へ？」

「だから、本人だ」

「いや、だってアンタは古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの中にいるんじゃないの？　で、脱出のために色々やってるんじゃないの？　こんなところに来られるわけないでしょ？」
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「古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアはサーシャの世界樹の住居につながっているから……魂だけなら世界樹まで渡ることができるってことだね」

「……マジ？」

「うん」

　そこでマリアの顔が真っ赤を通り越して、灼しやく熱ねつのマグマの様相を呈してきた。

　そうして彼女は半泣きになりながら首を左右に振った。

「ナシ！　ナシ！　今の話無し！　忘れて！　忘れて！」

「いや、忘れろと言われても……」

「アンタなら忘却魔法とか簡単にできるでしょ！」

「君にかけることはできるけど、僕自身にはちょっと……無理かな」

「ああ……ダメ……穴があったら入りたいとはこのことだわ……」

　と、まあ──

　そんなこんなで、僕たちの夜の一週間が始まったのだった。




　　　　☆★☆★☆★




「まずは基本中の基本。とにかく魔法を打ちまくって脳内魔力回路の強化を行うこと。即時に疲弊した魔力回路をマナが修復してくれるからね。こんな機会は二度とないから」

　この子たちの場合はとにもかくにも、魔力回路が脆ぜい弱じやくで話にならない。

　まあ、本来は子供の頃から鍛えて、二十年程度でようやく使い物になるっていうモノだから仕方ないんだけど。

　で、超回復のやりすぎで頭が疲れてヘロヘロになった辺りで、レベルを上げた新魔法にチャレンジさせるというのが今回の指導方針だ。

　あと、僕は僕で自分も鍛えなきゃいけないのもある。ぶっちゃけ、この子たちが基礎練習の反復に時間のほとんどを使う状況は非常にありがたい。

「さて……」

　ただただ果てしなく広い灰色の空間を飛ひ翔しよう魔法で飛んでいく。

　基礎反復練習をやっているアナスタシアたちから遠く離れた場所に到着したところで、僕は座禅を組んで精神の集中を始めた。




　──炎神皇クリフにも届きうる領域の新技……レベル10魔法剣：雷神皇エフタル。




　今回の人生でずっと考えていた僕の魔法剣としての目標なんだけど、まだまだ完成には程遠い。

　術式の理論自体は仕上がっている。

　例えば、相手が動かない的であり、尚なお且かつタメの時間が十分に取れれば発動は可能だ。

　だけど、どうにも運用面に不安がある。




　──恐らくは魔法適性がネックになっている。




　と、いうのも、剣に施した術式に、素早く魔力が走ってくれないんだ。

　今はまだ到底実戦では使えるレベルにない。

　けど、せめて上手うまく隙を突けたような時には使えるように……今回である程度まではカッコをつけておかないといけない。

　そんなことを考えながら、右手で刀を鞘さやから抜いて前方に突き出し、魔法を載せていく。

　そしてマジマジと術式を載せた刀身を眺める。

　何な故ぜに、時間がかかるのか。どうすれば、時間を短縮できるのかを再度見直していく。

　と、その時、僕は背後に気配を感じて刀を後方に振るった。

「……誰もいない？」

　殺気を読み誤った？　この僕が？　と、横合いから声が聞こえてきた。

「四百年ぶりか……懐かしいな雷の使い手よ」

　その声に、そしてその姿を見て僕は絶句した。と、言うのも──

「魔王……？」

　僕たちが四賢者から四皇と呼ばれるに至った理由。

　かつて世界を暴力によって大混乱に陥れた存在が……首だけの姿となってそこに浮かんでいたのだ。

「なるほど。これで理解した。炎の使い手の言っていた転生者とは貴様のことか」

「炎の使い手……炎神皇のことか？　いや、それ以前に魔王城で確かに僕たちが討ち取ったはずだ」

「首だけを持ち帰った変わり者……炎の使い手によって我は仮初の生を与えられた。今は亡霊として霊脈を巡るだけの存在よ」

　立ち上がり、刀を首に向けて構える。

「争う気はない。既に我は呪いからは解放されている故にな。ただ──忠告に来ただけだ」

「忠告だと？」

「女神の間で死に戻りを選んだ貴様は十賢人からしても特異点。呪い──自他を巻き込む破滅から逃れているが故に、より色濃き冥府魔導へと誘いざなわれる」

「何を……言っている？」

「貴様の力への渇望。いや、それすらも奴やつらの掌の上なのかもしれん。雷の使い手よ──最後に謎かけだ」

　そうして魔王の首はニヤリと笑ってこう言った。

「貴様は地球で、いつの時代にどのように死亡し、そしてこの世界に来た？」

　ゾクリと、背中に冷や汗が走る。

　そんなこと、今まで僕は考えたことがなかった。

　柔道の技を高校の時に身に付けたことは覚えているけど……と、そこで鋭い頭痛に襲われる。

　確かに僕には日本の知識がある。

　教育制度や、長期政権の首相の名前だって分かるし、カレーが美味おいしいことだって知っている。

　けど、家族の名前も顔も思い出せない。

「雷の使い手よ、更に問う。地球での貴様の名は？」

「……分からない」

　何だ、何だこれ？

　思い出そうにも、地球での僕がどんな人間だったのかも全く分からない。

　本当に……名前すらも分からないんだ。中学は？　高校は？

　知識としては通っていたことは覚えているが、具体的にどんなところだったかまでは分からない。

　友達に誰がいたとか、そういうことが一切……分からない。

　それに……大学を卒業してからに至っては、知識としてすらも思い出せない。

　本当に、何なんだ……これは？

「然しかり。予測通り……か」

「魔王……お前は何を知っている？　何故、僕は……今まで……このことに疑問を感じなかったんだ？」

「お前は特別な存在ということだよ。そもそもが──死に戻りなどというスキルは十賢人の仕組んだシステムには備わっていないのだから。一つだけ言うと浮遊島の真下──お前たちが冥界と呼んでいる場所は２０８５年の新宿だ」

「新宿……？　あの廃都からは生命の気配は感じられなかったし……冥界は遥はるか昔から存在するはずだ。それに２０８５年の近未来？　いや、あるいは……日本は一度滅んでいるってことなのか？　ここは……僕のいた地球の時系列からは超未来にあたるとでも言うのか？」

「語弊があったな。正確には──新宿を模した場所だ。炎の使い手、その妹ブリジット──全ては最初から仕組まれていたことなのだよ」

「ブリジットだと？」

　どうして、その名前が今出てくるんだ？

　ゾワゾワと背中の肌が粟あわ立ち、魔王に「何故」と問いかけようとしたところで、僕は大きく舌打ちをした。

「消えた……か」

　何が何やら分からない。が、どうにも……炎神皇クリフが変わってしまったことには、想像もつかないような裏がありそうだ。

　と、僕は深く溜ため息いきをついたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




　その翌日。

　僕は石造りの暗い独房に入れられ、拘束椅子に乗せられていた。

「お前がクラークのお気に入りということは分かっている」

　僕の眼前に立っているのは初日に会った看守長だ。焼き印なんかをあててきた人だね。

　まあ、焼き跡は残ってないんだけど、色々と不味まずいので幻影魔法でそれらしい跡は作り出しているのでそこは心配ない。

「分かっている上で僕にこんな仕打ちをしているわけですか？」

　僕の問いかけに「やれやれだ」とばかりに看守長は肩をすくめた。

「確かに奴は代々の申し送り事項でこの監獄島では触れてはいけない存在だ……が、奴の立場も今は微妙なんだ」

「微妙？」

「炎神皇クリフによる新体制で状況が変わった。今もクラークは新しい獄長と今後についての話をしているはずだ」

「……何が言いたいんです？」

「奴に新体制での立場を分からせるために、お前をここに連れてきたわけだ」

　看守長の言葉通り、今朝、僕が古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジア崩壊のための術式を部屋で組んでいると、突然に看守長が現れて僕は連行された。

　その気になれば簡単に抗あらがうことはできたんだけど、今は僕は監獄内で目立つわけにもいかないしね。

　で、大人しくついてくるなり、独房に入れられて拘束椅子に座らされたというのが今の状況の顛てん末まつだ。

　ちなみに、クラークさんは早朝に監獄長から呼び出しを受けたということで出ていったので、看守長の話は本当だろう。

「……これは貴方あなたの独断なのですか？」

「ああ、独断だ。昔から俺はクラークを苦々しく思っていたからな」

「……なるほど」

「その拘束椅子は何らかの魔力を使用した瞬間に反応するようになっている。クラークから護身用の魔導具なんかを貰もらっていたとしても使わん方が良いぞ」

「反応？」

「ああ。レベル５相当の爆発が起きて、その瞬間にお前はお陀だ仏ぶつだ。抵抗や逃亡は試みない方が良い」

「で、僕をどうするつもりなんですか？」

「お前にはここで三日ほどの間、缶詰めとなってもらう。いくらお前でも三日三晩殴る蹴るの指導を受ければ多少は応えるだろう」

　これは、困ったな。

　とりあえず術式を組むのは頭の中だけでの話だから問題なく組めるんだけど……。

　それに、レベル５の爆発は全く問題ないけど、魔力の使用……つまり、術式を組むことを封じられたこの状況は不味い。

　いくら何でも爆発で無傷でしたでは、目立ちまくってしまうことこの上無いしね。

「それじゃあピッタリ三十分後に他の看守を連れてくるからな。お楽しみはそれからだ。せいぜい……初日の舐なめた態度を後悔しておくことだ」

　しかし、サーシャの基本方針として矯正のために手荒いことは認めているんだけど、これってただの虐待だよね。

　まあ、それは看守長個人としてダメダメってことなんだろうけれど。と、そんなことを考えていると、高笑いと共に看守長は去っていったのだった。










　そして三十分後。

　宣言通りに看守長は五人の看守を連れて独房に戻ってきた。

　で、部屋の惨状を見るなり──

「な、何が起きているんだっ!?」

　大層な驚きようだけど、それはそうだろう。

　何しろ部屋の中は爆発で黒焦げで、中央に僕──いや、クラークさんが立っていたのだから。

「ク、クラーク!?」

「あの子には帰ってもらったよ。しかし、好き放題やってくれたみたいじゃないか」

　僕がやったことは単純だ。

　幻影魔法を僕自身にかけて、クラークさんの姿になるということ。

　こうすれば、多少の無む茶ちやをしても僕じゃなくてクラークさんが暴れたという風にできる。

　と、僕は看守長へ向けて数歩、歩み寄る。

「少し、君の行動は良くないな。監獄長の命令というわけでもないんだろう？」

「そ、それは……」

「エフタル君には二度と手を出すな」

「クラーク……いつまでもお前の天下と思うなよ？　状況は変わっ──あぎゅっ！」

　髪を掴つかんで、右方の壁に向けて放り投げる。

　房の単位で毛髪が抜けて、根元からは血が舞った。

　壁に鼻からぶつかったようで、こちらは鼻骨がオシャカになったようだ。

「きさ、貴様っ！　俺に向かって……っ！」

　どうやら、まだ元気なようだ。なので、再度ゆっくりと看守長に向けて歩を進める。

　そして、彼の頭部に手を伸ばし、耳を掴んで力任せに腕を振る。

「グギャっ！」

　耳がちぎれる寸前で手を放してやったが、そのまま看守長は地面に倒れこんだ。

「二度と手を出すな……分かったね？」

「……」

　不満げな表情だったので、睨にらみつけながら念押しする。

「分かったね？」

「……はい」

　良し、これにて一件落着だ。

　と、その時──独房の外がにわかに騒がしくなった。

　何人もの看守たちが慌ただしくどこかに向けて駆けていく音が聞こえてきて、どうしたものかと思っていると、こんな声が聞こえてきた。

「緊急事態だ……このままだとこの浮遊島が……落ちるぞっ！」










　看守たちの走り去る方向の突き当たりに扉があった。

　開いて中に入ると──そこは屋上になっていたんだ。

　テニスコート数倍分の大きな面積、滑なめらかな石造りの外壁の上では総数二十人程度の人員が慌てた様子で口々に大声で何かを叫びあっている。

　人間の看守、イフリートの看守、その誰しもが頭上を見上げて狼ろう狽ばいした様子だ。

　と、その中に落ち着いた様子の男が一人……これは前に見たここの監獄長だね。

「ん……？」

　監獄長は一瞬だけ顔をしかめる。

　擬態が気づかれたかと思ったけれど、すぐに彼は「やれやれだ」という風に肩をすくめた。

「クラーク、炎神皇クリフの介入でこの世界が不安定になっているのは知っているな？　不味いことになった」

「……」

　言葉に沈黙で応じる。

　まあ、僕はクラークさんじゃないからね。下手に喋しやべるとボロが出るかもしれないという懸念からだ。

「アレを見てみろ。恐らくはサーシャが堅持していた冥界に対する結界が弱まっていることが原因だ」

　指さされた方向を見ると、そこには……猛烈な速度でこちらに向かってくる浮遊島の姿が見えた。

　遠くに見る限り、半径二百メートルほどの大きさだろうか。

　直撃すれば、こちらの浮遊島は瞬く間に瓦解してしまうことは想像に難くない速度とサイズだろうね。

「監獄長、あの島は無人なのか？」

「ああ、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジア内の浮遊島の大体がそうであるように、アレもまた無人だな」

「なるほど……状況は分かったが、それでどうするというのだね？」

「こちらの戦力……炎呪蟲は近接特化型の魔物だ。そして、私もどちらかというと防壁を張ったりのサポート専門でね」

　監獄長は肩をすくめているポーズから「お手上げだ」とばかりに両手を挙げる。

「だから、不味いことになったと言っている。つまりは、炎神皇クリフはここに拠点管理用の戦力しかおいていないわけだ。あの浮遊島を落とすだけの大火力が手駒に存在しない」

　そうして監獄長はしばし何かを考えて、深く溜息をついた。

「幸いなことにアレがこちらにぶつかるまで、ほんの少し時間がある。最悪の場合は……現実世界に連絡を取って炎神皇クリフのお出ましを願うことも想定内だ」

　それは……不味いな。

　そうなってしまえば、炎神皇クリフは僕を放置し続けることはしないだろう。

「しかし監獄長よ、最悪の場合ということは……他に策はあるということか？」

「ああ、私もまた炎神皇クリフと同じく手段は選ばん。つまりは幻魔の一部を解き放ったということだよ」

　そこで屋上の扉から、イフリートの看守五名に連れられ、手て枷かせをつけられた二メートルを超えんばかりの大猿が現れた。




　──斉せい天てん大たい聖せい……別名、孫そん悟ご空くう。




　どうやら、浮遊島の処理をあの幻魔に任せるというところだろう。

　確かに幻魔の中では一、二を争う武闘派だ。中国仙人伝承のルーツであれば[image: な]な吒たと並んで破壊活動を得手とするので、適任とはいえる。

　けれど……と、僕は大猿に声をかけた。

「私も手伝おうか？」

　すると斉天大聖は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をして、しばしその場で固まった。

　そして眉間に皺しわを寄せ、猛烈な勢いでそのコメカミに青筋が幾本か走った。

「アア？　何言ってんだお前？」

　そのまま胸倉を掴まれて、斉天大聖は額と額がくっつきそうな距離まで顔を近づけてきた。

「まるで俺様一人じゃ無理だって言ってるように聞こえるんだけどよ？」

　そうして、「引っ込んでな」との言葉と共に僕をドンと突き放した。

「おめえは所詮、サーシャの弟子だ。俺様みてえな最上位幻魔を上回るような化け物がそこらにいてたまるかよ」

　まあ……伝承通りの聞かん坊ってところだね。

　お釈しや迦か様さまの掌てのひらの上で踊って、三さん蔵ぞう法ほう師しとの出会いで丸くなっているはずなのにコレとは……。

　そして斉天大聖は頭上を見上げて、掌を前方に突き出した。

「出いでよ──如意棒っ！」

　何もない空間に現れたのは、巨大な赤い棒。

　棒というよりも、柱……いや、もはや巨大建築物の領域だね。

　直系は五メートル、長さは三十メートルといったところか。

　そうして如意棒は見る間に赤黒い獄炎に包まれた。

　見たところ、レベル９相当の炎と爆裂魔法を如意棒に付与しているようだ。

　と、そこで斉天大聖が念を込めると同時に、パンっと乾いた音と共に如意棒は遥はるか遠方の浮遊島に向けて飛び出していった。

　乾いた音は音速を突破した合図で、つまりは衝撃波ソニツクブームの発生音である。

　音速を超えた超巨大質量に、レベル９相当の爆発魔法。威力だけなら、レベル10の殲せん滅めつ魔法に到達しているだろう。

　流石さすがは伝説の暴れん坊──その肩書に偽りなしといったところだ。

　二百メートル半径の浮遊島なら、あれの直撃を受ければ粉こな微み塵じんにとまでは言わないまでも、破片となって爆裂四散するだろう。

　そう、直撃さえすればね。

　そして如意棒は遠方の浮遊島に吸い込まれていき、遠くで大爆発が起きた。

「はは、俺様の如意棒にかかればこれくらいは朝飯前……何っ!?」

　はたして、爆発の煙が晴れた時、そこにあったのは──その体積の二割程度が消失しただけの浮遊島だった。

「なん……だ……と？」

　斉天大聖の失敗はあの浮遊島の表面に、魔術的な防壁が仕込まれていたことに気づかなかったことだ。

　冥府というものは、実のところは僕にも良く分からない。

　けれど、あの浮遊島は何らかの意思の下にコントロールされている質量爆撃兵器としての側面もある。

　その観点から注意深く観察すると、それに気づくことは難しいことじゃあない。そう、中心点に近いところにある防壁の薄い部分も含めてね。

「どうやら、選手交代のようだな」




　──索敵魔法行使。




　知覚を限界まで広げ、浮遊島に関する全ての情報を一気に吸い上げていく。




　──対象までの距離はおおよそ八キロメートル。相対速度については時速二百二十三キロ。




　索敵で上がってくるデータをもとに、対象の予想軌道を演算。

　そして、防壁の薄い部分は浮遊島のおおよそ中央……十メートル四方の穴──




　──ここだっ！




「レベル９：流星撃メテオスマツシユ」

　僕の放った巨炎の塊は弧を描いて浮遊島へと向かっていく。

　予想していた軌道と実際の軌道の誤差は数ミリ……十分に許容範囲内だ。

　そして、着弾と同時に、光に少し遅れ、けたたましい音と爆風が周囲に吹き荒れた。

「馬鹿な……この距離を……正確に……当てただと？」

　小さく分離し、浮遊能力を失った岩塊がバラバラと重力に導かれて落下していく。

　無惨に、跡形もなく、粉々になって消えていく。そして、僕は一件落着だとばかりにパンと掌を鳴らした。

「まあ、威力だけなら君の技の方が上だろうがね。正確に分析して敵の急所に当てる──それも大事だ」

　そう伝えると、斉天大聖はニカリと笑ってこう言った。

「人間の癖にやるじゃねえか。俺は強い奴やつは認めてやる主義なんだ」

「ああ、君の技も素晴らしかったよ」

　そうして、僕たちはガッチリと握手を交わしたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




　部屋に戻ると、クラークさんがいたので僕とサーシャは昨日のことと今後の方針について説明した。

　蛇の道は蛇ってことで、この監獄島に一番詳しい人間から情報を収集しようということだね。

　ちなみにサーシャの姿を見た瞬間に、クラークさんは驚いてその場で卒倒しそうになっていた。

「エフタル君。幻魔の解放で一番問題になってくるのはやはり……看守だね」

　テーブルを挟んで対面にはクラークさんという形。

　監獄内だというのに相変わらずの生活ぶりで、上級の茶葉を使った上品なお茶を出してくれている。

「まあ、そうでしょうね」

「さきほど監獄長と話をしたんだが、幻魔の区画は君が来たということで警戒が強まっているらしい」

「えっ!?　相手はこちらの動きを既に見透かしているということでしょうか？」

「いいや、違う。滅めつ多たに新たな収容者なんて現れない訳で、単純にイレギュラーが起きたということに対する対応だ。具体的には、イフリートの看守が一つの幻魔の檻おりにつき一人見張りにつくようになったらしいよ」

　ふむ……と僕は思案する。

「それってひょっとして……」

「ああ、抜け道を使って接触しようにも難しいと思うよ」

「でも、僕は光学迷彩や気配消しで、ある程度なら気づかれずに動くことも可能ですよ？」

「所詮、それらは不意打ちにおける騙だましのテクニックだよね。何かが起きるかもしれないという前提で、目を凝らしている相手だよ？」

「確かに……イフリートも上位の使い魔ですしね」

「次の新月──この世界に炎神皇クリフがメンテナンスのためにリンクするまで十日ほどだ。その程度の期間なら、看守の緊張感は持続するだろう」

「じゃあ、どうすれば良いんでしょうか？」

「そこで……だ」と、コホンとクラークさんは咳せきばらいをした。

「私に任せて欲しいんだけどさ、幻魔の収容区画にも何人か知り合いがいるんだ」

「ん？　幻魔の区画を仕切っているのは……全て炎神皇の手の者なのでは？」

「炎神皇クリフの方針は、システムを流用する形だ。前回のメンテナンス時の割り振りで……何名かは向こう側にも元からいた人間の看守もいるってことさ」

　イフリートやら炎呪蟲が闊かつ歩ぽする区画で、普通の人間がいるという状況か……。

　想像するに、本人たちにとっては、それは災難以外の何物でもないだろう。

「それでその看守には当然、私の息がかかっているという訳だね」

　と、そこでクラークさんはニコリと白い歯を見せた。

「幻魔の見張りは交替制でね……だったら、狙い撃ちで行こう」

「知り合いの看守がいる時であれば、向こうは『見てみぬ振り』をしてくれるという理解で良いですかね？」

「うん、そういうことだ」

　お互いに頷うなずき、僕は一気に紅茶を飲み干した。

「じゃあ、早速……今すぐにでも始めようと思います。話がついたらこちらの息のかかった看守が見張っている牢ろう獄ごくを教えてください」

「それじゃあ、今から根回しをしてくるよ……そうだね、夕方には間に合うだろう」




　　　　☆★☆★☆★




　抜け道を進み、最初の目的地に到着するや否や、サーシャは感慨深げに頷いた。

「ふむ。この気配……この先の檻に入れられている幻魔は[image: な]吒のようじゃな」

「そりゃまた武闘派ですね」

　[image: な]吒と言えば、封神演義に登場する仙人のことだ。

　知名度から西遊記にも登場し、天界の軍を率いて斉天大聖：孫悟空を相手に大立ち回りをし、それはそれは滅法強いらしい。

　無論、サーシャの幻魔の中でも当然、武闘派の筆頭に名を連ねる。

　使い魔としては最上級……というか、ランク付けすらできないレベルだね。

「しかし、変だな……」

　通路を歩きながら、微かすかに違和感を覚える。どうにも、前回と何かが違うような……？

　そして、その違和感の理由はすぐに分かることになった。

　と、いうのも、目的の場所に辿たどり着いても出入口らしきものが見えないし、向こう側も見えない。

　出入口となる次元の歪ゆがみ自体は引き寄せることはできるけれど、抜け穴が開かない。

　そして、よくよく出入口の状況を確認したところで、僕は我が目を疑った。

　実は向こう側は見えていたし、出入口も開いてはいるのだ。

　要は、僕が今見ているのは、向こう側とこちら側の出入口を塞ぐ……鋼鉄の板ということだ。

「穴が塞がれている？」

　塞いでいる板を壊して、中に入ること事態は容易たやすい。

　けれど、それをやるとすぐに向こうに事態が明るみに出る。

　というか、その時点で幻魔の解放の一連の計画は破綻してしまうことになる。

　いや、問題はそこではない。

　問題なのは……間違いなく、相手はこちらの動きを察知しているということだ。




　　　　☆★☆★☆★




　部屋に戻り事情を伝えると、クラークさんは慌てた様子で声を荒らげた。

「何だって？　そりゃ不味まずいよエフタル君っ！」

「ええ、不味いです。しかし、どうしてバレたんでしょうか？」

　そこでクラークさんは「はっ」と息を呑のんだ。

「私が話をつけた看守の誰かから……何かしらの情報が向こうに渡ったのかもしれない」

「当番表を拝借したことに気づかれて警戒されたのか、あるいはそのままの意味で内通されたか……色んな可能性はありますよね」

「内通は考えたくはないんだけど……」

「ええ、まだ内通者がいると決まった訳じゃありませんね」

「……そうだね。信用できる人間を選んだはずだから。当番表なんかのやり取りの関係で、思わぬところからアシがついたのだろう。それとねエフタル君。言いにくいことなんだが……」

「幻魔の解放はもう諦めて、外の世界に出る方法だけに専念しろってことですよね？」

「うん。残念だけど私にはもう解放計画は破綻しているように見える。相手は最大限に警戒しているし、解放に固執するとそこから何かしらのミスが発生して……脱出の計画まで対策を打たれてしまうかもしれない」

「世界の自壊術式についても、相手が気づいている可能性は？」

　そこでクラークさんは首を左右に振った。

「そこは一切気づかれていない……炎神皇クリフはまだ動いていないからね。断言できるよ」

「それはどうしてでしょうか？」

「炎神皇クリフがこちらに直接干渉する時には、結界を一時解除する関係で空に大きな穴が開くからね。ここも大騒ぎになって、すぐに分かるさ。この世界の自壊みたいなことなら、すぐに阻止するために奴は飛んでくるはずだよね」

「なるほど……ともかく脱出の方の術式だけは、絶対に組み上げないといけないってことですね？」

「ああ、君はそこだけに注力するんだ。まずはそれだけをやって、幻魔の解放は別に機会を窺うかがおう」

　と、そこで部屋のドアがドンドンと叩たたかれた。

「何か用かい？　入って良いよ」

　クラークさんの返事と共に看守が入ってきた。そして入ってきた人員の構成を見て、僕たちはギョっとした。

　内訳は五人で、人間が一人にイフリートが四人という構成だ。




　──これは不味い。




　僕とクラークさんは同時に顔を見合わせる。

　ちなみに、サーシャについては連中が踏み込んでくる前に身を隠したようだ。

「穏やかじゃないね、どうして人間の収容区画にイフリートが？」

「クラーク、お前の天下も遂ついに終わりということだ」

「うん、何のことかな？」

「監獄長からのお達しでな。今までは仕組みを変えないという方針から好きにさせていたが、お前は今から特別懲罰房行きだ」

「……理由は？」

「言うまでもないだろう？　幻魔との接触は重罪だ」

　クラークさんはこちらをチラリと見て、お手上げだとばかりに肩をすくめた。

　そして「大丈夫、脱出については口は割らない」と唇の動きで僕に伝えてきた。

　そのままクラークさんが連行されていって……。

　どうしたものかとその場で固まっていると「お前もだ」と、僕もイフリートにポンと肩を叩かれたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




　さて、石造りの監獄だ。

　さっきまで滞在していたクラークさんの部屋は、どこぞの貴族かと思うほどに豪ごう奢しやだった。

　だから余計に、カビ臭いこの感じは中々に思うところはある。

　赤黒い肌の鬼の姿──イフリートの看守が僕にこう語り掛けてきた。

「さて、受刑者エフタル……これはこれは大層なことをしようとしていたようだな」

「何のことか分かりかねますが？」

「幻魔と接触を図って何をしようとしていたのかは分からん。が……ともかくアレ等らに接触することは重大な規律違反だ」

「だから、何のことかが分からないと言っているのですが」

　ブオンと風切り音が聞こえてきて、頬ほおに衝撃を受ける。

　普通の人間なら気絶してもおかしくない力加減の平手打ちだ。

「トボけても無駄って奴やつだ。幻魔に縋すがって、自分の脱走に協力してもらおうとでも考えたのだろう？　しかし、サーシャが抜け道を大量に用意していたとは……それには驚いたがな」

「そんな……証拠もなしにですか？」

「幻魔の完全隔離は炎神皇クリフから絶対遵守を命令されている。この違反については、疑惑だけで罰するに十分だ」

「無む茶ちや苦く茶ちや言ってますね。冤えん罪ざいだったらどうするんですか？」

「お前たちを痛めつければ、他の連中もそんなことをしようとは思わなくなるだろう？　そこが肝心なのだよ」

　そこで、僕はこの部屋に来てからずっと気になっていたことを質問してみた。

「ところで……どうしてあそこの壁だけが鉄板で覆われているんですか？」

「あ？　変なことを聞く野郎だな、お前らが次元の抜け道とかいうワケの分からんもんを使おうとしたからだろうが」

「もしかして、全部の部屋がこうなんでしょうか？」

「ああ、中々に大規模工事ってなもんで俺たちまで駆り出されてな。牢ろう屋やと牢屋の間、仕切り壁の全てにだからな。天井やら床やらにも穴があるという話だったら悪夢そのものだった……そう、それもこれも全部お前らのせいだ！」

　ここまでの看守の言いようでは、少なくともこちらの思惑の核心部分には一切届いていない。

　しかし、ベラベラと無駄に情報を喋しやべり過ぎだ。

　大量に使い魔を使役している関係かは知らないが、少なくともイフリートに関しては相当に質たちが悪そうだ。

「この区画は監獄の中央部分に位置していてな。お前たちをここで収容している間は、鉄格子以外の通路の扉は、ワザと全て開くようにとのご達しだ」

「どういうことなんでしょうか？」

「痛めつけられるお前らの叫び声を、たくさんの囚人に聞かせるために決まっているだろうっ！」

　ふふふと、イフリートは下卑た笑みを浮かべる。

　そしてパチリと指を鳴らすと、二人がかりで荷物を持った他のイフリートの看守が入ってきた。

　持ってきたのは丁度、人間が一人収まりそうな細長い木製の箱だった。

　続けて、麻袋がいくつもいくつも部屋に運ばれてくる。

「と、いうことでお前には……こういう趣向を凝らしてみた」

　イフリートは麻袋を開いて、中に入っていた白い粉末をこちらに見せつけてくる。

「……塩？　何をするつもりなんですか？」

「お前は、塩で保存食を作る原理を知っているか？」

「突然……何を言い出すんですか？」

「いやいや、これは重要なことだからちゃんと聞いておいた方が良い。例えばだ、野菜を保存するときには、まず塩につけて水を抜く訳だ。なにしろ、物が腐る一番の原因は水分だからな」

「……それで？」

「野菜だけじゃなくて肉を塩漬けにしたりすることもある。この場合に大事なのは、塩につけると水分が抜けるということなんだよ」

　そこで、イフリートはこの上のない喜色を浮かべ、おどけた様子で僕に問いかけてきた。

「さてここで問題です。まずはお前を箱に入れて、顔だけを出した状態で蓋をします。その状態で、生きたままに塩漬けにすれば……どうなるでしょうか？」

　前言撤回。

　使い魔としての質は悪そうと思ったけど、人を苦しめるアイデアという点に関してだけ言えば……こいつは及第点だ。

　ともかく、ここで問題を起こす訳にはいかない。

　塩の中に入れられても脱出の魔術式の構築はできるし、世界樹へのリンクは残っている。










　そうして──

　僕はそのまま五日間の塩漬けとなることになった。




　　　　☆★☆★☆★




「はは、こりゃひでえや」

　そんな声で僕は目を覚ました。

　ぼんやりとした視界の中、イフリートの看守が下卑た笑いを浮かべている。

「ああ、白目を剥むいて、舌がベロリと出てやがるな」

　ああ、なるほど。今、僕はそういう状態になっているのか。

「ほらよ、恵みの雨だ。死なれても困るからな」

　バケツに入れられた水が、顔の横から打ち付けられる。

「……」

「反応はロクにないが死んじゃいねえな。ま、死なない程度に俺たちが介護してやるから安心しろよな」

「はは、しかし人間って塩漬けにしたら五日でこんなことになるんですね」

　オマケだとばかりに、イフリートは平手打ちを僕に一発くれてきた。

　そうして、ケタケタと笑いながら彼らは独房から去っていった。

　しばらく待って、完全に連中の気配が消えた頃、僕は目を見開いてコキコキと首を鳴らした。

　しかし、本当に窮屈だね。

　それだけは本当に応えるけど、他は一切問題ない。

　と、そこで僕の正面が光り輝き、妖精サイズのサーシャが姿を現した。

「白目とか、舌がどうとか言っておったが……大丈夫かエフタル？」

「ああ、それは幻術ですからね。とりあえず、酷ひどい状態に見えるようにしておいたんです。拷問を受けている人間がピンピンしてたら問題でしょうしね」

「じゃがお主……塩で水分を吸われておるのでは？」

「水なら大気中にいくらでもあります。バレない程度に、魔法で凝結させて絶えず補給していたということですね」

　そうして僕は、トホホとばかりに苦笑いする。

「とはいえ、実際かなりキツいですね。この体勢で身動き取れないから……まあ、あの悲鳴には比べるべくもないですが」

　遠くから聞こえてくる、重苦しい絶叫。

　ここに連れてこられてから、定期的にクラークさんの叫びが聞こえてきている。

　何をされているかは知らないけれど、僕がこの状態なので相当な無む茶ちやをされていることは間違いない。

「で、どうするのじゃ？」

「脱出のための術式はさっき仕上がりました。大人しくするのは……ここで終わりってことですね」

「しかし、どう思うのじゃエフタル？」

「ん？　何のことでしょうか？」

「仮の話じゃが、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジア抜きで外の世界に出たとして、炎神皇クリフに勝てると思うか？」

「まあ、無理でしょう。けれど、僕たちは僕たちのやれることをやるだけです」

　ってことで……と、僕は身体能力強化を起動させた。

　ふんっとばかりに両手を広げて、僕を閉じ込めていた木製箱を破壊する。

　パンっと木片が飛び散ると同時、ズザザザザーっとばかりに塩が地面に流れていく。

　そうして、外に出た僕は大きく腕を回し、続けざまに屈伸をした。

「ちょっと体はぎこちないですけど……許容範囲です。あと六時間後にバステトの公開処刑も始まりますし、それまでに全て終わらせましょう」

　鉄格子を風魔法で切り取り、出口を作る。

　カランカランと落下音が鳴るけど、もうそんなことを気にする必要もない。

　歩きながら、体の強こわ張ばりをほぐすために上半身を回すように捻ひねる。すると、ゴキゴキと腰と背骨の音が鳴った。

「で、どうするのじゃエフタル？」

「まずはクラークさんですね」

　悲鳴が聞こえていた場所に向けて進んでいく。

　そしてクラークさんが閉じ込められている牢屋の中の状態を見て、僕は思わず目を覆いそうになった。

「ああ……こういう状態だったのか」

　部屋の中に見えるのは宙ちゆう吊づりの男。

　良く見ると、異端者のフォークという拷問器具を取りつけられている。




　──異端者のフォーク。




　刃物と言えるレベルで研がれた、鋭いフォークで痛みを与える器具だ。

　それを端的に言うなら、両端をフォーク状に尖とがらせた鉄の板となる。

　使用法は片側のフォークを顎の下、反対側を鎖骨の真ん中にくるようにして対象に取り付けるという形。

　で、何が起きるかと言うと……だ。

　例えば、眠たくなったりして頭をカクンと下げた瞬間に、ブスリと肉に突き刺さる仕様になっている。

　事実、クラークさんの上半身は血に染まっている。

　失血多量で死んでいないのが不思議なくらいだ。

　他にもトゲ付きの首輪とかもつけられているし、四六時中ずっと、身動きする度に皮膚を突き破られるような拷問を受けていたんだろう。

「今、助けますから」

　いつまでもこの状況にさせておく訳にもいかない。牢屋の鉄格子を風の魔法で切断して中に入る。

「これでもう大丈夫です」

　彼の体に取り付けられた器具を取り外してから、最後に吊っていた縄を切った。

「……ありがとうエフタル君。何とか口を割らずにこの時間まで乗り切ったよ」

　しばし押し黙り、そしてクラークさんに向けて僕はこう尋ねかけた。

「それでクラークさん、どうして僕とサーシャを売ったんですか？」

　僕の問いかけにキョトンとした表情でクラークさん……いや、クラークはこう応じた。

「いや、私は口を割ってはいないと言ったはずだが？」

「僕が言っているのは、ここに連れてこられる前の一番最初の話だ。何な故ぜ、隠し通路の情報を炎神皇サイドに流したんだ？」

「ん……？　突然、何を言い出すんだいエフタル君？」

「こういう風に思ったのはいくつか理由はあるんだけど……知りすぎなんだよ、貴方あなたは」

「知りすぎ？　いや、本当に何のことなんだい？」

「最初に感じた違和感は……貴方の部屋に入った一番最初の時だ。『どうやら外では散々な目にあったそうじゃないか』という何気ない言葉──僕は強烈な違和感を抱いた」

「ちょっとエフタル君……怒るよ？　今は冗談を言っている時ではないはずだろうに」

　右みぎ掌てを突き出してクラークの言葉を制し、僕は言葉を続ける。

「オベロンたちですら、何故に僕がここに落ちてきたかは知らなかったんだ。どうして貴方が外のことを知っているんだ？」

「……え？　それは炎神皇クリフの前回の定期管理の時に、外の情報を仕入れたからだけれど？」

「そう、前回の炎神皇のこの世界に対するメンテナンスはこの前の新月だよね。その時点で、貴方は『僕がここにいるだけで、大変な事態に陥っている』と察することができる情報を持っていたんだ。例えば、僕が炎神皇と敵対する可能性であるとかね」

「だから、それは前回の新月の時の話だろう？　その時点で、君と炎神皇クリフはいつでも敵対してもおかしくない状態だっただろう？」

「オベロンですらそれを知らないということは、サーシャはこの世界での手駒に情報を伝えていないということなんだ」

「だから、そこが違うと言っている。私にだけはサーシャ様は伝えていたってことだろう？」

「確定なのは、サーシャは最初からこちらに寝返る前提だったということ。そうであれば、もしも状況を伝えるなら、僕に接触する可能性のある幻魔には等しく伝えているはずなんだ。僕に後で協力するように……とね。しかし、サーシャはそれをしてない。つまりは一律に伝えていない、あるいはサーシャが中に状況を伝えることが炎神皇に許されてない状態のはずなんだ」

「しかし、それは推論であって確証はないだろう？　私にだけしか伝えられなかった事情もあったのかもしれない」

「ええ、確かにそれだけじゃ確証にはならない。だから、僕はずっと貴方を観察もしていたんだ」

「……観察？」

「貴方と僕が出会った翌日に、幻魔の警備が厳しくなったよね？」

「それもただの言いがかりだ。それはたまたまの話で……」

「確かにたまたまかもしれない。百歩譲ってそれをおいておくとしても、決定的なのは隠し通路を塞ぐ鉄板の位置だ。看守たちはあまりにも完璧に対処をし過ぎなんだよ」

　そこでクラークの顔色に、初めて陰りの色が生じた。構わず、僕は言葉を続ける。

「そこは人が潜り込むことなんて到底できないほどの薄い壁だ。本来なら抜け穴とだけ聞いて対処されるような場所じゃない。けれど、ピンポイントで全ての部屋でそこだけが塞がれていた……これの意味するところはただ一つだ。抜け穴の位置を炎神皇サイドは正確に把握していたことに他ならない」

「……」

「幻魔と接触する際に協力してくれるはずだった看守……貴方以外から情報が漏れたとすればそこしかない。そして、その看守に対して貴方が抜け穴に関する話をうっかり口を滑らせて、そこから計画が露呈したとしよう。けれど、わざわざ牢ろう獄ごくと牢獄の仕切りの壁に抜け穴があるという風な伝え方をするかい？　情報が漏ろう洩えいした時のことを考えて普通は伏せるよね？」

「……」

「確かに全て推論でしかない。でも、三つ重なれば僕の中では確証たりえる」

　ピシャリと言い放つと、やれやれとばかりにクラークは肩をすくめた。

「まあ、全くもってその通り。君の言う通りなんだがね」

「何故、裏切ったんだ？　僕ではなく……サーシャをね」

「私は強さに憧れていてね。そもそもサーシャの弟子になったのも奴やつが強いからだし、それ以外に理由もない。そこに最強と思っていたサーシャよりも、もっと強い炎神皇クリフが現れた。すごくシンプルで分かりやすくないかい？　エフタル君？」

「なるほど……ね」

「ところで、こちらにも疑問がある。最初から気づいていたとして、君はどうして今頃になってそんなことを言い出したんだい？　まさかとは思うが、脱出前に『僕は実は気づいていたんだよ』と、勝利宣言でもしにきたのかい？」

　そこで滑稽だとばかりにクラークは「クックック」と笑い始めた。

「良いことを教えてあげよう。どうして私が君たちのしようとしていた幻魔の解放については邪魔をし、外の世界への脱出については邪魔をしなかったのか。それはねエフタル君、君たちがここ数日必死に構築していた術式は全く意味のないものだからだよ」

「意味のないもの……だって？」

　問いかけに対して、ニタリと醜悪な笑顔でクラークは応じた。

「サーシャの提示した設計図に沿って、術式を自壊させるプログラムを組んだのだろう？　そんなことは炎神皇クリフは当然予測している。前回の新月──最初のメンテナンスの時に、炎神皇クリフは設計図そのものを一部書き換えていたのだよ」

「その話が事実とすれば……確かに僕が用意した術式は無む為いに終わる可能性は極めて高いね」

「そう、だからこそ炎神皇クリフはエフタル君がこの世界に来てもタカをくくっていたんだ。あの方は慎重だからね……絶対の自信がないと君のような存在は放置しないさ。ふふ、はは、ははははっ！」

　腹を抱えて笑い始めたクラークは、心の底から愉快だという声色で言葉を続ける。

「さあ、どうだい？　周到に準備した結果、ようやく外に出られると思ったら……その全てがご破算になった気分は？」

「……」

「まあ、書き換えられているものとは気づかずに、間抜けな君たちは必死に起死回生の脱出の方法を構築した。いやはや、これは正に滑稽だったよ」

「……」

「幻魔の解放もできない、脱出すらできない。あとは新月を待ち、炎神皇クリフがこの地の巡回に訪れ、全てが終わるんだ」

「そういうことだったのか……」

「はは、雷神皇が聞いて呆あきれるね。いや、そもそもが君は劣等の四皇だったか？　今は炎神皇クリフに服して檻おりの中──この先は一生外にも出られずに、この世界で酷ひどい目にあいながら死を待つばかりというところ……ふふ、はははっ！　本当にお笑いだね！」

　と、そこで何かを思いついた風にクラークはポンと掌てのひらを叩たたいた。

「まあ、改心して今から私に土下座の一つでもしてみるなら、可愛かわいげがあると思ってやらないこともないよ？　地獄にあっても、多少の手心も加えるということはできないでもないからね」

　さて、好きに話をさせるのはここらで良いかな。

　これ以上、クラークに好きに喋しやべらせても目新しい情報は何も出てこなそうだし。

「いやはや、本当に面白い脱走計画だったよ」

「知ってたさ、そんなことは。いや、貴方のおかげで気づけたんだ……礼を言うよ。本当に流石さすがは炎神皇だね。一見しただけじゃ全く手を加えていないようでいて、要の部分だけはきっちりと書き換えていた。サーシャも気づいていなかったし、僕も気づかなかっただろう」

　すうっと息を吸って、クラークを睨にらみつける。

「──どこかの誰かが要らない工作をしなければ」

「何を……言っている？」

「最初から僕は違和感を覚えていたと言っただろう？　そして、全てが釈しや迦かの掌の上で進んでいると思い込んでいるお前たちは、事実として油断した。だから、コレには気づけなかった」

「な……？　これは……？　ま……さ……か……？」

　監獄内の至るところから流れてくる魔力。

　そこに載せられた術式の意図を悟り、クラークはポカンと大口を開いた。

　僕……いや、サーシャを起点として今まさに起動しつつあるそれは──

「崩壊の術式……だと？　しかし、何故に監獄内の至るところから流れて……くる……？」

　この時、明確にクラークの表情に、困惑と怯おびえの色が走った。

　先ほどまでの血色の良い肌色は既に消え、見る間に青白くなっていく。

「幽閉されている幻魔に接触して、それぞれ分担し、炎神皇が書き換えた部分までもを修正した破壊術式を組むように依頼しておいたんだ……初日にね」

「……はァ？」

「僕の仕上げた術式はお前たちの目をくらますフェイク。本命はコレだ。幻魔はそれぞれが猛者であり、魔術のエキスパートでもある」

「初日だと!?　どうやってそんなことを？　そんな時間はなかったはずだ！」

「僕たちがあの時点で内部を自由に動き回ることができたのは、貴方も知っている通りだよ」

「一対一形式での監視ではなかったとはいえ、それでも看守の目もあったはずだ！」

「光学迷彩、気配消し、そして消音……警戒されていれば気づかれるが、警戒されていなければその限りではない」

「ぐっ……し、し、しかし！　時間が……あの時、私は君たちを観察していたがそれほどに時間はなかったはずだ！　十部屋も回れるはずが……」

「少し、僕の師匠を舐なめ過すぎですね」

　サーシャはコクリと頷いた。

　そして頷くと同時、掌サイズの体を更に小さく細かくし──幾人ものサーシャを形づくった。

「分裂……だと？」

「大きくなったり小さくなったり、突然現れたり突然消えたり、むしろこれくらいできない方がおかしいでしょう？」

「まさか、そうやってあの僅かな時間で……？」

「そう、僕たちは初日で必要なことは全て終わらせている。後はただじっと息を殺して時間が過ぎるのを待てば良かったんだ」

　そうして話はお終しまいとばかりに、僕はパンと掌を叩いて言葉を締めた。

「おかげさまで、万事うまくいきましたよ」

　そう告げると同時、クラークはガクリと膝を折ってその場で尻もちをついた。そして──

「く、く、くうううううっ！」

　と、声にならない慟どう哭こくを上げたのだった。

「し……しかしエフタル君。どうして私にわざわざそのことを告げたんだい？　この世界は炎神皇クリフの結界諸もろ共ともに崩壊しつつあるんだろう？」

「ああ、そうだね」

「だったら、そのまま幻魔と共に外に抜け出せば良いだけなのでは？」

「貴方あなたの案内が必要だからだ。六時間後にバステトの処刑が始まるんだろう？　幻魔の区画の地理は知らないからね」

　そこでクラークは更に顔色を悪くして「あわわ……」とばかりに、その挙動が突然に不審なものとなった。

「エフタル君……その……伝えにくいことなんだが」

「ん？」

「バステトの処刑時刻は……急きゆう遽きよ予定を変更して繰り上げられているんだ」

「……どういうことだ？」

「あの……その…………お前等らを泳がして……脱出計画が破綻した時にバステトが処刑済みであると告げた方が……そちらの方が絶望が二重になって面白いと監獄長が…………お前等は直前に絶対に来るからって……そういう話になって……。いた、痛いっ！　急に何をするんだいエフタル君！」

「早く案内しろっ！」

「正気かい？　幻魔の区画は炎呪蟲が蠢うごめいているんだよ？」

「無む茶ちやでもなんでもないさ。幻魔は初日に力を取り戻している。合流しながら歯向かう連中を叩き潰して、バステトの救出をするだけ──残り時間はどれくらいだ？」

「あの、その……一時間を切っています」

「ゲス野郎がっ！」

　ノータイムで、クラークの鼻っ柱に裏拳を入れる。

「アヒィっ！」

「とっとと俺を案内しろ──こうなりゃ正面突破で脱獄してやるよ！」







サイド：バステト




　──エフタル様、申しつけられたお掃除の仕事は滞りなく終了しました。ご褒美に頭を撫なでてくださいませんか？

　──マーリンやスヴェトラーナに見られると、自分にもやってくれと面倒だ。今回だけだぞ。




　走馬灯というものなのでしょうか？

　昔懐かしいやり取り、記憶の彼方かなた……何十、何百と繰り返された、そんなやり取りを思い出します。

　それは、使い魔としての本業──戦果を挙げた時。

　それは、使い魔としての副業──メイドの仕事で上手うまい仕上がりになった時。

　そんな時は決まって私はご褒美をおねだりして、あの方は困ったように応じてくださったのです。

　エフタル様に拾われる前──

　私は土地の守り神として、民衆を魔物から守っていました。

　来る日も来る日も戦いに明け暮れ、守るべき民からの信頼も厚かったのだと……思います。




　──お救いください女神様。

　──お助けください女神様。

　──我らの命は末代に果てるまで、この土地にて女神と共に。




　そんな民からの期待に応えるために、私は土地を害する邪なる者から民衆を守る盾となり、その仕事に誇りを感じていました。

　そう、あの日までは。

　後に初代四皇に打倒される魔王。

　彼が軍を率いて傍若無人の限りを尽くしていたころ、御多分に漏れず私の守護する土地もその侵攻の波に呑のまれたのです。

　魔王の力は強大で、私の力も及びませんでした。

　せめて土地の民衆だけでも逃そうと、私は命からがら戦場を抜け出しました。

　そして人々の住む集落を回ろうとしたところで、私は……信仰の事実を知りました。




　──なんのことはない。私の敗北を知る前に、住人は既に逃げ出した後だったのです。




　別に彼らを責めるつもりはありません。

　ただ、守護の戦神としての役割を与えられた……私という存在の価値、その程度を知って悲しい気持ちになっただけなのです。

　そして無人となった集落で、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていたその時、私はエフタル様に出会いました。




　──生きる場所を無くしたのなら、俺と一緒に来るか？　ちょうど屋敷のメイドが一人退職したもんでな。




　そうして私はエフタル様の使い魔となりました。

　あるいは、メイドとして同じ時を過ごし、マーリンやスヴェトラーナをエフタル様と共に育てることになりました。

　そして気が付けば私も一緒になって……まるで家族のように笑って泣いて、温かい時間を過ごさせてもらった……と思います。




　──もう一度頭を撫でてもらいたいな。




　そんなことを考えるのは、やはり贅ぜい沢たくというものなのでしょう。

　風の噂うわさで転生し、現世に生まれ変わったと聞いた際は、時が来れば必ず……と思っていました。

　が、どうにも物事は、思い通りにいかないことのほうが多いのです。

　私はあの方の使い魔です。あの方がここにやってきていることなど、重々承知。

　あの方がここで大人しくすることがないことも、私には痛いほどに良く分かります。

　そして、滞りなく外に出ていくことも……手に取るように分かります。

　ですが、それは私が足を引っ張らなかった場合となります。

　既にこの世界は炎神皇クリフの支配下におかれ、いかなエフタル様といえど、私が足を引っ張ってしまえば万が一……ということもあるでしょう。

　私は、あの人の重荷にはなりたくない。あの方の準備が整う前に私の処刑が行われるのは、むしろ好都合です。

　どうせ、死を迎えてもこの身は何度でも復活する因果な定めを背負っています。

　ただ、やはり思うことは──




　──もう一度頭を撫でてもらいたいな……ということでしょうか。




　　　　☆★☆★☆★




　監獄島最深部。

　元々この施設には処刑場というものは存在しません。

　ですが、幻魔を率いて反乱を企てた私のために、今回は特別の会場が作られたようです。

　見せしめのためにこの施設の全囚人を呼ぶということで、それはそれは大掛かりなものとなっていました。

　三十メートル四方ほどの部屋の真ん中、そこに処刑台があります。

　その周囲に階段状に……見物用のスペースが設けられているという形ですね。

　そして、処刑台には拘束椅子と、そのすぐ隣には何かが蠢く音のする──大きな穴が用意されていました。

　と、そこで……拘束椅子に座らされた私に、監獄長は下卑た顔で問いかけてきました。

「さて、処刑の時だバステトよ。しかし、お前は本当に愉快な生き物だな？」

「……愉快とは？」

「最後の最後に笑える話を用意してあるから楽しみにしておれ」

　この期に及んで、まだ何かを用意しているのでしょうか。

　笑えない催し物は穴の中の蟲むしだけで十分でしょうに……。そう呆あきれていると、監獄長は愉快そうに言葉を続けます。

「この穴が気になるか？」

「まあ、想像はついていますがね」

「そう、ご察しの通りに炎呪蟲を作る蠱こ毒どく皿だ」

　想像通りとはいえ、流石さすがに……思わず息を呑んでしまいました。

　その反応を見て、監獄長は満足そうに頷うなずきます。

「はたして、幻魔を食らった毒蜘ぐ蛛もは……蠱毒を経てどのような進化を果たすのか？　それに興味があってな。そこに放り込まれる本人の気分はどのようなものなのだ？」

「特に感想はありません。強いて言うのであれば──この上なく下げ衆すの極みの所業かと」

「ふふ、何事にも動じないその顔が、苦痛に歪ゆがむのが今から楽しみだ」

　肉体の死滅では死ねない精神生命……幻魔の性質上、死そのものは特に恐れるものではありません。

　あるいは苦痛も、肉体に指示を出す電気信号を、魔法で弄いじれば軽減もできます。

　ただ、やはり蟲に好きなように嬲なぶられるというのは、気分の良いものではありませんね。

「さあ、早く殺しなさい。貴方もエフタル様の対処をしなければならない……いつまでもこんなことに時間をかけている訳にもいかないのでしょう？」

「まあ待て、これから施設内の囚人を集めて客席を埋めねばならんのだ。それに……」

「それに？」

「お前は奴やつが外に抜け出ることができると思っているようだが、こちらの方が何枚も上手だ。内通者の手によって、エフタルの脱出計画は既に破綻している」

「な……？」

「はは、初めてだな。お前の狼狽うろたえる顔を見るのは」

　と、監獄長が勝ち誇った表情を浮かべたその時──部屋の入口からイフリートの看守が慌てた様子で入ってきました。

「幻魔の収容区域──第九区画、第十区画で反乱が発生しました！」

「反乱……だと？」

　怪け訝げんな表情で尋ねる監獄長に、看守は大きく頷いて応じます。

「斉天大聖、クーフーリンが解き放たれたとの報告です！」

　続けて、通信用の水晶玉を手に持って、こちらに走ってくる看守が一人。

「か、管理室から連絡です！　第八区画、第七区画……ハヌマーンとクルースニクが檻おりの外にっ！」

「貸せっ！　何が起きている！」

　引っ手繰るように水晶玉を奪った監獄長のところに、部屋の入口から次から次へと看守たちが走って向かってきます。

「第六区画から、幻魔の脱走です！」

「第四区画、ユニコーンが暴れています！」

　そこで監獄長は顔色を青くして、水晶玉に向かって大きな声で叫びました。

「第四区画からここまでは一直線だ！　おい、管理室！　大通路にイフリートたちを配置しろ！」

　そして水晶玉の向こう側から、悲鳴のような声が聞こえてきました。

『各区から報告を受けた段階で配置済み──既に交戦中です監獄長！　いえ……たった今、壊滅したとの通信が入りました！』

「なん……だ……と……？　何が、何が起こっている!?」

『レベル10魔法の行使を確認したとの報告があります！　幻魔が更に反乱勢力に合流──止まらずにそちらに向かっています！』

「エフタルが首謀者ということか!?　しかし、何な故ぜに幻魔共が解放されているのだ……っ!?　ええい、炎呪蟲どもは何をやっているっ！」

『常時運用の四体は既に沈黙。数が足りずに力で押しつぶされたようですっ！』

「今すぐに在庫を全て解き放て！　氷結冬眠中の蟲も全てだ！」

『しかしそれをすると……制御が利きません！　最悪、無秩序に暴れだしてこの施設そのものが炎呪蟲に呑まれますっ！』

「このままだと幻魔に呑まれるだけだ！　最大戦力で抑え込め！」

　エフタル様が……ここに向かって来ている？

　恐らくは、私を助けるために？　何がなにやら分からない状態で、ただただ私はパニックに陥ります。

　あの方だけであれば目的を完遂し、炎神皇クリフとの対決だけに専念できたというのに……。

　ここは毒蟲の巣です、その気になれば監獄長は百を超える炎呪蟲を扱えます。

　捕らえられている幻魔の数は私を含め、総数十一。

　対処できるのは一体当たりで炎呪蟲が五体といったところでしょうか。

　エフタル様が二十程度を駆逐したとして、それでも勘定が合いません。




　──絶望的に戦力が足りていないのです。




　ならば、ここに来ないほうが良い。いや、来てはいけないのです。

　いや、けれど、あの方もそんなことは承知のはずで……。その時、監獄長の持つ水晶玉から更に声が聞こえてきました。

『炎呪蟲総数百七を目覚めさせました。そちらへ向けて誘導中──二分以内に到着予定です』

「ご苦労だ、ここで迎え撃つ」

　ああ、これはダメだ。

　このままでは私が足を引っ張ったせいで、エフタル様が……。

　涙目になった私は、出入口に現れた少年に向けて、悲痛な叫びで訴えかけました。

「何故……貴方あなたは来てしまうのですかっ!?　使い魔とは、主人の危機には使い捨てにされるものなのですよ？　使い魔のために自らを危機に晒さらすなど──どうして貴方はいつもそうなのです？」

「何故来るかって？　そんなもん決まってんだろ──」

　ここに囚とらわれていた幻魔──幻想の住人を引き連れて、エフタル様はその先頭に立っておられます。

　その姿はあまりにも神々しく、あまりにも懐かしく、そしてあまりにも……昔と変わらずに温かい。

　そして、私の記憶の彼方かなたのままに、屈託のない笑顔でエフタル様はこう仰おつしやったのです。

「お前はウチの大事なメイドだからだっ！」

　その言葉で──。

　気が付けば、私の瞳から涙が流れていたのでした。







サイド：エフタル




「さて、高くつくぞ。なんせウチの愛猫を苛いじめてくれた訳だからな？」

　ゴキゴキと拳を鳴らしながら一歩、足を進める。

「はは、怒れる雷神というところか。ようこそ、エフタル……歓迎するよ」

「余裕ぶることもないし、強がることもないんだぜ？」

「強がり……だと？」

「ああ、俺が知る限り、炎神皇は不細工な顛てん末まつが大嫌いだ。そんなことはお前も知ってんだろ？」

「確かに、この状況は大目玉ではすまないな。が、それはそれだ。この騒動をここで抑え込み、余波を炎神皇クリフに届かせないことが私の使命なのだ。私は盾──彼に矛が届かなければそれで良い」

「外道の割に、忠誠心は高いようだな」

「そして、お前という刃やいばを私は既に防いでいる。決して届かんよ──炎神皇クリフには」

「ほう、ここから俺を止めることができると？」

　と、そこで、奥の部屋から悲鳴が聞こえてきた。

「ひ、ひいいい！」

「止やめろ、止めろ──アビュっ！」

　見ると、百を超える炎呪蟲がワラワラとこちらに向かって群がってきているところだった。

　炎呪蟲を先導していたイフリート二名も食われたようで、俺は呆れ混じりに監獄長に問いかけた。

「制御が全くできてないみたいだが？」

「ああ、苦肉の策ということは認めるよ。しかし、逆に考えるとこれは最高の機会でもある」

「最高の機会？」

「初代四皇が私に屈する……それは後々の利益になるのだよ。絶望を見せれば、それが秩序につながる。オベロンにも、ティターニアにも、そしてバステトにも……な」

「お前らに逆らうと、痛い目を見ると分からせるってか？　まるで畜生の躾しつけみたいだな」

「何とでも言うが良い。あの方が古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアを完全に掌しよう握あくする際、これは多大なる先行投資──貢献となるのだ」

　そう告げると監獄長は両手を広げ、炎呪蟲と俺に交互に視線を送る。

「さあ、雷神皇よ、無惨に蟲に食われるが良い。不死皇の統べる時代は終わり、お前は炎神皇クリフ──新しく作られる秩序の礎となるのだ」

「黙って聞いてりゃ、さっきから俺が敗れる前提で話をしているみたいだが……はたして、そう上手うまくいくかな？」

　問いかけに監獄長は嘲りの表情で応じてきた。

　そして俺を鼻で笑うとともに、こう言葉を返してくる。

「炎呪蟲──別名：ナイトスピア。外の世界では大した力を持たないが、その身に持つ呪いは。この世界では無類の強さと成り代わる」

「ああ、そういう話だったな」

「幻魔一体あたりの換算で五匹相当というところだ。お前たちの総数はせいぜいが十程度……勘定が合わんのだよ。百を超える蟲むしを相手に、少数の手勢でどうするというのかね？」

「ところがどっこい、少数の手勢じゃないんだよな」

　ピシャリと断言すると、監獄長は不思議そうに小首を傾かしげる。

「何を言っているのだ貴様は？」

「昔──俺はサーシャに憧れてた時期があってな。古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアっていうとんでもない召喚術を見て、俺も使いたいって思ったもんだ。それでずっと研究にやっきになっていたんだが、ある日……ふとした拍子に拾った幻魔がいてな」

　バステトに視線を移し、俺はクスリと笑った。

「話を聞けば、行く場所がなくなって寂しいって話じゃないか。だから、家に連れて帰った。最初はしばらく面倒を見るだけのつもりだったんだが、妻が気に入って一緒に暮らすうちに情も移ってな」

「この場で昔話とは……ふざけているのか雷神皇？」

「まあ最後まで話を聞け。そして、いつの間にか幻魔を捕獲するとか閉じ込めるとか、俺はそういうことに興味がなくなったんだ。なんせ、家族になったんだからな。けれど、確かにそうなる前に研究はしていたんだ。十年と少しの歳月を……真剣にな」

　そして、懐から取り出したのは一本の管だ。

　これは、術式を補助するための媒体の魔導具。

　文字通りに幻魔を導く道標──この場における俺の切り札だ。

「その管は……何だ？」

「御お伽とぎ話ばなしを見せてやるってことだ」

　日本にも、管くだ狐ぎつねという妖怪が伝承にある。

　古来、管と妖ってのは相性が良いとする考えもあって、例えばテレビゲームなんかでは、試験管みたいなのに魔物を入れて使役する……そんなのもあったっけかな。

　で、今、俺がやろうとしているのはそのものズバリでソレだ。

　つまりは、事前に俺が組んだ召喚術で管に詰めていた幻魔を解放する……ということ。




　──管に魔力を込め、術式のトリガーを引く。




　と、同時、管から光の筋が飛び出してきた。

　次から次に、流星のごとく、光が溢あふれ出だしていく。

「オベロン、ティターニア、クラマテング、タム・リン、ヘイムダル……次から次に……何だ、何なんだこの数は……っ！　雷神皇!?　何をした!?　お前は一体何をしているんだっ!?」

「即席だがこう名付けようか。小世界的古今ミニ・フ東西御伽草子アンタジア。監獄島に収容されている幻魔十一を含め、この世界にはトータルで幻魔は三十ほどいる訳だろう？　その全てをこの場に集めた──ただそれだけだ」

「な……っ!?」

「俺たちを止めるには蟲の数の桁が一つ足りなかったな。さあ、幻魔の類っ！　俺はサーシャのように美しく舞えとは言わない、俺が命じるのはただ一つだ」

　そうして、この場に出現した三十程度の猛者に対し、俺はこう宣言した。

「一方的に蹂じゆう躙りんしろっ！」




　　　　☆★☆★☆★




「キシャーーー」

「グビッ！」

「アギュっ！」

　ブチュリ、ブチュリ、ブチュリといった具合に、次々と蟲が潰されていく。

　斉天大聖が如意棒を振り落とし、クルースニクが剣を突き刺し、あるいはオベロンが風で薙なぎ払はらう。

　紫色の体液をまき散らしながら、蜘く蛛も──炎呪蟲が瞬く間に蹂躙されていく。

　そして、所詮、蟲は蟲。

　劣勢と知るや否や抵抗を諦めて、各自散開して逃走の態勢に入った。

　対するこちら側は長年のサーシャによる調教の賜たま物ものか、多人数での連携はお手の物といった感じだな。

　追撃戦、いや、掃討戦のターンに入り、まごうことなき一方的な展開に完全に切り替わった。

　これだと、こちらの死傷者はほとんど出ないだろう。ほぼ最高の形で外の世界に出ることができるのは間違いない。

　そして俺はゆっくりと監獄長に向けて歩を進め始めた。後は、こいつを始末して一件落着だ。

「ふふ、確かにこの場は私の負けだ。だが雷神皇？　これを……どうするかね？」

　見ると、監獄長はバステトの喉元に、ナイフの切っ先をあてがっていた。

　バステトは封神の効果がある拘束椅子に座らされているので、自力での脱出は不可能に見える。

「人質か。まったく……何から何までやることが三下だな」

「誉ほめ言葉と受け取っておこう」

　そうして監獄長は片手でもう一本ナイフを取り出し、バステトを拘束していた縄を切り裂いて、その縛いましめを解いた。

「このままコレを人質に連れていく……道を空けてもらおうか。変なマネをすればブスリと刺すからな」

「……まあ、仕方ないな」

「快諾してくれると思ったよ、君ならね」

　ニタリと監獄長は笑うが、その表情はすぐに驚きよう愕がくに包まれることになった。

　いや……コレには監獄長だけでなく、俺も驚いた。

「貴方あなたの重荷にはなりません──エフタル様」

　突き付けられたナイフに向けて、バステトは自ら喉元を差し出した。

　スっと音もなくナイフが肉に突き入り、すぐに鮮血が迸ほとばしる。

「オイ……お前は忠実な犬じゃねえだろ？　自由気ままな……猫だろうが？　どうして、お前はいつも自分よりも主人を大切にするんだよ……この馬鹿野郎っ！」

　叫ぶと同時に、噴水のように血を流したバステトは床に崩れ去る。

　地面に血が瞬く間に広がり、致命傷であることは明らかだ。

「元々……身を犠牲にする哀れな戦神ですから。そういう性質……なのですよ」

「……」

「一つだけお願いがあります。私がまた戻ってきて……また会えたら……昔みたいに……頭を撫なでてくれますか？」

「ああ、その時は……皮が擦り切れるまで撫でてやる」

　数瞬の間見つめ合うと、バステトはすっと瞼まぶたを閉じた。手を握るが反応もない、心臓を確認するが、鼓動もない。

　これはつまり……今まで戦場で何度も見てきた、生命を失った者の抜け殻以外の何物でもない。

「……」

　睨にらみつけると、監獄長は狼ろう狽ばいした様子で声を上ずらせた。

「な、な、な、な……馬鹿な、馬鹿な……こんな……こんなことが……」

　無言。

　ただただ無言で監獄長の髪の毛を掴つかみ、引きずり倒した。そのまま、髪を掴んだままに俺は歩き始める。

「いだ、痛いっ！　や、や、止めろ！　私には抵抗の意思はない！」

「炎神皇は弟子には恵まれていないみたいだな。俺の弟子のマーリンなら、お前みたいに止めろと言う前に……勝てないと分かっていても魔法の二、三発撃っているところだ」

「くっそ、レベル６：極炎陣フレアバーストっ！」

　パチリと指を鳴らして、術式の発動の出鼻を挫くじく。

　そして、途中で発動の術すべを失った魔力は、煌きらめく粒子に変わって──宙に溶けていく。

「そんなもん、俺に通じる訳がないだろう」

「な、な、な、なあああああっ！　馬鹿、馬鹿っ！　馬鹿なあああああ!!」

　恐慌に陥ったように見える監獄長は、何を思ったのか突然に笑い始めた。

「ふふ、はは、ははははっ！　私は死ぬだろう、覚悟は決めた。だが、この場でバステトは討ち取った！　炎神皇クリフの役に少しでも立てたことを土産に……一足先に冥途でお前を待っているぞっ！」

「最後まで三下な野郎だな。だがお生あい憎にく様だ。おい、バステトを見てみろ」

「……え？」

　大きく目を見開いて、監獄長は口をポカンと開いた。

　それもそのはず、その視線の先では微笑を浮かべてバステトが立っていたからだ。

「ど、ど、ど、どういうことだ？」

「面倒だと思うが……まあ、説明してやってくれバステト」

　しかし、かなりの深手だったはずだが、一瞬で傷が塞がっているのは流石さすがだな。

　理屈は俺にも分からんが、ともかく完全回復魔法パーフエクトヒールよりも使い勝手の良い能力だと思う。

　バステトのアレは、回復不可の呪いでも対処できないしな。そうして、バステトは監獄長に対して嘲りの視線と共にクスクスと笑い始めた。

「ご存じなかったのでしょうか監獄長？　猫というのは──九つの魂があるものなのですよ？」

「あっ……」と、そこで全てを察し、監獄長は固まった。

　続けて、口をパクパクとさせて「いくらなんでもそれは……」と、うわ言のように一言だけポツリと言った。

「綺き麗れいにオチがついたところで、お前とはお別れだ」

　俺が監獄長を引きずりながら、向かっている先は処刑場に穿うがたれた大穴だ。

　かなりの深さのようで、中からは蟲むしの蠢うごめく不快な音が聞こえてくる。

「ひ、ひ、ひいいい、や、や、やめ、止やめてくれ！　落とさないでくれっ！」

「なあに、まだ死ぬとは決まっちゃいないぞ？　穴の中は毒蟲ひしめく蠱こ毒どく皿。生き残りたければ自力で這はい上がってくりゃあ良い」

　ま、無理だろうけどな。

　中の状況はリサーチ済みだ。恐ろしい数の蟲が蠢く地獄を、こいつにどうこうできるとは俺には思えない。

　そうして俺は右手に力を込め、監獄長を持ち上げるそのまま、穴に向かって勢い良く放り投げ、去り行く背中にこう言葉を告げた。

「それじゃあな」

　そして──

　監獄長は「うぎゃあああああ！」と、汚い悲鳴と共に穴に吸い込まれていった。

　さあ、これにて一件落着。

　と、溜ため息いきをついたところで、俺のところにバステトが歩いてきた。頬ほおを染めた上目遣い、えらく美人なところは昔と何一つ変わってない。

「お久しぶりですね。ご主人様」

「ああ、本当に久しぶりだ」

　そうしてバステトは少しだけ照れ臭そうにまつ毛を伏せる。

「約束通りに擦り切れるまで……撫でてもらいますからね？」

「マーリンやスヴェトラーナに見られると、自分にもやってくれと面倒だ。今回だけだぞ」

　そして、クスリと笑ってバステトは俺の胸に飛び込んできたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




「しかし、本当に休ませてくれねーな」

　バステトも含めて全ての幻魔を管に収容し、すぐに俺はサーシャに促されるままに走り始めた。

　通路の邪魔な鉄格子の仕切りを刀で切りつつ、向かう先はこの島の中枢だ。

「この世界の魔術システムの魔術的中心制御室じゃ。何をするにもあそこが一番都合がよろしい」

「ここには、そこそこの人口を抱える人間の街もあるらしいからな。後々に外に出すにしても一気に出す訳にもいかないってやつか？」

「そういうことじゃ。ところでエフタル……？　ここを出れば、恐らくはすぐに炎神皇クリフとの最後の衝突になろう」

「……師匠がカウントダウンを始めたってことは、殴り込みってことだからな。そりゃまあ、カウントゼロと同時に敵陣の真っただ中だ」

「うむ。お主も事情を知らんままに、命を張るのも気持ち悪かろう。炎神皇クリフについて……何な故ぜにこうなっているのか知りたくはないか？　知る知らんの選択はお主に任せるがの」

「えらく遠回しな言い方だな、どういうことだ？」

「お主に、迷いが出るかもしれん」

「迷い？　炎神皇をぶっ飛ばすことにか？　いや、それはありえないだろう？」

「──ブリジットが深く関わっておる。衝突そのものは既に必定じゃ……。知らん方が土壇場での迷いは、少なかろう。故にお主に任せる。さあ、どうする？」

　その問いかけに、ほぼノータイムで俺はこう返答した。

「原因はよほどのことだろうと思っていたから、逆に納得だ。グダグダ言わずにとっとと聞かせろ」

「その心は？」

「ブリジットのことなら、俺にも知る義務があるだろうが」

　と、そこでサーシャの言うところの中心制御室に辿たどり着いた。

　鍵がかかっていたので、鉄製の扉に蹴りを入れてこじ開ける。

「うむ、そう言うと思っておったよ。話せば長くなるが──」
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　──忌み子。




　エルフの集落では、魔法適性を持たない子供は不吉をもたらすといわれている。

　いや、正確に言えば、魔法適性を持たずに、なおかつ背中に特徴的なアザがあれば……だけど。

　言い伝えはただの御お伽とぎ噺ばなしではなく、その真偽のほどは別として、実効力も伴うものだった。

　つまり、そんな子供が生まれた場合は、事実として森の奥に捨てるという掟おきてがあったのだ。

　幸いなことに、僕の妹のブリジットは魔法適性がないだけでアザは無かった。

　適性のこともあって、最初は両親も心配していた。

　が、彼女はすくすくと育ち、いつしか言い伝えのことは誰しもが忘れさった。

　と、そんな感じで少し変わった特徴を持って生まれてきたブリジットだけど、それ以上に彼女は物心ついた時から不思議な子だった。

　頭が良いというか、異常に大人びているというか……。

　ある程度自由に動き回ることができる年齢になった頃から、どんどん彼女は不思議な行動をとるようになった。

　マヨネーズなる謎の調味料を作ったり、水浴びではなく熱いお湯を使った風呂を提案したり。

　あるいは見たことも聞いたこともない、美味おいしい料理を作ったり……。

　結果的にそれらの知識はエルフの里に利益をもたらし、住む人々を幸せにした。

　しかし、最初は彼女の斬新な発想を喜んでいたみんなだったけど、やがて気味悪がりだしたのだ。

　決定的だったのは、テンサイという大根のような野菜で、砂糖を作り出したことだ。

　砂糖の交易で莫ばく大だいな利益が上がり、エルフの里の経済事情は好転した。

　けれど……「忌み子」という言葉が、みんなの頭の片隅によぎったことは間違いないだろう。

　そして、彼女の十二歳の誕生日。

　忘れた頃にその背中に浮かび上がったのは、不吉を表す逆十字形の──赤いアザだった。

　その時以来、彼女は素肌に包帯を巻いて背中を隠すようになる。

　と、同時、不思議な知識を披露することはなくなった。




　──同じく異界からの転生者であることを互いに隠し、最後まで互いに気づくことのなかったエフタルとブリジット。




　二人が惹ひかれあったのは偶然ではないのだろうな……と、今はそう思う。










　時は流れて──

　ブリジットがエフタルのところに嫁いでから数年後のことだ。

　その日、決戦の魔王城で、僕たちは四人での儀式魔法で魔王にトドメを刺した。

　けれど、魔王の死体に偶たま々たま見つけたそのアザを見て、僕は絶句せざるを得なかった。

「クリフ、どうして炎で魔王に攻撃を？　まだ生きているのか？」

　背中のアザを焼き消したことを確認し、僕は努めて冷静に……笑顔を作って応じた。

「いや、ちゃんと死んでいるよ……アイザック」

「まあ頭部が消失していて生きている訳が……ないか。しかし、綺き麗れいに頭を吹き飛ばしたものだ。さすがは四人での合わせ技だな」

　はははと笑うアイザックだが、頭部は別に僕たちが吹き飛ばした訳ではない。

　魔王のアザを確認すると同時に、他の人間に死体を確認される前に……僕が急いで切り取って隠しただけだ。

　つまりはその時、僕は誰にも気づかれぬように魔王の頭部を近くに隠したということだ。

　何故そんなことをしたかって？

　以前、屍し霊れい術じゆつを極めた先には、死体から記憶を取り出す術があると聞いたことがあったからだ。

　そうして魔王の頭部を保存した僕は、屍霊術に傾倒することになった。










　そして数年の月日が流れた。

　弟子たちにも場所を知らせていない山奥の別荘の研究室。

　その地下室で、意識を取り戻した魔王の頭部に向けて、僕は思わず笑ってしまった。

「はは、これじゃあまるで、悪魔との取引のようだね」

　それが、数年の時を経て、半ばミイラ化した魔王の頭に向けた初めての言葉だ。

「悪魔との取引は致命的な代償を要するが故、その例えはこの場合は適切ではない。知ることによる苦痛……それがお前に対する代償とも呼べるかもしれんがな。問おう、炎の使い手よ。禁忌を犯してまで何が知りたいのだ？」

「エルフでは忌み子、ドワーフでは災禍、そして人間では魔王。全てが同じ事象を意味する訳だが……実は僕の妹も君と同じようでね、君たちは何なんだ？」

「──十賢人という言葉を知っているか？」

「屍霊術を極めると同時、関連しそうな諸もろ々もろを調べて、転生者と女神には行きついたよ。無論、知っている」

「中々に勘が良い。目の付け所はそこで正解だ」

「どこからともなく現れ、魔法文明を作り出してどこかへと消えた連中のことだね。しかし、僕にも彼らの行動の理由が分からない」

「連中が魔法文明を急速に発達させたのは、自身の研究のためだよ」

「研究？」

「魔法の力とはとどのつまりは空想を現世にて具現化する術式。こうありたいと思う精神の力を、外界に干渉させる力だ。別の言い方をするのであれば、精神の力──魂を擦り減らすことによって、自然現象を操る訳だ」

「うん、それで？」

「高度な魔法文明では人々が高度な魔法を扱う。魔法行使の際、人から僅かずつ抜けでる魂の力は大気に溶け、星に還かえる。大気中に溢あふれる魂の力を利用し、十賢人は研究に最適な環境を作り上げた。しかし、魂の力を人々が行使し続ければどうなると思う？」

「それが有限であると仮定すると……いずれ枯渇する」

「然しかり。この星をめぐる魂の総量、その力が長い時間をかけて目減りしていき、やがて彼らの求める水準を下回ったのだ。そうしてこの星に見切りをつけて、新たな場所へと彼らは消え去った」

　と、僕は呆あきれを通り越して思わず笑ってしまった。

「焼き畑農業だね、まるで」

「知的生命を持つ天体そのものが少ない。焼き畑の後でも緑は芽生える……だから、彼らはこの星にアフターフォローとして、とあるシステムを組み込んだ」

「推測なんだけれど、それが転生者であると？」

「その通り。この次元には本来輪廻りんねすることのない──魔法が存在しない世界で生まれた、無む垢くなる魂を呼び寄せるシステムを確立したのだ」

「しかし、それの何がアフターフォローになるんだい？」

「魔術行使を経験していない高純度の魂……彼や彼女がこの地でスキルや魔法を行使する。ただそれだけで輪廻する魂の集積地──ガフの間は急速な回復を始める。とはいえ、数百年、数千年単位での話だがな」

「……常々疑問だったんだが、魔法適性の関係は？　何故に転生者は必ずといって良いほどに適性がないんだ？」

　そこまで言って僕は失言に気づいた。

　そもそもが魂の輪廻の中で魔法を行使した経験がないからこそ、転生者なのだ。

　魔法適性とは、つまるところは長い長い時間をかけて魂に刻まれた熟練度の証あかしであり、転生者がそんなものを持っている訳がない。

　この地の出身者でも何らかの不具合で無適性になった者もいるにはいる。

　が、そういう者は極めてイレギュラーな存在であり、転生者の場合は無適性は必然となるので勝手が違う。

「じゃあ核心に入ろう。魔王化……転生者が死後に正気を失い、生ける屍しかばねと化して破壊衝動に駆られる理由は？」

「まず前提として、死後ではない。一度死んで生き返るという言葉が適切か。破壊衝動に囚とらわれた時、体は勝手に動くが元々の意識もある。そしてそうなる理由は単純だ。大きいつづらと小さいつづらの話を知っているか？」

「いや、初耳だ」

「転生の間で与えられるスキルの力。それは魔法とは似て非なる力……魔法適性とは反発しあうが故に、適性のない者だけが手にすることができる。そして全ての超常の力を与えるが故、二つを選べと言われれば、二つを選ぶのが人情というものだろう？」

「スキルを二つ……女神の間に関する文献で、確かにそういう選択の記述があったね」

「分かりやすく言えば分不相応な力──魂の容量を超えたスキル二つという過剰積載。生きている間はその力で好き放題に生きたのだから、死後の世界は好きにさせろと、そういう理屈だ」

「……転生者は生まれながらに業を背負っていると？」

「然り」

「ああ、そうだ。僕の知り合いにそれらしき者がいるんだ。その男は魔法適性がないがアザは現れていない。これはどういうことなんだい？」

「スキルを二つ選ばなかった変人か、それとも──あるいはその者にとっての本番がまだ訪れていないだけなのかもしれないな」

　と、そこで懐中時計で時間を確認し、思わず舌打ちが出た。

　反魂の儀は数百年に一度しかできず、その時間も限定的なものとなる。

　正直なところ、分からない部分はまだまだあるが、どうやらもう時間がないらしい。

「単刀直入に聞こう、妹はどうすればその運命から逃れることができる？」

「助かる方法など皆無だ。死後に復活し、五十年周期の破壊衝動は必ず訪れる。できることと言えば、今すぐに事実を知らせて覚悟させることくらいか……私と同じく、二度目の死を迎えるまでは止まらないだろう」

「……どうしても無理なのかい？」

「システム上の定められた事項故な。破壊という形で無垢なる魂の力を消耗させ、輪廻を流れる魂の力の総量を増やす。死後に強制的に搾り取れるだけ搾り取られる生いけ贄にえ──それが魔王であり災禍であり、そして忌み子と呼ばれる者の正体だ」

「話を聞かせてくれてありがとう。でも、僕はこれは妹には伝えないよ、こんなことを知るのは僕だけで良い」

「……うぬ？　どういうことだ？」

「ブリジットは……何も知らずに幸せにいられる内は、何も考えずにエフタルと一緒に……今を生きれば、それで良い」










　そして時は更に流れ──。

　魔王の予言通りに、一度死んだブリジットは復活した。

　驚いたのは、その姿が十代前半の少女のものに若返り、以降は年を取らなくなったことだ。

　それは長く破壊活動を続けるための処置だろうと結論をつけ、僕もまた屍霊術を駆使して自らの肉体を不死化させた。

　そうして、五十年後。

　初めて訪れた……咲き乱れる殺さつ戮りくの赤い花の光景は、今でも鮮明に僕の心に残っている。

　そして全てを知り、絶望したブリジットの願い。

　僕は彼女の脳を魔術的に弄いじって記憶を全て消し、精神年齢を五歳程度の、極めて幼い段階で固定化させることに成功した。

　善悪の感覚が曖昧であれば、少しでもそれが彼女の心の安定につながる……そういう判断だった。










　それから──

　僕を兄とすら認識しないブリジットと共に世界を回った。

　いつまでたっても心も体も成長せず、無垢なままに定期的に殺戮を続ける彼女。

　何度か僕はブリジットを……妹を手にかけようとしたことがある。

　だけど、僕にはできなかった。

　いつしか僕は全てを諦め、心を凍いてつかせることになる。

　けれど、どれほど心臓を氷に包んでも、心の芯にはいつだって、赤い炎が燃え盛っていた。

　それは何があっても──




　──ブリジットを守ろうという強い決意。




　事実、彼女の存在そのものが世界にとって悪であり、彼女は世界にとっての敵ということになる。

　でも、世界の全てがブリジットを傷つけるというのであれば、そんな世界は僕が叩たたき潰つぶしてやろう。

　その結論は、魔王の話を聞いてから、ずっと揺るがず心に持ち続けているものだ。

　でも、あれから四百年も経たった。

　そんな今……少しだけ疲れている自分が、確かにここにいる。
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サイド：マーリン




「そう、僕の妹であり、エフタルの妻である──ブリジットだ」

　その言葉を皮切りに始まったのは長い語りだった。

　炎神皇クリフが語る口調は壮絶な内容に反し淡々としていて、まるで悟りを開いた高僧と対たい峙じしているようだった。

　そして、全てを語り終えた後、玉座の間は重い重い沈黙に包まれることになる。

「だから、僕はブリジットを守るために、定期的に破壊を起こす必要がある訳さ。極力被害の少ない方法でね」

「今は……エフタル様の奥方様はどちらに……？」

「普通の暮らしをさせてあげたいのが本当のところだけれど……今は、とある場所で眠ってもらっている。体制を整えるまでは僕も手一杯だからね。ともかく、これで納得してくれたかい、僕の理由をさ」

「しかし、一人の人間を守るために数万、数十万……長期的に見れば犠牲は途方もない数になる。私にはそれで帳尻が合っているとは到底思えんのだが？」

「なら、力ずくで止めてみるかい？」

「違う……そうではない。他に道がないのかと聞いているのだ。例えば、エフタル様に事情を話し、違う形での解決方法を共に模索するであるだとかな」

「エフタルなら確実に違う道を模索しようと言うだろうね。けれど、どうにもならないから僕は諦めて準備をしている訳だ」

　確かに一理ある。

　炎神皇クリフもエフタル様と昔は交流があって……熟考した上で言っているのだろう。

　エフタル様に相談したところで、結局は対立するだけという、そんな気持ちは分からぬでもない。

「……否定はせん。いや、間違いなくそうおっしゃるだろうな」

「だからこそ僕はエフタルと話し合いの場を持たなかった。ブリジットのことだからこそ、アレが僕の言うことを聞くはずがないからね」

　炎神皇クリフもエフタル様も、ブリジット様のことになると、なりふりを構わないのは同じのようだな。

　あの方を何よりも大切にしていると、顔を見るだけで分かるのも同じだ。

　しかし、少しだけブリジット様を羨ましく思うのは、未いまだに私の心の修練が足りぬからだろうか。

　やはり、この負の感情はいつまで経っても気持ちの良いものではない。

「時に炎神皇クリフよ、仮に貴様の軍門に降くだるとして、具体的に私に何をさせようというのだ」

　炎神皇クリフは指を二本立たせた。

「僕が求めるものは二つだ。一つはブリジットの破壊衝動が臨界点に達した際、その力の発散場所を確保することだね」

　顔色一つ変えずに言っているが、それは多くの命が失われるということだ。

　そのことを……この男は理解しているのだろうか？

　いや、理解しているからこそ、敢あえて顔色を変えていないのだろうな。

　努めて冷静に……そして冷徹にならざるを得ないことを、彼自身が一番良く分かっているのだろう。

「もう一つは世界の敵となる可能性を秘めているブリジットを守るための、武力の誇示だ」

「ふむ……詳しく聞こうか」

「かつての魔王がそうであったように、見境なき暴力の行使に抗するため、世界規模で討伐隊が組まれれば厄介だ。だからこそ僕は君たちに協力してほしいと頭を下げている」

「頭を下げている態度には見えんがな」

「これは手厳しいね。これでも僕なりに誠意をつくしてるんだけど……。まあ、何事も最初が肝心だ。デモンストレーションは確実に成功させたい」

「デモンストレーション……だと？」

「ああ」と炎神皇クリフは頷いた。

「全ての準備は整いつつある。あと数日でこの国の一つの地域を破壊することになっているんだ。それを皮切りに世界に対してこちらの武を示す……同時多発的にね。だからこそ手駒の数が必要だ。具体的に言うのであれば、大陸の主要各国の首都に大打撃を与えた後、僕はこの国の鎖国を宣言する」

　何を言っているんだこいつは……と淡い頭痛を覚える。

「大打撃？　鎖国？　それにこの国の一地域を破壊するだと？　気でも触れたか炎神皇クリフ？」

「まず、既に取得済みの冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスを使い、この国の国境付近で不死者の大氾濫スタンピードを発生させる。大氾濫スタンピードは隣国も呑のみ込こみ、世界中で大厄災の発生と認識されるだろう。と、同時、こちらの手駒の精鋭の魔術師たちで──世界の各都市部を範囲魔法で爆撃する」

「貴様……っ！　本当に気が触れたのか？」

「現実的に考えてそれが最適解だ。僕の魔力も無限ではないし、世界中を相手にしていてはいつか戦力は尽きる。だから、最初の一回で全てを決めるんだ。まあ、要は世界に僕たちを『決して触れちゃいけないぶっ飛んだ連中』だと思ってもらいたいってことだね」

「事実として、ぶっ飛んでいる風に私には見えるがな」

「君とスヴェトラーナ、そしてサーシャのネームヴァリューも大事でね。オマケに初代の炎神皇と氷神皇の出現だ。失われたレベル10の爆撃……更に二代目の四皇のお披ひ露ろ目めと、世界同時多発の大惨事。この全てを一連の流れで同時にやる、そりゃあ世界中は大パニックの大混乱さ。すかさず、相互不干渉の鎖国宣言をすればどうなると思う？」

「何とやらに刃物……というところだな。誰もそんな連中とはかかわりあいになりたくはないだろう」

「そう、鎖国の完成だ。そうして晴れて他国に干渉されることもなく、この国をブリジットの破壊衝動のはけ口にすることができる。ま、これが僕の一連のプランってことだ」

　この男、本当にそこまでやるつもりなのか？

　たった一人の女を……守るために？

　常軌を逸したその考えに、戦慄のあまりに私の膝が震え始めた。

「でもクリフちゃん？　貴方あなた……お姉さんたちがそんなことに手を貸すとでも思ってるの？」

　睨にらみつけるスヴェトラーナに「残念だ……」という風に炎神皇クリフは首を左右に振る。

「どうやら僕は無駄に時間を食ってしまった……そういう理解で良いのかい？」

　すっと炎神皇クリフはこちらに掌てのひらを向けてきた。

　同時に初代氷神皇と二代目の四皇も同様に私たちに攻撃態勢を向ける。

　無論、先ほどから、あちらもこちらも魔術式を解いてはいない。

　互いに一触即発の状況は変わりないのだ。

「待て、スヴェトラーナ」

「え……ちょっと、どうしたのマーリンちゃん？　まさか従うつもりなの？」

　スヴェトラーナには構わず、私は炎神皇クリフにこう語り掛けた。

「私が二人分働く。それで良いだろう炎神皇クリフ？」

「……本気で言ってるのマーリンちゃん？」

「良いからここは私に預けろスヴェトラーナ。炎神皇クリフよ……厳密にいえばスヴェトラーナはエフタル様の弟子ではないし、どちらかといえば所属は龍帝の血族だ。その気になれば龍族を使えるし、いや、連中は……スヴェトラーナが馬鹿なことに加担すれば一族の誇りを守るために勝手に動くだろう」

　しばし何かを考えて炎神皇クリフは小さく頷いた。

「まあ、そうだね」

「スヴェトラーナに汚名を着せるということは、龍帝の名を汚すのと同義。これから四方八方に敵を作る貴様にとって、これ以上に面倒ごとが増えるのは得策ではないだろう？」

「……分かった。スヴェトラーナについては保留としよう」

　そうして私はスゥっと息を吸って、この場の全員の耳に必ず届くように大声で断言した。

「エフタル様の関係者の誰にも手を出すな。それが絶対の条件だ」

「良し、交渉成立だね。エフタルの頑固と癇かん癪しやく持ちが君に遺伝せずに良かったよマーリン」

　炎神皇クリフがニコリと笑顔を作ったところで、私はペっと唾を吐きかけた。

「勘違いしているようだが、無論、私も頑固で癇癪持ちだ……そのことは覚えておけ」

　身を仰のけ反ぞって唾をかわされたので「チっ」っと聞こえるように舌打ちを放つ。

「はは、それじゃあ君の一線を越えないように僕も努力しようか」




　　　　☆★☆★☆★




「そういう事情でエフタル様は、サーシャ様の古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの術式の中にいる訳だ」

　公爵屋敷の一室でアナスタシアたちにそう語り掛ける。

　すると、マリアがコメカミに青筋を浮かべてがなりたてた。

「サーシャ様……いや、あのクソ爺じじい……裏切ってたのっ!?　エフタルの師匠だから言わなかったけど、変態チックな感じだし元々気に食わなかったよアイツっ！」

　ムキーっとばかりに地団駄を踏んでいるが、相変わらず言葉が汚い娘だ。

　まあ、素直に怒りの感情を表に出すことができるマリアの性格。正直なところ、それを羨ましいと思わないではないがな。

　と、そこでアナスタシアが不思議そうに小首を傾かしげて尋ねてきた。

「何言ってるんですかマーリン様？　ご主人様が負ける訳ないじゃないですか」

　ご冗談をとばかりにニコニコとしているアナスタシアなだけに、事実を告げるのも胸が痛くなる。

「残念だが事実だ」

「……え？　本当に？　ひょっとして死んでしまったりしているんです？」

　そうしてアナスタシアの顔が見る間に青くなって──ショックのあまりに、フラリとシェリルがその場で倒れた。

「この話の流れで何でシェリルが倒れるのよっ！」

　マリアが叫んでいるが……いかんな。シェリルの顔色が真っ青を通り越し、土気色に変わってしまっている。

　完全に気を失っているようで、微動だにしない。

「……」

「安心しろ、シェリル。あの方は生きている」

　と、同時に、シェリルはパチリと目を見開いて瞬時に起き上がった。

「……当然。エフタルが死ぬ訳がない」

「いや、だが、状況証拠だけで考えると……普通に考えると死んでいるかもしれん」

　と、同時に再度シェリルが白目を剥むいて倒れた。

「ともあれエフタル様のことだ。死ぬことはないだろう」

「……当たり前。エフタルが死ぬ訳がない」

　と、同時に、シェリルはパチリと目を見開いて瞬時に起き上がった。

「とは言ったものの、やはり普通に考えると命の危険に晒さらされている可能性が……」

　と、同時に、やはり再度シェリルが白目を剥いて倒れた。

　面白いのでもう少し続けようと思ったが、流石さすがにそんなことをしている場合ではない。

「ともかく、実際問題としてエフタル様の生死は不明だ。だが、命に別状はないだろう……そこには私なりの確信はある」

「あの、その……えと……でも、ご主人様が戻ってきたとして、炎神皇クリフを何とかすることはできるんでしょうか？」

「サーシャ様も敗北している訳だし、勝てる勝てないの話で言えば普通に考えて厳しいだろう。だが、エフタル様はギリギリの戦いの前に、いつもこうおっしゃっていた」

　続く言葉を、私とスヴェトラーナが同時に発した。




「「やる前に負けた時のことを考える馬鹿がいるかよ」」




　一言一句言葉が重なったので笑ってしまった。

　しかし、本当に変なところでスヴェトラーナとはウマが合う。

「エフタル様の口癖だ。まあ……尊敬する心の師がおっしゃっていた言葉だそうな。だから、大丈夫だ」

「ええ、それで今まで何とかなってきたし、後輩クンなら実際に何とかするわ」

　と、私たちのその言葉を受けて、小娘三人は顔を見合わせる。

「しかし、かなわないですね……言ってることは滅め茶ちや苦く茶ちやなのに……お二人は上手うまくいくことが確定事項のように……心の底から信じてないとそれはできません」

「……これが年季の違い」

「私もアイツを信じてない訳じゃないけど、こんな風に一点の曇りなくって訳じゃないからね……で、どうするんですかマーリン様？」

「安心しろ。オルコット公爵家も含め、主人のおらん間は私が矢面に立つ。貴様ら子供は何も心配することはない」

　と、そこで私はさっきから姿を見せずに、ただクスクスと笑っている意地悪い老人に向けて口を開いた。

「で、どうなさるおつもりですかサーシャ様」

「ほう、気づいておったのか」

　光学迷彩と気配消失、そして音声遮断の術式。

　それらを解いて、さきほどから椅子に腰かけて一部始終を眺めていたサーシャ様が姿を現した。

「え？　何でサーシャ……いや、クソ爺がこんなところにいるのよ？」

　瞬間移動。

　高位魔法のテレポーテーションでサーシャ様は、椅子に座るマリアの眼前に仁王立ちとなった。

　そのままノータイムで、サーシャ様はマリアの顔面に蹴りを繰り出す。

「誰がジジイじゃクソガキが」

「ぎょへぶっ！」

　綺き麗れいなハイキックと、汚い悲鳴だった。

　しかし、こんなくだらない理由で高位魔法……と、私は脱力しそうになる。

「年長者は敬うものじゃぞ、小娘」

　サーシャ様のハイキックで椅子ごと後ろに倒れたマリア。

　そこに馬乗りになり、顔面に向けてマウントパンチを一発、二発。うん、容赦ないな。

「この……っ！　裏切り者を敬うほど、こちとら人間できてないのよ！」

「ほう、よほど酷ひどい目にあいたいという風に見えるな」

　その事態を目の当たりにして「あわわ……」とアナスタシアは狼ろう狽ばいしていた。

　だが、彼女は確かに……いつの間にか部屋の隅に飾られていた巨大な花瓶を両手で抱えて、サーシャ様に背後から忍び寄っているのだ。

　どうやら、裏切り者への制裁として、後ろから花瓶で殴りつけるつもりらしい。

　本当にこの娘は予想外の行動をする奴やつだな……と、それはさておき。

「話が進みませんサーシャ様！　マリアも煽あおるのは止やめろ！　それとアナスタシア、死にたくないならそれは止めておけ！」




　　　　☆★☆★☆★




「結論から言うとじゃな、エフタルとマーリンに伝えている時間──カウントダウンの終了までに、こちらで準備を全て終える必要がある」

「と、おっしゃいますと？」

　話を聞くと、やはり、私の読み通りにサーシャ様は炎神皇クリフに従うフリをしていただけらしい。

　途中から話に合流したオルコット公爵と元騎士団長のモーリアも交え、いよいよ話は佳境に差し掛かってきたようだ。

「王宮で小こ童わつぱが言っていた通り、奴は第一手として国の一部……具体的には、このオルコット公爵領を根絶やしにしようとしておる」

「公爵領を根絶やし？」

「うむ、他国に対するデモンストレーションの一環じゃな。公爵領は南の国境に近く、異変が他所よその国から見えやすい地理関係にある……それに他の狙いとしては我とマーリンに対する踏み絵じゃ」

「我らが奴の駒たりうるか……その試験ということですか？」

「なんだかんだで奴は手を広げ過ぎて、本当に一杯一杯じゃからの。本来得られないはずの、魔法適性と反するスキルの力も手にしておるし、当然ながらデメリットも果てしない。仮に数千の軍勢にでも囲まれれば、脳の処理容量はすぐに超え、戦闘の継続すら困難じゃろう……奴は刹那限りの超人にして、超短期決戦のスタイルと我は分析しておる」

「故に、手駒を求めているということですか」

「うむ、その一つの解決法としての屍し霊れい術じゆつじゃ。奴は冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスを使用して、大規模術式で不死者を呼び出し、この地を血で染め戦力を整える算段ということじゃな」

　その言葉で、私とスヴェトラーナはサーシャ様の言わんとするところを察し、唇を噛かみしめた。

「そうなると不味まずいですね」

「ええ」とスヴェトラーナも頷うなずいた。

「え、不味いってどういうコト？」

　マリアの問いかけにサーシャ様は深く溜ため息いきをついた。

「何も、他国への誇示と、我とマーリンに対する嫌がらせだけで、炎神皇クリフはそんなことをしようとしておる訳でもありゃあせぬのよ」

　そうしてサーシャ様はテーブルの上の紅茶のカップを手に取った。

　マリアのカップだったので抗議の視線を受けているのだが、そんなことはサーシャ様は気にしない。

　と、まあ相変わらずの自由な感じだが、サーシャ様は一気に紅茶を飲み干しこう言った。

「この地を根絶やしにすることで、奴の戦力は大幅に増えるのじゃ。手順を説明しようかの……まず、アンデッドが生者を大量に狩る訳じゃ、すると戦場には死体から抜け出た魂が溢あふれる。その死体と魂を利用して炎神皇クリフは不死者を更に量産する。するとあら不思議、死者が死者を呼ぶ形で、アンデッドはネズミ算式に増えていくのじゃ」

　カップをテーブルに置いて、カチャリと皿が鳴る。

　そうしてサーシャ様は、憂鬱げに言葉を続けた。

「その召喚儀式の名は……レベル11：死の謝肉祭コープス・コープズ。不死の大軍勢の誕生じゃよ」

　その言葉で室内は重くるしい空気に包まれる。

「副産物として……いや、こちらが本命かの。溢れた死で冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスを更に生産するつもりじゃろう。実は氷神皇アイザツクや二代目の四皇を復活使役させるために使ったのも、冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスでな。そうして宝珠を大量に手にした奴が向かう先は間違いなく──禁忌の迷宮じゃ」

「禁忌の迷宮とおっしゃいますと？」

「うむ、氷結地獄コキユートス。別名、魔術師の墓場とも呼ばれておる。千年前から続く超高難易度氷結迷宮で、死体が劣化せずに放置されておる訳じゃ」

　ゾクリと、身震いと共に背中に汗が流れる。

「まさか……？」

「そう、超難易度迷宮に挑戦し、命を落とした……あの時代の高位魔術師がわんさかと蘇よみがえるということじゃな。レベル９や、数は少ないじゃろうが──レベル10すらも扱う集団が現れるとでも考えれば良い」

「そんなことになれば……もう誰にも手が付けられません。たとえ世界の全てを相手にしても……」

　考えただけでも、頭が痛くなってくる。

　四百年前ですらそのようなことをできる者は存在しなかったというのに、レベル11という単語が平気で出てくるということの、その意味に粟あわ肌が立ってしまう。

「しかし、サーシャ様、貴方あなたは好き放題にさせるつもりもないのでしょう？」

　ゆっくりと頷うなずき、サーシャ様は懐から取り出した宝珠を差し置いた。

「あちらが不死者の大氾濫スタンピードで来るならば、こちらも大氾濫スタンピードで対抗じゃ」

「どういうことでしょうか？」

「要は人が死ななければ良い訳でな。広範囲を守るには、広範囲の軍勢ということじゃ。故に──こちらもこの地を不死者で埋め尽くす」

「お待ちくださいサーシャ様。ネズミ算式に不死者を増やすレべル11：死の謝肉祭コープス・コープズは別として、そもそもの初手の不死者召喚からして大術式です。炎神皇クリフは屍霊術に精通しているからこそ、それができる訳でしょう？」

「舐なめるな小娘、我を誰だと思うておる──不死皇ぞ？」

　ああ、そういえばそうだったか。

　戦闘特化のイメージが強かったか、この方も自らを不死化するというデタラメを……遥はるか昔に成し得ている稀き代たいの屍霊術士だ。

「まあ我も普段はそんな雰囲気は欠片かけらも出さんから、無理もないがの」

「しかし、この地での惨劇を防いだとして、根本の解決には至らないのでは……？」

「この場合、この地で戦闘中であることが大事なのじゃ。炎神皇クリフは各種戦力増強を並行してやっておる訳でな。奴の脳内魔術回路は一杯一杯で、残りのリソースがほとんどない……ここを突く訳じゃ」

　しばし考え、私は「そうか」とポンと手を打った。

「なるほど。大規模アンデッドを掌握するために、炎神皇クリフはそこに意識を集中させる……と？」

「うむ、奴の手駒も術式の補佐のために多数が割かれることになる。術式の性質上、本人はわざわざ出向かんじゃろうが、現地を仕切る面々は必要じゃしの」

「つまり、奴の本丸が丸裸に近い状況になると？」

「近辺は側近で固めておるじゃろうが、お付きの雑魚は確実に減るじゃろ。そしてこの地での大氾濫スタンピード同士の激突の最中、舞い戻ったエフタルと共に我らは本丸を強襲……まあ作戦はこんなところじゃ」

　と、そこでサーシャ様はアナスタシアたちに視線を向けた。

「アナスタシア、マリア、シェリルよ」

　突然話を振られて、三人は驚いたように目を見開いた。

「おぬしらは雑魚じゃ。それはそれは雑魚も良いところじゃ」

　そうしてサーシャ様は大きく大きく息を吸い込んで、やはり大きな大きな声でこう言った。

「そう────まっっっっっったくの雑魚じゃ」

「いや、まあ自覚はありますけど、その言い方はさすがに酷ひどくありませんか？」

　アナスタシアの抗議を歯牙にもかけず、サーシャ様は言葉を続ける。

「ともかく、足手まといを減らす故、今から貴様らは我の居所で缶詰めにさせる。それにマーリンとスヴェトラーナ？」

「何でしょうか？」

「お主たちはエフタルのために命を投げ出す覚悟があるか？　まともにやっても勝てんのは明白じゃ。少し……我に考えがある」

「むしろ、命を賭けないという選択肢はありえないでしょう」

「ええ、私は後輩クンの妻だから」

　私たちの言葉を聞いて、サーシャ様は満足そうに大きく頷いた。

「フレイザーよ……後で屋敷の一室を借りるぞい。魔術教練に耐えられる部屋が良い……マーリンとスヴェトラーナに即席で術式を施すのでな」

「術式？　まあ構いませんが……」

「それとフレイザーとモーリアにも後で話がある。お主たちにもやるべきことがあるのでな」







サイド：炎神皇




　王宮の玉座の間。

　玉座の傍らで肘をついて寝転がり、魔術書に目を通していると側近のハロルドがやってきた。

　ハロルドは監獄長を任せているジョセフと同じく、四百年前からの僕の弟子だ。

「ハロルド、氷結地獄コキユートスの状況は？」

「死の謝肉祭コープス・コープズが終了次第、探索開始の手はずが整っています。しかし、サーシャを泳がせておいてよろしいのですか？　既に叛はん意いは確認するまでもないでしょう」

「宝珠を奪って逃走したということは、奴やつも大氾濫スタンピードを行う予定なんだろうね。まあ、それしか手がないだろうし良い作戦だと思うよ……本当にできるならね」

「と、おっしゃいますと？」

「万一のことを考えて、僕以外には扱えないような細工を宝珠に仕掛けてある」

「……なるほど。流石さすがに用心深いですな」

　感心したように頷くハロルドに、僕はおどけるように応じた。

「はは、サーシャとマーリンを近くに置くと決めて、足元をおろそかにするなんて……そんなのは正気の沙汰じゃないよ。まあ、あの二人は本当に惜しいけどね。人望のなさをこれほど恨んだことは、生まれて初めてかもしれない」

「人望はお気になさらずに。時に天才は、変人と同視されるものですので」

「皮肉としたら気が利かない、冗談にしても笑えないといったところだね。ともかく、どの道……僕の仕掛けた最後の仕掛けで、連中の希望であるエフタルも戻っては来られないさ」

　そこでハロルドは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「最後の仕掛け？　そのようなものを私も聞いていませんが？」

「言ってないからね。エフタルたちは僕の裏をかこうとして、結界ではなく世界そのものを崩壊させて脱出を狙ってくるだろう。で、監獄長を任せているジョセフはあの性格だ……外道には容赦ないエフタルに、九割九分は殺される。そこから発動する術式……エフタルたちは驚くと思うよ」

「術式……？」

「そう、監獄長の断末魔を詠唱代わりに発動形成される、二つ目の次元結界だ」

「弟子の死を前提……ジョセフを捨て駒に使ったと？」

　コクリと頷き、僕はピシャリと言い放った。

「僕は手段を選ばない」

「……私もいつかは捨てられると？」

「捨てはしないさ。有意義に使うというだけの話でね」

「……そうですね。貴方はそういうお方だ」

「しかし……」と僕は天井を見上げた。

「勝利というにはあまりにも空むなしいね。かつての友を手にかけ、罪なき者を殺し、たった一人の女を守る……我ながら生産性があるとは思えない」

「この道を選んだことを、後悔なされているのですか？」

「僕が選んだのは修羅の道だ。引き返すことなどできやしない。血で濡ぬれたこの手には……後悔をすることすらも許されてはいないんだ」







サイド：マーリン




「さて、ここらで良いかの」

　龍りゆう化したスヴェトラーナの背に乗って、私たちが降り立ったのは公爵領の草原だった。

　草原の南には遠くエルフの里につながる大森林もあり、ピクニックをするには丁度良い場所なのだろう。

「サーシャ様、ここは？」

「五年前の古戦場でな、アンデッドを量産するのに材料にはことかかん。アンデッドの作製には条件がいくつかあっての……地理的に向こうもここを使ってくるのは必定じゃ」

　そしてサーシャ様は懐から宝珠を取り出し、大規模アンデッド作製の術式を組み上げ始めた。

　流石に不死皇と呼ばれるだけあって、手慣れた様子だったが、すぐにその表情に曇りの色が見えた。

「ぬ……？　宝珠から力を……引き出せん」

「どういうことなのでしょうか？」

　お手上げだとばかりにサーシャ様は肩をすくめた。

「どうもこうもない、宝珠に細工を仕掛けられておるようじゃ」

「読まれていたと？」

「うむ、最も早はやこれまでじゃ。すぐにこの地は炎神皇クリフの作り出したアンデッドで溢あふれ、広範囲に広がる死の大氾濫スタンピードは止められん──そして続く、死の謝肉祭コープス・コープズを止める術すべはない」

　そこまで言って、サーシャ様は楽しげに微笑を浮かべた。

「と、そういう風に炎神皇クリフは思っておるのじゃろう」

　意味することを考えて、私はすぐにスヴェトラーナから預かっていた荷物を取り出した。

「以前に異民族から奪った宝珠を使うということですね？　これならスヴェトラーナが保管していたので細工のしようもないと……そういうことでしょうか？」

「いや、要らん。それはお主とスヴェトラーナのアレの時に使う予定じゃしの」

「……では、どうなされると？」

　そこでサーシャ様は唇に人差し指をあてがい、悪戯いたずらっぽく笑った。

「方針は変わらんよ。大氾濫スタンピードには大氾濫スタンピードで対抗じゃ」

「……は？」

「鈍い奴じゃのう……ツテはもう一つあるじゃろ？　と、いうより以前に一度エルフの森で大氾濫スタンピードが発生しかけたことがあったじゃろ？　その規模が、かなーり大きくなるだけじゃ」

　懐からサーシャ様は金属製の管を取り出した。

　召喚用の魔導具に見えるが……はたしてどういうことなのだろう？

「そういう訳で任せたぞ、ケルベロスよ」

　管から放たれる光の筋。

　光は地面に直撃し、そこに現れたのは超高位の魔獣──いや、神獣を冠する魔物だった。

「これは……エフタル様がフェンリルを討伐された時に、サーシャ様が葬ったという神獣ですか？」

「いや、葬ってはおらんぞ。これもまた神や幻魔の類じゃ。見た目もワンワンでもふもふで可愛かわいいし、まあ、ちょっと……コレクションしようかと思っておってな」

「……可愛い？」

　百歩譲ってもふもふは分かるが、可愛い……？

　頭も三つあるし、見るからに凶暴で凶悪なのだが……。

「ともかく、ちょっとイキが良すぎるので、あの世界に入れる前にじっくりとお灸きゆうを据えて調教しておった最中ということじゃな」

「つまり、こちらは不死者ではなく魔獣で大氾濫スタンピードを起こす……と？」

「そういうことじゃ。既に南の森林から魔獣の群れが向かっておる。とはいえ……このままいけば、ほぼ互角ってところじゃろ。負けることもあるかもしれんし、勝ったとしても打うち漏もらしもある。と、いうことで、こういう趣向も凝らしてみた」と、サーシャ様は北の方角を指さした。

「向こうから軍勢が……王国の旗ではなくオルコット公爵の旗……？」

「国軍は壊滅しておる故な、あれは貴族諸侯の領地におった軍じゃ。雷神の加護の下……ちょっと前のお主らのお灸も効いて、まともな貴族は全てこちらについておる」

「オルコット公爵に指示していたのはこれだったのですか」

　しかし、この人もケンカが上手うまいというか用意周到だ。魔術一筋の私では、こういう搦からめ手ては真似まねできそうにない。

　そして、話は終わりだとばかりにサーシャ様は飛ひ翔しよう魔法で浮かび上がり、スヴェトラーナの背に乗った。

「……すぐにこの平原の土くれからはアンデッドの生産が始まるじゃろう。が、ここまでお膳立てしてやったのじゃ……万が一にも民間人に被害が出ることはないじゃろ」

「そして、不死者を蹴散らした後、オルコット公爵は我らに合流させる手はずになっているということでしょうか？」

「いや、この場に留とどまるように伝えておるよ」

「何な故ぜでしょうか？」

「ここから先は、人の身のまま足を踏み入れて良い領域ではないのでな」

　そうして、私たちはスヴェトラーナの背に乗り、王都へと飛び立ったのだった。




　　　　☆★☆★☆★




「ぶっちゃけ、出たとこ勝負じゃ。たとえエフタルが戻ってきたとしても、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの勢力は最盛期の半分程度となる訳でな」

　翠すい銀ぎん色の龍の背の上、上空を旋回しながら眼下の王宮を眺める。

　風で髪をなびかせながら、サーシャ様は神妙な面持ちで言葉を続けた。

「分の悪い賭けになる。降りるのであれば降りても良いぞ。ここから先はもう引き返すことができぬ故……な」

　そこで私は「お言葉ですが……」とサーシャ様にこう断言した。

「一パーセントでも確率があれば、それは百パーセントと同義なのです」

「うぬ？　どういうことじゃ？」

「そこにエフタル様がいらっしゃれば、一パーセントの穴をこじ開けて百パーセントになる、いつも、いつでも、いつだってあの方はそうでしたので」

　サーシャ様は呆あきれたような視線をこちらに投げかけ、少し考えてクスっと笑った。

「……師に対するその盲信……ほとんど病気じゃな。じゃが……不思議と小気味良い」

　ペチリとスヴェトラーナの背中を叩たたき、サーシャ様は私たち全員に向けて大きな声でこう言った。

「エフタルと示し合わせた時刻はもうすぐ──古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアの発動と同時、このまま空から強襲を仕掛けるのじゃ」

　手の甲を見ると、カウントダウンは残り数十秒に迫っていた。

　一同が押し黙り、ただその時を待つ。




　──二十秒、十五秒、十秒。




　しかし──

　エフタル様がいるとして、炎神皇クリフの力はあまりにも強大だ。初代氷神皇もいるし、二代目の四皇もいる。

　更に転生者スキルとやらを扱う超常の者たち、対するこちらはサーシャ様も万全とは言い難い。

　厳しい戦いになるだろう。

　けれど、それでも私は勝利を確信している。

　どのような劣勢でも、いつでもエフタル様は不敵な笑みと共に、全てをぶっ飛ばしてきたのだからな。そしてカウントダウンは進み、残りは五秒となる。




　──４。




　──３。




　──２。




　──１。




　そして、手の甲に浮かび上がった数字はゼロを示した。

「……」

「……」

「……」

　サーシャ様の額が引きつってその額に一筋の汗が走った。

「なぬ……？」

「どうしたのですか？」

「呼び出そうにも……エフタルの気配も幻魔の気配も捕まえられん。あの馬鹿弟子……しくじりよった」

　お手上げだとばかりにサーシャ様は両手を挙げる。

「はは……これはさすがに想定外じゃ。まさか前ぜん哨しよう戦せんでしくじりよるとは……」

　ゆっくりと、そして大きくサーシャ様は首を左右に振る。

　そして「勝てん」と、小さくそう呟つぶやいた。と、その時、空を飛ぶスヴェトラーナの体が大きくよろめいた。

「きゃああああ！」

　必死にしがみつき、振り落とされそうになったマリアが叫んだ。

　私はシェリルを抱え、サーシャ様はアナスタシアとマリアに手を伸ばして両脇にしがみつかせる。

「王宮からの重力魔法じゃな、奴やつら……引きずり込む気じゃ。スヴェトラーナ、首尾はどうなっておる!?」

　抗あらがえ……ない……っ！

　普段よりも低い声。

　聞きなれない龍化時の声だが、長い付き合いだ。声色から相当に焦っていることはすぐに分かった。

「翼に頼るな！　飛翔の魔法を使えスヴェトラーナっ！」

　もうやってる！

　高度がぐんぐんと落ちていく。

　そして、次の瞬間──爆発音。

　それは下から攻撃魔法が一斉に飛んできて、サーシャ様が張った防御壁と攻撃魔法が激突した音だった。

　サーシャ様の防御支援を受け、自身も滑空しながらスヴェトラーナは魔法を避けていく。

　が、次から次に飛んでくる砲撃の全てを避けることはできずに──被弾。

「このままじゃ狙い撃ちじゃスヴェトラーナ！　重力に逆らわず、落下の加速度を利用して、むしろ地面に向かうのじゃ！　地面に降りてから態勢を立て直す！」

　と、そこで真下から圧倒的な魔力圧を感じると同時、サーシャ様は舌打ちと共に叫んだ。

「いかん！　死角から……氷神皇アイザツクじゃっ！」

　サーシャ様は即席で防壁を作り上げていた。

　だが、それは紙細工のように突き破られ、直後に氷柱つららがスヴェトラーナの腹に着弾した音が鳴り響く。

　そして、周囲一面にブリザードが吹き荒れた。余波の冷気に少し身を晒さらしただけで、私たちの体表に霜が降りているような有様だ。

　はたして、直撃を受けたスヴェトラーナのダメージはいかほどのものだろうか。

　と、そこで一同の顔が文字通りに凍り付いた。

　スヴェトラーナの翼が氷で覆われ、その羽ばたきを停止したのだ。

　必然的に訪れる自由落下。

　いや、重力魔法を受けているので、それを遥はるかに超える加速度で下方に向かい始める。




　そうして、私たちは猛烈な速度で落下し、地面に叩きつけられることになった。




　　　　☆★☆★☆★




「大事はない。表面が凍って気を失っているだけじゃ」

　龍りゆう化が解け、半身を凍らせて眠るスヴェトラーナに、サーシャ様は炎の魔法を浴びせかけた。

　中々の荒療治だが、さすがに制御は完璧だ。

　火傷やけどさせることもなく、瞬時に氷は溶け去ったようだ。

　そして周囲を見渡し、その表情がどんどん曇っていく。

　どうにも、私たちを取り囲んでいる連中の数と質を確認してるようで、最終的には困ったように肩をすくめた。

「さて、ここらが潮じゃな」

　落下した場所は騎士団のパレード行事が行われるような広場だった。

　広場には氷神皇アイザツク、二代目の四皇、それに百を超える高位魔術師がこちらの様子を遠巻きに窺うかがっている状況だ。

　無論、その全てが、見ただけで凄すご腕うでと分かる猛者であり、そのほぼ全てがアンデッドだ。

「万策尽きた。最も早はや、全員で逃げることも不可能じゃろう。これ以上は付き合わせる訳にはいかん……我が引き受ける故、お主たちは撤退せよ」

「サーシャ様、この期に及んで何をおっしゃるのでしょうか。覚悟はとうの昔に終えております」

「引き際はわきまえよ。年長者の言うことは聞くものじゃぞ？」

　そうしてサーシャ様は諭すような優しい声色で語り始めた。

「元々な、我は強くはなかったのじゃ。子供の時分に親に捨てられ、食うものがなく死にかけたこともあった」

「こんな時に……昔話ですか？」

「まあ聞け、スラムで育ち、リンチにあったこともあったし、盗みを働いて半殺しにされたこともあったのじゃ」

「……」

「情けなかった、悔しかった。無力を嘆き、そして我は思ったのじゃ。強くありたい……と。そうして、我は誰よりも強さを求めた結果、今の我を手に入れてこうなった訳じゃ」

　そうしてサーシャ様は、ポンと私の肩に掌てのひらを置いた。

「我が普段から偉そうにしておるのは何な故ぜか分かるか？」

「……分かりかねます」

「事実、我が偉いからじゃ。事実、我は強いからじゃ。そりゃあ我は傍若無人じゃ、何故なら、そう振る舞いたいが故に強くなったのじゃからの。で、そんな我の目の前に──もっと強い奴が出てきました、はいそうですか、ごめんなさい……」

　はははと笑って、サーシャ様は胸を張った。

「んなもん、できる訳なかろ？　まあ、カッコくらいつけさせよということじゃ、小娘共」

「サーシャ様……」

「それに負けるつもりなど毛頭ない。我が意を通すために鍛え上げたるこの力じゃ。敵を薙なぎ倒たおし、進んで進んでかき分ける──それが我の流儀」

　そうしてサーシャ様は遠く氷神皇アイザツクを睨にらみつける。

　両手で髪を束ね、懐から取り出したシュシュで後ろを結んだ。

「簡単に止められると思うてくれるな氷神皇アイザツク。この場の全てを──無む茶ちやを承知で押し通り、そのまま炎神皇クリフの喉笛を噛かみ切ってくれようぞ」

　と、その時。

　気を失っていたスヴェトラーナが私に声をかけてきた。

「そんなこと言われてもね……ねえ、マーリンちゃん？」

「ああ、そうだなスヴェトラーナ。時にサーシャ様？　負けるつもりがない……つまりは勝算があるというのであれば我らは引きません。勝ち馬にならぬ馬鹿はおりませんのでね」

　この状況で勝算などある訳がない。

　そんなことは私もスヴェトラーナも先刻承知だ。だからこそ、私とスヴェトラーナは顔を見合わせて笑っている。

　もう、笑うしかないから、笑っている訳だ。

「……阿あ呆ほうどもが」

「背中は……私たちにお任せください」

「言っても聞かんなら、好きにするがよかろう」

　そうしてサーシャ様はアナスタシアたちに声を投げかけた。

「お主たちは何もするな。ただここにいれば良い。炎神皇クリフも鬼ではない……敵対しなければ子供の数人に目くじらは立てんはずじゃ」

　そうして私たち三人はアナスタシアたちを残し、広場の中央に向かって歩を進めていく。

「おぬしら……もはや退路はないぞ？」

「ええ、炎神皇クリフも出てきましたしね」

　言葉通り、向こう側からこちらに歩いてくるのは炎神皇クリフを先頭とした六人だ。炎神皇クリフ、氷神皇アイザツク、そしてその背後に二代目の四皇。

　そうして互いの表情が分かる距離になった辺りで、サーシャ様は炎神皇クリフに向けて口を開いた。

「後ろの小娘たちのことじゃが、まさか炎神皇クリフともあろうものが無抵抗の小こ童わつぱに手は出さんよな？」

「悪いね。非常に気は進まないが、僕は身中の虫は潰しておく主義なんだ。アリの一穴という言葉もあるくらいだし、今後、どのような怨恨も残さないためにもね」

　さて、困った。

　これは流石さすがに想定外だったらしく、サーシャ様はどうしたものかとアゴに手をやった。

「本当にお手上げみたいじゃな」

　炎神皇クリフが右みぎ掌てをこちらに向けて攻撃の術式を組み始める。

　こちらも攻撃と防御の準備を整えるが、戦いの形になるのは恐らく最初の数分……いや、数十秒だろうか。

　質では負けていないが、数が違う。

　一方的に押し込まれて、蹂じゆう躙りんされるだけなのは目に見えている。そう、そんなことは分かり切っている。




　──さて、どうやら私の人生もここで終わりらしい。




　まあ、上出来……だったのかもな、と思う。

　四百年前にエフタル様が亡くなった。

　兄弟子たちも寿命を迎え、いつしかエフタル様を直接知る者もいなくなり……。

　あの時代を生きた者が消えるにつれ、私の視界からは少しずつ、少しずつ、色が失われていった。

　どれほどエフタル様が、そして共にあの時を過ごした人々が、私の心を強く占めていたか。それに気づくのにそれほどの時間はかからなかった。

　色あせた世界の中で生き続けた。

　何を目的に生きているのかすら良く分からないようになり、そんな時に……奇跡が起きた。

　エフタル様と再会し、新たに師を同じくする妹たちもできて、短いながらにも笑いあえた。私の見える景色に、色が戻った。

　だから、これで良いのかもしれん。

　赤子の頃に魔王城で死ぬ定めだった私にすれば、この人生は上出来……と、そこで私は首を左右に振った。




　──いや、何が良いものか。




　無念……無念に決まっている。

　後輩を守ることもできず、ようやく取り戻したかけがえのない居場所を守ることのできぬこの力の無さが……この上なく無念だ。

「さて、始めようか」

　炎神皇クリフの準備は終わったようだ。

　その魔法は、彼の代名詞であるレベル10の炎撃。

　限定的小規模核爆発を起こし、全てを焼き尽くす極大魔法が、今まさに放たれようとしたその時──

「捕まえ……たあああああああっ！」

　私とスヴェトラーナの腕が掴つかまれる。

　風魔法を駆使した猛烈な後方への加速。つまりは、サーシャ様は叫ぶと同時に全速力で後ろに飛んでいた。

　突然の絶叫に驚いていると、その表情に溢あふれんばかりの喜色が見えた。

　次の瞬間には、サーシャ様は召喚術式を猛烈な速度で組み上げていく。

　その魔力構成の流れを見た瞬間、私とスヴェトラーナの口元にも笑みがこぼれた。

「まさか……」

　と、私の言葉の続きを、スヴェトラーナが続ける。

「ひょっとして……」

　その言葉の続きを、アナスタシアが更に続けた。

「ひょっとするんです？」

　サーシャ様が使おうとしている術式は、私の良く知っている術式だ。

　いや、宝珠などの補助具も使わず、儀式魔法ですらなく、個人でこんなバカげた規模の魔力を行使する召喚術式を、私は他に知らない。

　そんなものは、アレの他に……ありえて良いものではないのだ。

「炎神皇クリフ、そして黄よ泉みから帰りし死にぞこないどもが……よくも、延々と煮え湯を飲ませてくれよったの？」

　そうしてサーシャ様の背後に、蜂の巣を思わせる光の格子が出現する。

「出会えい、幻魔と馬鹿弟子よ！」

　それは、神々の御お伽とぎ噺ばなし、この世に溢れる、妖精郷。

　絶対にして不死の身の、魔導王が奏でる下僕共の協奏曲。その名を──




「──レベル11っ！　古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアっ！」




　発光。

　迸ほとばしる光。

　一面の白色の中、流星のように、格子の中から光が飛び出してくる。




　──クーフーリン。

　──ハヌマーン。

　──ユニコーン。

　──クルースニク。




　幻魔が次々と現出し、炎神皇クリフの表情に初めて驚きの色が混じった。

　そうして、全ての幻魔が出現すると同時、最後に黒髪をなびかせて一人の少年が格子の中から現れる。

「待たせたな、みんな」

「ほんに遅い……遅刻とかありえんじゃろっ!?」

「無茶言うな、最後の最後で色々あってな。これでも全速力でかっ飛ばしてきたんだよ」

　さて……と、エフタル様は周囲の状況を確認し、炎神皇クリフに向き直った。

「こちらの増援、幻魔の総数は都合三十三だ」

「最後の仕掛けで君ではあそこから抜け出せないと思ったんだけど──見事だよ、エフタル」

　そう言うと、炎神皇クリフはニヤリと笑ったのだった。
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サイド：エフタル




「師匠、炎神皇は俺に任せて欲しい」

「……できるのか、お主に？」

「結局これは──親戚付き合いの壮大な大おお喧げん嘩かだからな。悪いが、ここは俺に仕切らせてくれ」

　憮ぶ然ぜんとした顔で何かを考えているサーシャに、俺は小さく頭を下げた。

「……頼む。ケリは俺につけさせてくれ」

「まあ、お主も言い出したら聞かぬ性格じゃからの……好きにせよ」

　一歩、炎神皇クリフに向けて足を進める。

　すると、その隣に控えていた氷神皇アイザツクが、炎神皇クリフを守るように俺との間に割って入った。

　しかし、氷神皇アイザツクの死体まで引っ張り出してくるとは……炎神皇クリフも本当になりふり構っていられないみたいだな。

　炎神皇クリフに言いたいことは色々あるが、とりあえず全ては一発ぶん殴ってからだ。と、そこでサーシャが氷神皇アイザツクに向けて、ズカズカと無遠慮に進み始めた。

「お主の相手は我じゃ。一対一では貴様なぞ相手にならん。遊んでやる──来い小童」

　と、同時、サーシャと氷神皇アイザツクは横っ飛びに飛んで、次の瞬間に左方で攻撃魔法が二つ唸うなりをあげた。

　次にマーリンとスヴェトラーナが俺の前に出て、炎神皇クリフの後ろに控える四人のアンデッドの魔術師に声をかけた。

　何者かは知らないが、こいつらもかつては高名な魔術師だったのだろう。

「私が三人相手で、マーリンちゃんが一人というところかしら？」

「ああ、二人程度なら私でも何とかなりそうだが……戦力配分で考えるとそんなところだろうなスヴェトラーナ」

　そうしてスヴェトラーナは龍りゆう化し、一段低くなった声色で言葉を続けた。

「この姿になったからには手加減できないわよ。グチャグチャの肉片にされても文句は言わないことね」

「私とスヴェトラーナを相手にするなら、三代目の四皇の墓も暴いておくべきだったな」

　おいおい、炎神皇クリフ……二代目の四人も陣営に引き入れてたのか。

　本当にこいつ、滅め茶ちや苦く茶ちやしやがるな。

　そうしてスヴェトラーナの背に乗ったマーリンと共に、飛ひ翔しよう魔法を使った四人が空に消えていった。

　こっちは空中で決着の予定らしい。

　そして、続けざま、周囲に点在する数十名の魔術師たちに向けて幻魔が飛びかかっていく。

　この中にはスキル持ちも交ざっているだろうが、こっちもサーシャが長年かけてかきあつめた精鋭中の精鋭だ。

　と、なると勝敗を分かつのは大将戦……つまりは、俺と炎神皇クリフの一騎打ちってことになる。

　そうして、俺が睨にらみつけると、炎神皇クリフはやれやれとばかりに肩をすくめたのだった。




　　　　☆★☆★☆★




「どうしたんだいエフタル？　逃げ回ってばかりじゃないか」

　開幕当初からレベル８、あるいは９の炎魔法が次から次に飛んでくる。

　対して、俺の取ることのできる方法は二つだ。

　一つは、低レベル帯の風魔法で加速して炎神皇クリフの攻撃をかわすということ。

　あるいは高レベル帯の防御魔法で相手の攻撃をいなすか……だ。

「さあ、派手な撃ち合いをしようじゃないか。君にもレベル10があるだろう？」

　だが、付き合わない。

　高レベル帯で真正面から魔法を撃ち合っては勝ち目がないからだ。

　魔法適性の問題で、高レベル帯での俺の術式処理速度は炎神皇クリフの半分程度だろう。

　そこには絶望的な差があって、だからこそ俺は四皇最弱だったんだ。

　俺にできることと言えば、せいぜいが逃げて逃げて逃げ回り、途中にできた……隙とも言えないような相手の僅かな隙をついて──

「レベル８：雷神撃トールハンマー！」

「レベル７：四精霊エクストラ極大防御陣マジツクガード」

　そう、隙をついても防がれる。

　俺が必死こいて作り上げたレベル８を、炎神皇クリフは瞬時に作り上げたレベル７で防いでしまう。

　速度だけではなく、魔法適性の差が魔法性能の差にもなって……立ちふさがる。

　相手が時速百二十キロでぶっ飛ばす重量級トラックとすれば、俺はせいぜいが時速六十キロがマックスのオンボロの軽トラってところだ。

「しかし、さっきからチョコマカと……意地でも僕にまとわりついて離れないつもりだね」

「引きはがされればお前の十お八は番こ──遠距離仕様のレベル10で焼き切られるだけだからな」

「なら、これでどうかな!?　範囲爆撃だっ！」

　放たれたのは炎神皇クリフを中心として吹き荒れるレベル９の炎の嵐。

　全身にレベル８で防壁を張るが、直撃を受ければ一瞬で黒焦げになるのは間違いない。

　風魔法を前方に展開して、後方へと一気に加速。

　直撃を避けつつ、炎魔法の威力が減衰したところで、今度は俺の後方に風魔法を展開。

　身体能力強化も併用しつつ、一気に距離を詰める。

　そうして炎が完全に消えて、範囲魔法を使ってもなお、俺が近くで食らいついている姿を見て、炎神皇クリフの表情が若干ひきつった。

「好いい加減にうっとうしいよ？」

　とはいえ、こちらの攻撃も通らない。

　対して、直撃を受ければそこでゲームセット級の攻撃がボカスカ飛んでくる。

　このまま続けてもジリ貧は必至だ。集中力が途切れて何か一つミスすればそこで終わりとなる。

　まともにやりあっても勝ち目はない。なら、どうするか？

　先ほどのレベル９の大技の行使、そして俺は炎神皇クリフのソレを完璧な形で対処した。

　そう、さっきの俺の動きは、炎神皇クリフの予想を確実に上回ったんだ。

　炎神皇クリフの次弾発動までの小さな隙、けれど今までで一番大きな隙ができている。

　チャンスはここしかない。

「これでどうだっ！」

　刀を一いつ閃せん。

　炎神皇クリフは物理障壁を発生させて防御すると同時に、カウンターで俺に炎撃を放ってきた。

　そして炎撃をかわして、俺は更に刀を振ろうとする。

　それを読んでいた炎神皇クリフが再度の物理障壁を張ろうとしたところで、刀を捨てると同時に突貫する。




　──飛びつき腕ひしぎ逆十字。




「その技は見たよ。初見殺しは……初見だからこそ意味があるんだ」

　炎神皇クリフの右手を両手で掴つかみ、飛びつこうとしたところで──炎神皇クリフの全身が炎に包まれた。

「レベル９：炎自戒セルフバーニング」

「ガアアアっ！」

「はは、両手の掌てのひらを焼かれたようだね？」

　一旦バックステップで距離を取り、掌を確認する。クソ、炎神皇クリフの言う通り、しばらくは使い物になりそうもない。

　そこで俺は懐に手を入れて、金属の筒を取り出した。

「じゃあ、こういうのはどうかな炎神皇」

「召喚筒？」

「小世界的古今ミニ・フ東西御伽草子アンタジア」

　筒から出てきたのは三体の幻魔だ。




　──オベロン。

　──ティターニア。

　──そして、バステト。




「あの世界を仕切る原初の三人だ。いくらお前でも少しは難儀するだろうさ」

　三体が同時に飛びかかり、炎神皇クリフはレベル９の範囲魔法で群がるハエのごとくに薙なぎ払はらおうとする。

　しかし、三体も数の利を覆す範囲魔法には警戒しているので、無論直撃は受けない。

　ティターニアの防御魔法が炎を遮り、オベロンとバステトが連携で繰り出した無数の氷刃アイスエツジが炎神皇クリフに全方位から襲い掛かる。

　オベロンが矛。ティターニアが盾。

　そしてバステトが臨機応変に矛と盾の役割を受け持つ。

　時間にして10秒程度、俺の眼前で目まぐるしい攻防が繰り広げられる。

　究極と言っても差し支えのないレベルでのせめぎ合い──最終的には、炎神皇クリフが二連撃のレベル９で制する形となった。

　つまりは、炎神皇クリフの放った魔法をティターニアの防御壁で防ぎきれず、獄炎で焼かれ戦闘不能に陥ったのだ。

　直撃ではないので、命に支障はない。

　が、長時間放置すれば危ない状態なのは間違いない。

「君の切り札も焼け石に水だったようだね。時間稼ぎにもなりやしない」

「いや、これだけの時間があれば十分だ。レベル10：雷神皇エフタルっ！」

　これが通じなければ、俺の持てるいかなる攻撃手段もこいつには通らないことになる。

　が、炎神皇クリフは俺の極大魔法を目の当たりにしても、涼しげな表情で──

「レベル10：炎フレイム神オブイ盾ージス」

　雷撃と防壁がせめぎ合い、そして、ものの数秒で俺のレベル10は消失した。

　防がれるとは思っていたが……数秒ももたないのは流石さすがに想定外だ。

　最も早はや、呆あきれ笑いしかでてこない。

　が、ここで負けを認めることができないってのは、中々に辛つらいところではある。

「切り札も防がれた。もうこれでお終しまいだよ」

「そうだよな。お前は防ぐよな──俺のレベル10なんて簡単に防ぎきるよな？　そんなことは知っていたさ。バステトたちに時間を稼いでもらっていたのは、俺がレベル10を組み上げる時間を稼ぐためじゃない」

「ん？　エフタル……君は何を言っている？」

「つまりは、俺の勝ちってことだ」

　勝利宣言を受け、炎神皇クリフは周囲の状況を確認し……そして諦めたように首を左右に振った。

　負けを悟ったのだろう。

　その場で微動だにしない炎神皇クリフに向けて、俺は更に言葉を投げかける。

「俺が開幕当初から逃げ回っていたのも、幻魔を召喚したのも、全てはサーシャたちが決着をつけるまでの時間稼ぎだ。お前も分かっていたことだろう……長引けば勝ち目はないとな」

「いや、結果としてそうなるという可能性があることは知っていた。しかし、まさか君が最初から他力本願だとは……」

「事情が事情だ。何が何でもお前に勝って話をする必要があったもんでな。さあ、どうするよ炎神皇」

　それぞれの死闘を制したサーシャが、スヴェトラーナが、マーリンが。

　そして幻魔たちが続々と炎神皇クリフを取り囲んで包囲していく。

「ああ、確かに多勢に無勢だ。敗因は君を短期間で沈められなかったってところかな。まあ、古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアが復活した時点で、こちらの負けだったんだろうね」

「だが……」と、炎神皇クリフは悲しげにまつ毛を伏せた。

「炎神皇としての僕は……という条件がつくけどね」

　そうして炎神皇クリフは掌を天に掲げ、術式を組み上げ始めた。

　炎神皇クリフから感じられるバカげた魔力圧に、俺は……いや、その場の全員が全速力で防御術式を組み上げ始めた。

　恐らく、俺だけでなくこの場の全員が人生最高記録レベルでの術式構築速度を出していると思う。

　組めなきゃ死ぬ。だから、限界を超えて必死で組む。

　肌感覚のレベルで、誰しもがコレはヤバいと感じるような……炎神皇クリフが作り上げているのはそんなふざけた魔法だ。

「レベル11という領域。ここから先は四皇としてではなく、転生の女神へと続く扉──ソロモンの扉を開きし魔人として、君たちの相手をしよう」

　その時、周囲にサーシャとスヴェトラーナの悲鳴に似た声が響き渡った。

「マーリンちゃん、私の後ろへ！」

　次に、アナスタシアたちに駆け寄るサーシャの怒声が響く。

「小娘共！　我から離れるな！」

　他人を庇かばう余裕なんか、お前等らにもないはずだ。

　勿もち論ろん、俺自身が今から放たれる魔法に耐えられる自信もない。

　けれど、やはり俺も……動けぬバステトたちに駆け寄り、三体と自身を包み込むように結界を張った。

「炎の華よ──咲き乱れろ。レベル11：焔ホムラ」

　そうして、終しゆう焉えんの火が俺たちを包みこんだ。




　　　　☆★☆★☆★




　一面が更地になっていた。

　王宮の半分が吹き飛び……遠くに炎上する崩れた建物が見える。

　サーシャたちは……どうなった……？

　見ると、サーシャは服が焦げてはいるものの、戦闘の継続は可能。

　庇われたマーリンとアナスタシアたちは無傷だ。が、この娘たちは炎神皇クリフに対しては最初から戦力外といったところだろう。

　スヴェトラーナはマーリンを庇う形で体の半分が黒焦げになり、横たわっている。

　が……何とか生きている。こちらは戦闘の継続は不可能。

　マーリンについては無傷に近いが、この領域で戦力になるかと問われると疑問を感じざるを得ない。

　そして幻魔たちは半分が消失し、残り半分はほとんどが虫の息だ。

「何だ……そりゃ？」

　たった、一発。

　そう、ただの一発でこいつは戦況をひっくり返しやがった。

「さて、形勢逆転だエフタル」

　そして、俺もまた無傷ではない。

　ブスブスと煙をあげる体は全身に火傷やけどを負い、それどころか所々が炭化している。

　ダメージから察するに、俺も……戦闘の継続は不可能だ。

　カクリと膝を折り、そのまま俺も地面に倒れこんだ。

「おや、もう終わりかいエフタル？」

　軽い足取りで、炎神皇クリフが近づいてきた。

　どうにかこうにか見上げると、こちらに掌を突き出してきて……どうやらトドメを刺すつもりらしい。

「それじゃあこれでお別れだ。腐れ縁だったが、最後と思うと感慨深いね」

　何か言い返してやろうと思ったが、肺から息が漏れるだけで言葉にならない。

　と、その時、炎神皇クリフは俺から視線を切って右方に顔を向けた。

「炎神皇クリフよ、本当に我が……古今東西オトギ・フ御伽草子アンタジアが復活しない場合、丸腰の状態でこの場に臨むと思っていたのか？」

　ベロリと舌を出し、サーシャは意地悪く笑う。

　そして、その傍らには白銀の翼を持ち、金色の鎧よろいに身を包む戦乙女の姿があった。

「熾天使セラフ：ガブリエル。これこそが真の我の切り札じゃよ」

　そうしてサーシャは俺に向けて声をかけてきた。

「とはいえ、いかな我でもコレ相手には長くはもたん。エフタル、今こそ長年のお主の枷かせ──魔法適性の呪縛を解き放つのじゃ」

　意識が朦もう朧ろうとして最後の方は良く聞こえなかった。

　そしてボヤける視界の中、サーシャはパチリと指を鳴らし、俺の意識は暗転した。




　　　　☆★☆★☆★




　ここはどこだ？

　一面が白色の謎の空間、そして眼前には金髪の女神。




　──ここは……転生の間？




　どうしてこんなところに……と、そこで俺は思い至った。

　どうやら、俺はあそこで死んでしまったらしいな。

　でも、再転生は前に使ったから、俺がここに来ることはもうないはず。

　何な故ぜだろう……そんなことを考えていると、後ろから俺を呼ぶ声が聞こえた。

「マーリン？」

「申し訳ありません。一度だけ言いつけを破ります。今度は拳で殴ってくれても構いませんので」

　何を言っているんだと思っていると、マーリンの後ろにスヴェトラーナの姿が現れた。

　それはまるで次元転移魔法のように……突然に。

「後輩クン？　私たちの覚悟はもう決まってるから」

　状況に頭が全く追いついて行かない。

　本当に何を言っているんだこいつら……と、俺を置いてけぼりにして、二人は同時に頷うなずいた。

「おい、お前等何を言ってるんだ……？」

　その時、転生の女神が俺に向けて微笑と共に声をかけてきた。

「ようこそエフタル、お久しぶりですね。門を開いてここに戻るとは思いませんでしたが……」

　門……？　いや、待てよ、これって……。

「そうですエフタル様、冥界のスカーレツト宝珠オブハーデスをソロモンの鍵とし、貴方あなたは門を開きました」

　マーリンを睨にらみつけ、𠮟り飛ばすように言葉を投げつける。

「マーリン、この方法での魔法適性の治療はしないと前に言ったはずだ！」

「申し上げたはずです。言いつけを破る……と」

「女神は代償を要求する。力を与える代わりに、大事な者の魂を捧ささげなくちゃならないんだ。そんなことできる訳がないだろう!?」

「だからこそ、私たちがここにいるのです」

「……本当に殴るぞ？」

　と、拳を握ったところでスヴェトラーナが優しい微笑を浮かべた。

「後輩クン？　どうして私たちが二人なのか……良く考えて？」

「どういうことだ？」

「捧げるのは一人の魂なのよね？　それで、サーシャちゃんにこの話を聞いた時、思ったのよ。何となくいけそうかなー……って」

「だから、どういうことだ」

「あのね。二人で分担したら……二分の一ずつならすぐには死なないんじゃないかなって」

　しばし、その場で俺は固まった。

　そうしてスヴェトラーナの言葉の意味するところを考えて……思わず笑いが漏れてしまった。

「……サーシャは何て言っていた？」

「可能性はあると、そう言っていたわ」

　しばし俺は押し黙り、女神に向けて言葉を投げかける。

「……で、女神よ。聞いての通りだが、その方法は通るのか？」

　女神は何かを考えた後、小さく頷いた。

「結論から言うと、魔法属性の付与は可です。ただし、代償については前例はありません。二人が即死の可能性もありますし、そうならない可能性もあります」

「つまり、出たとこ勝負ってことか」

「そうなりますね。また、十賢人……システム考案者の想定外の出来事なので、次回からは対策が打たれる可能性が極めて高いです。あるいは、即決しないとすぐに介入が行われ、二度と使えない方法となるでしょう」

　女神の言葉を受けて、俺は二人に向き直る。

「ってことで却下だ。お前らに危ない橋を渡らせることはできん」

　すると珍しく二人は俺に反抗的な態度を見せた。

　つまりは首を左右に振ったのだ。

「お言葉ですが、エフタル様？」

「何だマーリン？」

「やる前に、負けた時のことを考える馬鹿はいません。それはエフタル様の口癖でしょうに？」

　と、そこでマーリンはクスリと笑い、続けてスヴェトラーナも笑い始めた。

「あのね、後輩クン？　やる前には負けた時のことを考えておいた方が良いと私は思うのよ。でも、今に限ってはそれで良いわ」

　と、そこで俺も何な故ぜだか笑ってしまった。

　いや、確かに考えてみりゃその通りだ。やる前に負けた時のことを考えない馬鹿なんていない。

　知識としては現代地球でそういうことを言った人がいるというのは知っているし、俺の好きな言葉だ。

　しかし、やる前に、負けた時のことを考える馬鹿はいないって……誰が言い出したんだろう。

　多分、豪快で明るくて、人を元気にさせるような……素晴らしい人だったんだろうな。

　で……まあ、俺まで笑ってしまったからには、もう仕方ない。

「もう俺の負けだ。お前等……良いんだな、それで？」

　俺の問いかけに二人は迷うことなくすっと頷いた。

「必ず、生き残る。マーリン、スヴェトラーナ、アナスタシア、マリア、シェリル、サーシャ……もちろん、俺もだ」

「そして……」と、言葉を続ける。

「みんなで帰ってメシ食って風呂入って寝る。ただ、それだけの話だ」

「必ず、勝ってくださいエフタル様」

　マーリンの言葉に、俺はドンと拳で胸を叩たたいて応じた。

「安心しろ、お前らの師匠は世界最強だ。誰にも負けやしないさ」

　少なくとも、そうでありたい。

　その気持ちは、今後もずっと持ち続けたいと思う。




　──俺のために命を投げ出してくれたこいつらのために。

　──信じてくれたこいつらのために。

　──胸を張って誇れるような……そんな男に。




　ともすれば、涙がこぼれそうになってしまうが、感傷に浸っている時間はない。

「早く、望みを言いなさいエフタル」

　女神に促され、俺は深く溜ため息いきをついた。

「まあ、出戻りで恥ずかしいことこの上ないんだが……魔法適性だ。自力で何とかするつもりだったんだがな」

　と、そこまで言って俺は首を左右に振った。

「いや、恥ずかしくはない。これはこいつらが俺に託した願いだ。だから、自信をもって……ありがたく受け取ろうと思う。魔法に対する適性を獲得したい」

「では、滞りなく──」

　体中を淡い光が包み、脳内がクリアーになっていく。

　なるほどこれが……そうか、これが魔法への適性ということか。

「女神……元の場所に戻してくれ」

「では、ご武運を」

　体の表面から光の粒子が舞い上がっていく。

　三度目の経験だが……転送が始まった。そして徐々に体の密度が薄くなっていく。

　そして、意識が暗転。




　──気が付けば、俺は炎神皇クリフの待つ戦場に舞い戻っていた。
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　外に出るとサーシャがズタボロになり倒れ、既にガブリエルは消失した後だった。

　戻ったとはいえ、俺のダメージは甚大だ。瀕ひん死しの状態と変わりはないと言っても言い過ぎではないだろう。

「ソロモンの扉を開いた……という風に見えるね」

「ま、そんなところだ」

「これで本当に最後になると思う。だから……僕も少し素直になって腹を割って話そうか。実のところ、僕は君には感謝している」

「俺はお前には苛いら立だちしか覚えないがな」

「これは手厳しい。でも、実際問題……感謝しているんだよ。少なくともブリジットは、君のおかげで人としての生涯を、幸せに過ごすことができたのだからね」

「……」

「何故、君は僕の邪魔をする？　事情はもう知っているんだろう？　君もブリジットを救いたいはずだ」

「ベターではあってもベストじゃないからだ。犠牲が出過ぎる」

「知った風な口を利くね」

「知ってるからな。それをブリジットは望まないと」

「僕は兄だ。君がブリジットの何を知っているというんだい」

「お前の知らない妻としてのブリジットを俺は知っているさ」

「それを言うなら僕もだよ。君の知らない妹としてのブリジットを知っている」

「……」

「信じられるかいエフタル、僕はブリジットを手にかけようとしたことがある。君はそんな感情を抱いたことはないだろう？　何度も何度も殺そうとした。けど、僕にはできなかった」

「……」

「でも、たとえ世界中の全てが敵になろうと、僕は……それでもブリジットを守りたいと思った」

「確かに、俺はブリジットを殺そうとしたことはない。だが、世界中が敵になろうと……そこは一緒だ」

「一緒？」

「どこの世界に妻を何よりも大事だと思わない男がいる。世界を敵に回したって、俺だけはブリジットの味方だ」

　訪れる沈黙、互いが互いに根っこのところは同じだと分かっている。

　だから、かける言葉が見当たらない。

「……」

「……」

「なら、どうすれば良いんだい、エフタル？　破壊衝動を止める術すべはない、自由に破壊をさせるか、あるいは彼女を殺すしかないんだ」

「どうして二択になるんだ。タイムリミットがあるなら、その時までに解決方法を見つければ良いじゃねーか」

「全く、君の中途半端にはいつも呆あきれるよ。基本は理論派なくせに肝心なところは感情に任せる。最後は無責任に突っ走る。昔から変わらない。大体が結果オーライのことばかりだったじゃないか」

「結果オーライなら、それで良いだろうが」

　そこで炎神皇クリフは呆れたように……いや、諦めたように笑った。

「本当に君という人間は……羨ましいよ、そういうところ」

「俺もお前が羨ましいさ……非情になり切れんからな。いや、いつまでたっても、俺はガキの頃から成長できない人間だ」

「もうやめようか、エフタル」

「そうだな、こっから先は平行線だ」

「どちらも正しくて、どちらも間違ってる。そして、互いに譲る気もないからね」

「ああ、始めよう。クリフ」

　その言葉で、意外そうにクリフは目を細めた。

「僕を……炎神皇とは呼ばず、ちゃんと名前で呼んでくれるんだね？」

「……やっぱりお前は昔から何一つ変わってなくて……クソったれの親友だって分かったからな」

　嬉うれしそうにクリフは笑い、そして「ありがとう」と小さく言った。

「正真正銘、これで最終ラウンドだ」

「ああ、これで全てを終わらせよう」




　　　　☆★☆★☆★




　全身の細胞が感謝していた。

　今まで不当に虐げられ、そのポテンシャルを発揮できないでいた脳細胞が、それが形成する魔術回路が、感謝していた。

　待ち望んだ日を、あるいはそれは叶かなわぬと諦めていた日を──つまりは今、この瞬間に、感謝していた。




　──鍛え上げた実力の全てを、ありのままに何にも邪魔されず、全力を出すことができることに。




「レベル10：氷神皇アイザツク」

　地から氷柱つららが突き出し、空からは魔力を帯び、全てを凍いてつかせるダウンバーストが吹き荒れる。

「はは、本家本元も顔負けだね」

　涼しい表情で俺のレベル10を防御魔法で捌さばき、クリフは反撃の一手を繰り出そうとする。

　が、俺の方が早い。

「レベル10：炎神皇クリフ」

　俺を中心として、今度は全てを焼き尽くす地獄の獄炎が吹き荒れる。

「はは……本当に本家本元が顔負けだ。誇って良いよ、なんせ僕が言うんだからね」

　やはり、涼しい表情で俺のレベル10を防御魔法で捌き、クリフは今度は反撃の一手を繰り出すことに成功した。

「だが、こちらが本家だ──レベル10：炎神皇クリフ！」

「レベル10：土公神皇イターム」

　大地から生えるのは巨木の根。

　眼がん前ぜんに霊脈の力を帯びた世界樹の根の一部を召喚し、壁にする。

　クリフの炎は樹木の根に吸い込まれ、そして原初の魔力へと変換され宙に溶けていく。

　これは俺の知る限り、最もデタラメな魔術障壁だ。そしてそれは、クリフのレベル10を相手にしても例外ではない。

「レベル10を三つ……いや、四つ目も構築済みか？　四皇の技の全てを……この時間で……？」

「まあ、速さだけが取り柄なんでな」

　レベル10の最速の連打。

　魔法適性という補助なく、今まで孤軍奮闘し、真価を発揮する術がなかった──俺の魔術。

　そんな俺の魔術が、初めてそのポテンシャルを最大限に引き出され、まるで魔力自体が意思を持ったかのように、次から次に溢あふれ出るように術式をつむいでいく。溢れ出していく。

「それじゃあこっちも本家本元だ──レベル10：雷神皇エフタル」

　それは今まで使ってきたものとは、まるで別の魔法と思えるような強大な雷撃だった。

　使った本人ですら驚いているのだから、クリフからすればたまったものではないだろう。

　とはいえ、既に俺も満まん身しん創そう痍いだ。

　何のことはない、今は魔術で脳内麻薬を無理やりに分泌して、何とか気を失わないようにしているだけのこと。

　今なら、シェリルの細腕で後ろから殴られただけでも、俺は戦闘不能に陥ってしまうような状態だろう。

「ま、何だかんだでコレが一番得意だわな。当たり前の話だが」

「なるほど、これが本当のエフタル……か」

　全ての雷撃が通ったという訳ではない。

　逆に言えば、全ての雷撃をクリフが防ぎ切ったという訳でもない。

　ともあれ、膝がガクガクと笑っている程度には、クリフにダメージが通ったようだ。

「ならば、やはり魔人として相手をしようかエフタル」

　そうしてクリフは掌てのひらを天に向けて突き上げた。

　アレが来ると分かった瞬間、俺も……今の俺ができる最高の魔法で応対すべく、術式を組み始める。

　互いに術式を構築し、魔力を錬成する。

　そして、互いの最強の術式が構築されたのは、ほぼ同時のことだった。

「レベル11：焔ホムラ」

　クリフが放ったのは全方位爆撃ではなく、一か所に爆発の威力を集中させた巨大な炎弾。

　それを視認した俺は、カウンターを繰り出すべく右みぎ掌てを突き出した。




　──これは四百年前に一度だけ使ったことがある魔法。




　クリフと、アイザックと、イタームと……そして、俺。

　一回こっきりの技で、あれ以来一度も試したことすらない。

　けれど、あの日、決戦の魔王城で一度だけ、確かに発動した究極の技だ。

　そう、生涯に一度きり四人で力を合わせ、儀式魔法として発動させたこの技は、後にこう名付けられることになる。つまりは──




「レベル11：四皇シコウ」




　これは四大属性の全てが混じりあい、全ての特徴が相殺された……純粋な魔術的なエネルギーの結晶だ。

　それを目標に向けて撃つ、ただ、それだけの技。芸のない技だが……シンプルが故に強力。

　そして、俺の放った魔法を見て、クリフは「フッ」と笑った。

「呆れたものだ。たった一人でそれをやってしまうとは」

　俺とクリフの魔術がせめぎ合い、しばしの拮きつ抗こう状態が訪れる。

「いや、俺だけじゃねえよ。俺に魔術を教えてくれたサーシャがいる。師として情けない姿は見せられない、更なる向上心を──そう思わせてくれたマーリンとスヴェトラーナがいる」

「なるほど。でも、結局は君も修羅道に落ちた。魔法適性と引き換えに、かけがえのないものを捧ささげたんだろう？」

「俺の弟子たちは……強したたかだよ」

「強か？」

「一人だけでやるから死ぬ訳で、二人で分ければ大丈夫だってさ」

「馬と鹿は四つ足だから同じ……それに通じるものがあるね。はは、ははは、はははははっ！　なんだいそれは？　もう無む茶ちや苦く茶ちやだ！」

「ああ、お前の言う通りにバカの理屈だ。だが、馬鹿だけが……乗り越えられない壁を突き抜けることができるってもんだ。利口な奴やつは、越えられない壁は最初から越えようとも思わんからな」

　と、その時、レベル11同士のぶつかり合いの拮抗が崩れた。

　少しずつ一方に魔力が押し込まれていき、すぐにそれは加速度を伴い、一気に片方へと押し進んでいく。




　──僅かな差だった。




　本当にそれは僅かな差で、けれど負けたからには必然的に──二つの極大魔法が俺に向かって迫りくることになった。

「これでも……届かないか」

　残った最後の力を振り絞り、俺は防壁を展開させて横っ飛びに飛んだ。

　焼け石に水なことも分かっている。確定した死であることも分かっている。

　けれど、足あ掻がかずにはいられない。

　そうして魔力の奔流に呑のまれそうになったその時──

「レベル10：亡者イモータルの釜・パニツク」

　聞こえてきたのはサーシャの声だ。

　と、同時、俺の眼前に無数の上位アンデッドが現れ、盾になった。

　ギリギリのところで、どうにかこうにか窮地を脱することができたのは、どうやらサーシャの最後の搾しぼり粕かすのおかげ……ということらしい。

「エフタル。もう良い……魔法適性を克服してもなお、お主では小こ童わつぱには届かぬ……お主だけでも逃げるのじゃ」

「生あい憎にくだが、俺はこの性格だ。賢い立ち回りができりゃあ苦労はしねえんだよな」

　と、それだけ言い残して俺はクリフに向けて突貫する。

「エフタル、もう勝負はついたはずだよ」

「そういうセリフは俺を殺とってから吐くんだな」

「魔人ではない者では、レベル11は出せても一回が限度だ。つまり、君に勝機はない──レベル10：土公神皇イターム」

　絶対防壁がクリフの眼前に出現し、そして更に無慈悲に言葉を続ける。

「レベル10：土公神皇イターム、レベル10：土公神皇イターム、レベル10：土公神皇イターム」

「馬鹿な……レベル10を四つ並行起動……だと？」

「これが魔人の力だよ、エフタル。さあ、レベル10：雷神皇エフタルではこの防壁は突破不可能だよ？」

　しかし、ここまで来ると笑いすら出てくるデタラメ加減だな。

　が、こちとら……諦めるという言葉を生理的に受け付けない性格なんでな。

　それは、四百年前の死の間際、悔しさのあまりに年とし甲が斐いもなく……泣く程度には。

　そうして俺は腰の鞘さやから刀を抜きだし、世界樹の防壁に向けて全力で横薙なぎに斬りつけた。

「エフタル……お主……我の予想を……超えてきおったかっ!?」

　サーシャが驚くのも無理はない。今、俺がやったことは──




　──レベル10魔法剣：雷神皇エフタル。




　古今東西、レベル10の魔法剣を達成した事例を俺は知らない。

　正真正銘、これが今の俺の切れる最後のカードにして、最高の切り札だ。

　レベル10の防壁を切り捨て、一気にクリフに向けて距離を詰める。

　後は……刀で袈け裟さ斬りを決めればそこでゲームセットだ。

「……じゃがエフタル……それでは恐らく……」

「驚いた。いや、本当に驚いたよエフタル。そっちの切り札がそれなら、これが魔人としての僕の切り札だ」

　クリフが瞬時に構築した術式を感じ、俺は絶句した。




　──ああ、こいつはもうダメだ。




　クリフの懐には……確かに、絶対防壁の内部には飛び込むことができた。

　後はクリフに向けて剣撃を加えれば、そこで終わり……それは間違いない。

　だが、クリフは俺の刀が届く前に、既にトリガーに指先をかけている。そう、この術式は──




　──レベル11：焔ホムラ。




「……何な故ぜだ？　何故お前は……レベル11の連打ができる？」

　レベル10の四つ並列起動だけでも無茶苦茶だってのに、さっき使ったばかりのレベル11だと？

　こんなことはありえない……いや、理論的にありえて良いことではない。

　日々、術式の構築速度に凌しのぎを削るのが魔術師同士の腕比べとするのであれば……これは完全に常軌を逸している。

　将棋で例えるなら、こちらが一手打つ間にクリフだけが二手、あるいは三手を打つような無茶苦茶だ。

　そもそものルールが、いや……土台が違う。

「その理由はこれさ」

　クリフの背後に七つの球体が見えた。

　漂う魔力は膨大で、その一体一体からサーシャクラスの気配を感じる。

「これはあらかじめ魔法を詰めていた大砲だと思ってくれて良い。実のところ僕自身はもう打ち止めで、もうレベル６すら練れない。ま、流石さすがに弾数制限はあるけど──まだ三発分程度は余力を残しているってところかな」

「なるほど。これが……お前が転生への間に至る道を開いた結果か」

「そういうことだ。さあ、ここでお別れだエフタル。レベル11：焔ホムラ」

　覚悟を決めて、瞼まぶたを閉じる。

　一秒、二秒、三秒──

　ああ、死ぬときってのはこんなにアッサリなのか。

　どうやら、クリフは痛みを感じる間もなく、俺を消し炭にしてくれたらしい。

　と、そこで感じる違和感。瞼を開くと──サーシャが、そしてクリフが絶句していた。

「馬鹿な……」

　見ると、クリフの背後に浮かんでいた黒色の球体が……燃えていたのだ。

　いや、正確に言うと、炎の魔法矢で撃ち抜かれていた後だった。

　そして、俺たちから少し離れた場所では、魔法を放った三人が凛りんとした眼まな差ざしと共にこちらの様子を窺うかがっていた。そう──




　──その場にはアナスタシアとマリア、そしてシェリルが立っていた。




　固まる俺たちに向けて、シェリルが口を開く。

「……私たちはこの場では弱者」

「そうなんです、雑魚中の雑魚なんです。でも──だからこそ、誰も私たちを気にも留めていないんです」

「戦力外だから欠片かけらも警戒されない。警戒されないからこそ……奇襲は確実に成る。ま、アナスタシアの作戦勝ちってことね」

「はは……お前等ら……」と、思わず乾いた笑いが出た。

　確かに、運もあったんだろう。

　クリフの切り札が魔法耐性に優れていたら……その時点でこの策は破綻だ。

　けれど、この究極ともいえる戦場で……吹けば飛ぶ命のような状況下、こいつ等はずっと機を窺い、弱者のままに、それが故の理屈で──クリフにすら牙を届かせた。
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　──弱者の法理。




　それは原初の魔術師の理屈だ。

　獣から、魔物から、危険から身を守るために、人は身体能力強化を始めとする魔術を身に付けた。

　それもまた弱者の選択であり、弱者の法理となる。

　その意味では……正真正銘にこの三人は魔術師としての戦いをやって、そして勝利したと言えるだろう。

「……と、そういうことらしい。勝負アリってところだな、クリフ」

「……僕は負けたようだね。しかし驚いた……この戦力差で負ける理由なんて……どこにもなかったはずなのに」

「いや、俺はお前に負けたよ。ギリギリだったさ、こっちは総力戦でお前はたった一人だったんだからな」

「……」

「昔からそうだった。俺は一人じゃ、大したことなんてできやしねえ」

「いや、それでも……僕は魔術師として君に負けた。それは動かせない事実だ。そして、魔人としても……君には勝ったかもしれないが、君たちには負けた──完敗だよエフタル」

「なあ、クリフ？　俺と一緒に……道を進まないか？　目指すゴールは一緒のはずだろ？」

「いいや、それはできない。ここで君が僕を見逃したとして、戦いの傷が回復すれば僕は今回と同じ道を歩むだろう……なにせ、四百年の間に導き出した結論だからね」

「……頑固な野郎だな」

「君にだけは言われたくないけどね」

　俺はクリフを良く知っている。

　そして、良く知っているからこそ分かる。こいつは、こうだと決めたら手段を選ばないし、絶対に自分の意思を……矜きよう持じを曲げることはない。

「でも少し……疲れたのも事実だ。だからここで降りるよ……後のことは君がやってくれ」

「……じゃあな、クリフ」

「ああ、さようならだ。エフタル」

　そして、俺は紫電を帯びた魔剣を振るった。

「レベル10魔法剣：雷神皇エフタル」

　刹那の時間で、全てが終わった。

　そして、張り詰めていた緊張が切れた俺はその場で崩れ落ちて、すぐに意識を失ったのだった。







[image: エピローグ]










　目覚めると、そこは公爵屋敷の自室だった。

　上半身を起こすと全身に痛みが走り、寝ぼけ眼の俺の意識が一気に覚醒した。

「……何故……ここに？」

　周囲を見渡すと、ベッドの脇にはマーリンが座っていて、隅のソファーではサーシャが本を読みながら寝転がっていた。

「お目覚めですかエフタル様」

「……どれくらい寝ていた？」

「三日三晩ですね」

「そうか、心配をかけたな。それで……お前とスヴェトラーナは……大丈夫なのか？」

「特に大事ありません。サーシャ様曰いわく、数年は寿命が縮んでいる可能性はあるとのことですが」

「………………クリフは？」

　本を閉じたサーシャが上半身を起こした。

　そうして足を組み、やるせない表情で肩をすくめる。

「土に戻った。自らを不死化した者は術式が解けた際には……その身に、無理やりつなぎとめていた時が一気にのしかかるのじゃ。奴やつの場合は四百年、土くれに戻るには十分過ぎるの」

　それを聞いた俺は、何とも言えない感情に襲われる。

　クリフに対して、俺自身が今、どういう風な感情を抱いているのかも、良く分からない。

　そして、それは恐らく──

　クリフの心境も、今の俺と似たようなものだったのだろう。

「……しかし、これで全て終わりましたねエフタル様」

「ああ、これで過去の因縁も……とりあえず山場は片付いた」

「それで、これからどうなさるおつもりで？」

「ブリジットが今、どこにいるか分からない。この四百年、クリフが潜伏していた場所を調べてくれ」

「魔術師が長期間安全に身を潜めながら研究をする場所……でしょうか。まあ、彼の足取りを辿たどればできないことはないでしょう」

「それに、他にもやらないといけないことがあるな」

「他にと……おっしゃると？」

「ブリジットの解決法を探すついでに──」

　そうして俺はニカリと笑ってこう言った。




「──ちょっと世界最強になってみようと思う」




「……その心は？」

「それくらいにならんと、どうにもならんだろう？　クリフでもブリジットを何とかするのは無理だったんだからな」

「お言葉ですがエフタル様、既に貴方あなた様は本当に……唯一無二の世界最強となっている可能性が極めて高いと思われますが」

「いいや、世の中は広い。俺の知らない強者はまだまだいるだろう……多分な。ともかく、さしあたっては魔法学院の世界大会だ。剣術という新たな力を磨いてみたい」

「しかし……」とマーリンは呆あきれたように笑った。

「エフタル様は変わりませんね。寝ても覚めても最強最強……本当に子供みたいです」

「いかんせん……頭の中がガキのまま成長できんもんでな。ああ、それとマーリン、毎度のことながら苦労をかけてすまない──いつも感謝している」
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「いいえ、苦労ではありません。どこまでも、いつまでも──お供しますよ」

「ああ、よろしく頼む」
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　光届かぬ地下深い部屋の一室。

　天蓋付きのベッドで眠る少女に、黒のローブをまとった壮年の男が近づいていく。

　少女は年の頃で言えば十歳と少し。

　その額に手を置いて、眠りから覚めぬことを確認した男はパチリと指を鳴らした。

「ふわあ……おはよう」

　目覚めた少女は男の顔を見て、不思議そうに呟つぶやいた。

「あれ？　赤い髪のお兄ちゃんは？」

「……彼は少し遠いところにいってしまってね」

「そうなんだ。いつ戻ってくるの？」

「大丈夫、炎は未いまだにくすぶっているさ」

「……ほのお？」

「しかし、こんなところでずっと眠らされて……可哀かわい想そうなブリジット、私と共に外に行こう」

「え？　お外に出られるの？」

「たくさん遊んでも良いよ。思う存分、楽しくね」

「ありがとう土のおじさん。赤い髪のお兄ちゃんはいっつも私に危ないから外に出るなって……」

「外に恐れるものは何もないのだよブリジット。そう、時は満ちたのだからね。氷は欠けたが、代わりに不死皇。続く雷、土である私、そして彼の残した炎。それはお前の中にくすぶり続けているのだよ、ブリジット」








あとがき






　読者様のおかげで、どうにかこうにか５巻のあとがきでもお会いできました。白石です。

　１巻初動でシリーズの寿命は大体分かるのですが、まさかここまで続刊できるとは……と、正直なところ、物もの凄すごくビックリしています。

　ちなみに本作は電子の売上げが凄く好調みたいですね。

　まだまだ紙には及ばないとは言え、私個人としては、本と言えば紙という時代の人間ですので、何となく不思議な感覚……と、そこまで考えて、私もコミックは普通に電子で読んでいるということに気づきました（笑）。

　しかし、特にコミックは今は半分以上が電子ですので、ここ５年くらいで一気に出版を取り巻く環境が変わっているなと本当に思います。

　と、まあ、時代の流れにふるい落としをかけられないように今後とも頑張っていこうかなと。

　６巻以降も続刊できますように、是非とも読者様におかれましてもご友人等にオススメいただければ幸いです。

　最後に謝辞です。

　イラスト担当の魚うおデニム先生！　いつもどおりの美麗なイラストありがとうございます！

　担当編集者様！　改稿時のいつもどおりの鋭いツッコミありがとうございました！

　そして読者の皆様方。

　どうにかこうにか次巻に辿たどり着けましたら、是非ともお付き合いのほどよろしくお願いいたします。


白しら石いし　新あらた
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